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２章26話　部下との出会い







　12日目




　昼前のギムルをゆったりと進む馬車。その中には商業ギルド組のグリシエーラ、ピオロ、セルジュ。テイマーギルドのテイラー支部長。そしてセルジュの部下が２人、竜りよう馬まの補ほ佐さとして紹しよう介かいされる双ふた子ごの男女が乗っている。

「さーて、確かもうすぐやんな？」

「そうだ。後２つ先の曲がり角だ」

　似た顔立ちの下に緊きん張ちようと不安を隠かくしていた２人は、セルジュのその言葉で窓に目を向けた。

　事の始まりは数日前。彼かれらの働いていたルイアムという街の支店に、本店から２人宛に仕事の引ひき継つぎを済ませてギムルに来るようにとの辞令が届けられた。会頭であるセルジュ直筆の文面にサインを添そえて。

　その日以来周囲からは本店への栄転だと祝福され、辞令の通りに仕事の引継ぎを済ませた２人はギムルへとやってきた。それが今朝のこと。

　天候の関係で到とう着ちやくが一日遅おくれてしまい、着いたその足で向かった本店で伝えられたのは、自分達たちが本店勤務ではなく出向のために呼ばれたという事実。そして出向先の経営者兼けん上司が公こう爵しやく家と縁えんのある11歳さいの子供だという２つの事実。その後２人は開店パーティーへ向かうために慌あわただしく旅装を着替え、馬車に乗せられてこの場にいる。

　経営の失敗はもちろんの事、貴族の子女と思われる少年との関係にも気を使う。これからの仕事に自分達の進退が決まることも覚かく悟ごして。

「見えた、アレだ」

「ほっほーう。あの子、やるじゃないか」

「立派な店やん！　これを１週間ちょいで建てたんか？」

「姉さん、これ」

「ええ……」

　店は真っ白な壁かべに所々窓が付いているだけの単純な外見だが、店の周りには手入れの行き届いた芝しば生ふと花か壇だんがあり、清潔感にあふれている。

　５人が馬車から降りて店に入ると、天てん井じよう付近に作られた棚たなとその上に置かれた４体の神像に目を引かれた。続いて店内を見み渡わたせば、木造の柔やわらかな雰ふん囲い気きの中で柔らかい光こう沢たくを持つ右Ｌ字形のカウンター等々。セルジュ達は建物の完成度に驚おどろき、カルムとカルラは明るい店に将来への僅わずかな希望を抱いた。

「いらっしゃいませ！　洗せん濯たく代行業者、バンブーフォレストへようこそ！」

　２人にとってはこれから自分の上司となる人間であり、同時に一番の不安の種でもある竜馬が現れた。自然とその目も相手を見定めようとするものへと変わる。

「リョウマ、今日はお招きありがとな。ワイまで誘さそってもらえてホンマうれしいわ～」

「いい感じの店じゃないか、これは先が期待できるねぇ」

「この度は店の完成、おめでとうございます」

「ありがとうございます、皆みなさん」

　笑え顔がおで挨あい拶さつをする竜馬は素す直なおそうな普ふ通つうの子供で、商人には向かないタイプの少年。良くも悪くも外見相応だと２人には見えた。これが近所の子供なら何も思わないところだが、自分の上司となればこの先の苦労を考えてしまう。商売は甘あまい物ではないと、若くとも商会で働いていた経験があるだけ尚なお更さらに。

「テイラー支部長も来て下さってありがとうございます」

「おめでとう。登録以来、音おと沙さ汰たがないと思っていたが……ラインバッハがわざわざ紹介するわけだ」

　２つのギルドと２つの商会を束ねる４人を相手に、朗ほがらかに言葉を交かわす少年を見た２人は互たがいに目を合わせるだけで意思疎そ通つうを行い、目の前に居る少年はやはりどこかの貴族の子供であるとの考えを強める。

「セルジュさん、そちらの方々が？」

「おお、紹介が遅れました。彼らがリョウマ様の補佐をさせて頂きます」

「カルラ・ノーラッドと申します。先日までは弟と共に、モーガン商会のルイアム支店で働いておりました」

「カルム・ノーラッドと申します。姉共々、よろしくお願い致いたします」

「ご丁てい寧ねいにありがとうございます。リョウマ・タケバヤシです。こちらこそよろしくお願い致します」

「この２人は若いですが、先日までいたルイアム支店では副店長とその補佐を任せていました。モーガン商会で働いて長く、仕事ぶりも信用できます。彼らなら必ずやリョウマ様のお役に立てるでしょう」

「それは……」

「「何か、問題がございましたか？」」

　２人の言葉に竜馬は慌あわてて弁解する。

「想像していたよりも有能そうな方で驚いただけで、業務上の問題は何もありません。能力のある方が来てくだされば助かります。しかし任せるつもりだった店の仕事は難しくないので、お２人の能力を活いかす機会があるかどうか……いえ、決してお２人が必要ないと言いたいわけではありませんが」

　単純な受付業務と洗せん濯たく物もの運びにそこまで優すぐれた人材を使うのは勿もつ体たい無ないのではないか？　という話だが、元から不安を持っていた２人は竜馬の言葉をやや重く受け止めてしまう。

　そんな２人の様子に違い和わ感かんを覚えたセルジュが、

「２人とも、少し気負いすぎではないか？　そん」

「リョウマ！　来てやったぜ！」

　２人へ穏おだやかに声をかけた所へ、もう一つの入り口から割り込むような大声と共に11人の男女が店に入ってきた。冒ぼう険けん者しやギルド組だ。

「いらっしゃいませ！　洗濯代行業者、バンブーフォレストへようこそ！　どうぞこちらの空いているカウンターへ」

「おう、やってん……げぇっ!?　なんでここに糞ババアが居るんだよ!?」

「誰だれが糞ババァだって？　あたしゃ確かにババァだけど、糞ババァではないよ！　ったく、冒険者ギルドの頭になって長いのに、あんたは相変わらず口が悪いねウォーガン。そんなんだからあんたは昔……」

「顔を合わせる度に昔の失敗を蒸むし返かえそうとすんな！　ったく、アンタもいつまでギルドの頭をやってるつもりだよ、本当にしぶといババァだぜ……で、なんでここに居るんだよ」

「そんなの招待されたからに決まってるじゃないか」

「……まぁいい。リョウマ、どうやって仕事を頼たのみゃいいんだ」

「はい、ただいま……あ、カルムさんとカルラさん。せっかくなので仕事の手順を説明しましょう。中に入ってきて下さい。セルジュさん達もこちらにどうぞ」

　竜馬がカウンターの一部を開けて６人を中へ促うながす。

「さて、まずはお客様に専用の袋ふくろをお買い上げ頂きます。お一人様用は１袋20スート。その袋はこの店に来るたび何回でもご使用いただけますので、次回からは購こう入にゆうする必要がございません」

「おう、じゃ１袋貰もらうぜ。この中に洗濯物を詰つめりゃいいんだな？」

「はい、それから今日は練習に付き合っていただくお礼として、無料にさせていただきます。袋もサービスしますので、持っていって次回にまたお持ち下さい」

「助かるぜ」

「で、今度はカルムさんとカルラさん。お客様が来て、お金を支し払はらって頂いたら、このカウンターの右脇にある棒に、それぞれの値段に応じた専用の板を入れて下さい」

　竜馬はカウンターの下から、上下に穴があいた色いろ違ちがいの薄うすい石板を取り出だして見せる。それと同時にカウンターの端はしにある、竜馬が持っている板が丁度填はまる棒と囲いがある置き場を指し示した。

「それは何ですか？」

「ちょっと思いつきで作ってみた収入計算用の道具です。うちの店は購入して貰もらった袋の大きさによって中銅貨１枚、中銅貨１枚と小銅貨８枚、中銅貨４枚の３種類しかありません。ですから個人用の袋１袋の洗濯を頼まれれば、中銅貨１枚を受け取り黒い石板を１枚、黒い板置き場に置いて下さい。置き場には目盛がついていて、この板１００枚が入るようになっています。

　１００枚になったらこの置き場の下に置いてある紙に、ペンで１と書いて、置き場の中に入っている板を元あったカウンターの下の棚に戻もどして下さい。これを繰くり返して、終業後に確かく認にんして売り上げを計算します。

　例えばカウンターの紙に中銅貨１枚の売り上げを示す黒い板の置き場が３回一いつ杯ぱいになったという記録があり、中に42枚残っていたら、個人用の売り上げは中銅貨３４２枚の３，４２０スートとなります。

　これを洗せん濯たく料りよう３種類と各大きさの袋を購入して頂いた場合の３種類、冒険者向けの鎧よろい・武器込みでの全身洗せん浄じようサービスの計７種類用意しているので、それぞれを終業後にチェックし、足せばその日の利益の計算が楽になるんじゃないかと思っています。あと売り上げの内、どれがどれだけ売れているか、どれがよく求められているサイズかなどが分かればいいなと。……これはしばらく試ためしてみないとわかりませんね」

　そのまま竜馬はウォーガンの接客に戻ってしまったが、説明を聞いていた商業ギルド組はその道具に目が釘くぎ付づけになっている。

　竜馬は前世に皿の色の違ちがいで値段を分けて最後に精算する回転寿す司し屋やのシステムを思い出し、試しに導入しただけ。だがレジなど無いこの世界では、大いに彼らの興味を引くものであった。

　そもそもこの世界は竜馬のいた現代日本と比べて識字率がはるかに低く、四則演算すら苦手とする者も少なくない。特に田舎いなかの村などはその傾けい向こうが顕けん著ちよであるが、この道具を使うにあたり必要なのは正しく料金を受け取り、決められた手順に従って確実に処理を行えることだ。

　時と場面を選べば計算のできない者も人手になるかもしれない。あるいは尺度を変えて自分の商売にも応用できるかもしれない。その可能性に気づいた５人の鋭するどい目線に気づかずに、竜馬は淡たん々たんと接客を続ける。

「お金を払はらって頂いたら洗濯物の入った袋を預かり、袋を閉じた紐ひもに、カウンターの下の棚に用意してあるこの札を取り付けます。もう片方はお客様に渡わたし、洗濯物の引取りの際にお客様の札と洗濯物に取り付けた札を合わせて確認して返へん却きやくしてください」

　紐つきの割わり符ふを使い、洗濯物の取とり違えを防ぐと説明して竜馬は次に、奥おくの壁へ取り付けられたダストシュートの様な穴に荷物を放ほうり込んだ。

「この先の部屋にはクリーナースライムが……あ、クリーナースライムについては」

「汚よごれを食べるスライムだと、セルジュ様から聞いています」

「ありがとうございます、カルラさん。それなら……お２人何か質問はありますか？」

「新種のスライムという話ですが、本当に綺き麗れいになるのでしょうか？」

　ここで素す早ばやく聞いたのはカルム。姉は一いつ瞬しゆん遅おくれて同じ事を言おうとして口を噤つぐむ。

「実際に見ないと信じがたいかもしれませんね……どなたかここで荷物を開けさせていただけませんか？」

「俺おれの使っていいぜ」

　快く荷物を放り投なげたジェフに礼を言い、竜馬は２人に中身の血の汚れを確認させた後、割符をつけて穴に入れる。

「ここに放り込んだ物をすぐに綺麗にして隣となりの部屋に運ぶよう指示を出していますので、ここに放り込めば自動的に洗濯され、奥に入った所にある洗濯済みの洗濯物置場に運ばれます。後はそれを回収し、さっき言った通りお客様の洗濯物である事を確認し、返却する。これが一連の作業です」

　紛ふん失しつのリスクを減らし従業員が接客に集中できるように、仕事は汚れを落とすだけに止とどめ、袋を開けて中身を畳たたんだりはしない。

　ほんの数秒の説明の後、竜馬が一度奥へと入り洗濯済みの荷物を回収。改めて袋を開けると、汚れは跡あと形かたもなく消えている。

「本当に汚れが……どんな汚れも落ちるのですか？」

「いままで落とせなかった汚れはありませんが、できれば一度返却する際に確認していただくのが無難だと思います。汚れていたらもう一度で」

「染物などは色が落ちませんか？」

「草木の汁しるで染めた布を、同じく草木から取った染せん料りようで汚して何度か試しましたが、色落ちはありませんでした。時間経過か鮮せん度どか、あるいは別の何かで判断しているのか……これは預かる時に注意を促しておく方が無難ですね。他に手順とか、分からない事は？」

「「……今のところ、思いつきません」」

「そうですか、では何かあったらその都度ということで。……手分けして接客をしてみましょうか？」

　カルムとカルラにもカウンターに来るよう促す竜馬。そして残りの９人分の洗濯物を３人で引き受ける。その際カルラとカルムの様子を横目で見た竜馬は仕事をそつなくこなせていることに安心した。仕事ができれば十分。緊張は時間をかけてほぐしていけばいいのだと。

　今日この日、竜馬と２人は着実に仕事仲間としての一歩を踏ふみ出した。

　若じやつ干かんの誤解はそのままに。







２章27話　忙しくて楽しい宴会







　やがて公爵家一行も到着すると、竜りよう馬まは総勢29名の招待客を奥へ案内した。

「ここからが従業員専用で、お客様は基本立ち入り禁止になります。従業員の更こう衣い室しつ、応接室や執しつ務む室しつ、従業員用の休きゆう憩けい室しつ、トイレなどですね。あとは給湯室です」

「ちょっと中を見て回っていいかい？」

「どうぞ」

　竜馬に続いて各部屋を見て回る29人。竜馬は心の中で前世のバスツアーの観光客のようだと考えていた。そうして最後に全員を従業員用の休憩室に案内した後は、料理の仕上げに向かい、他はしばし休憩室で待たされることとなる。

　余談だが、去り際の様子を見て竜馬はようやく自分が公爵家など地位の高い人間を身分関係なく私的な集まりに呼ぶという非常識な事をやらかした事に気がつく。

　単に世話になった人への礼として、また、前世で良い縁のなかった人付き合いへの憧あこがれでこの集まりを企き画かくしたのだが、この状じよう況きようを見て短たん絡らく的てきであったとこの後、厨ちゆう房ぼうで人知れず反省することになる。

　尤もつとも、冒険者も大半が高ランクだった事もあり、竜馬が思うほど気にはされておらず、待たされた者達の一部は緊張しつつも穏やかに雑談をして過ごしていたのだが。




■　■　■




　10分程ほどすると突とつ然ぜんウェルアンナがソワソワと落ち着かない様子を見せ始める。

「ウェルアンナ？　お前さんどうかしたか？」

「何かどっかから……多分リョウマの作ってる料理なんだろうけどさ、物もの凄すごく美味うまそうな匂においが漂ただよってきてるんだよ」

　その言葉に部屋の全員が匂いを気にし始めるが、匂いに気づいたのはウェルアンナ以外の獣人３人とドラゴニュートのアサギのみだった。

「にゃ!?　言われてみれば、凄すごくいい匂いがするにゃ！」

「本当ですね……」

「ワイには分かれへんけど……」

「多分、人間の鼻に届くには少し匂いが薄い？　まだ獣人にしか分からないんじゃないかな……」

「いや、拙せつ者しやにも分かるでござる。これは肉か？　いや、香こうばしいパンか？　……何にしても、美味そうな匂いでござる」

「そう言えば前もリョウマ君の料理は美味おいしかったね」

「そうなのですか？　ラインハルト様」

「ああ、少ない材料でもよく考えられていた。ジジャの根を使ったウサギ肉のソテー、あれは美味しかったな」

「リョウマ様はあの歳で家事スキルレベル10をお持ちですからな、期待ができますよ」

「あの歳で10とはやるもんだね。いくらレベルが上がりやすいスキルでも、40歳前になれる奴やつは少ないからねぇ」

　更さらに５分が経たつと、リョウマが戻る。

「お待たせしました、料理ができましたよ」

「待ってましたにゃー！」

「遅おそいよ！　匂いだけあんなにさせて、アタイらがどれだけ辛かったか……」

「え、匂いしてました？　防ぼう臭しゆうの結界を張ってたんですけど……途と中ちゆうから効果切れてたかな？」

「そんな事はいいから、料理をお願い」

「了りよう解かいです」

「「「お手伝い致します」」」

　竜馬は礼を言い、セバスとアローネとリリアンと共に料理を運んだ。また、飲み物はスライムに指示を出して運ばせていた。ここで竜馬のスライムの動きが普通のスライムとは違う事を知らずにいた商業ギルド組の５人とテイラー支部長が驚き、周りからの説明を受ける。

　その間も料理と飲み物が運ばれ続け、皆に行き届いた後、竜馬が乾かん杯ぱいの音おん頭どをとる。

「え～、今日は僕ぼくの店の完成祝いにお集まり頂き、誠まことにありがとうございます。大した物はございませんが、料理はたっぷり用意してあります。食事を楽しんで下さい。乾杯！」

『乾杯！』

　そうして皆が一いつ斉せいにコップの中の酒を飲むと、ゴードンから大きな歓かん声せいが上がった。

「なんだこの酒、上等な奴じゃねぇか！」

「祝いの席ですからね、ちょっと奮発しましたよ」

「何て酒だ？」

「酒屋の店主さんはジェミスの泉と言ってました」

　その言葉にゴードンは器を見て笑う。

「ジェミスの泉か！　いい酒だって聞くが、飲んだ事は無かったぜ」

「そうなんですか？」

「知らんで買ったん？　ジェミスの泉は知る人ぞ知る銘めい酒しゆやで？」

「全く知りませんでした、酒屋の店主のおすすめを買っただけです」

「運が良かったなぁ。ジェミスの泉は比ひ較かく的てき手に入れやすい値段やけど、愛好家が多くてすぐ売れてまうんよ」

「そうなんですか、運が……あ！」

「どうかなさいましたか？」

「いえいえ、僕がそんないいお酒を手に入れられた理由が分かっただけです」

「理由ですか？」

「はい。僕、加護持ちなんですよ、酒の神テクン様の」

「何だと!?　本当か!?」

「坊ぼつちゃんそれホンマなん!?」

　竜馬の言葉にゴードンとピオロが大きな反応をする。

「え、ええ。本当ですが、それが何か？」

「羨うらやましいぜ……」

「羨ましいわ～、ごっつう羨ましいわ～」

「テクン様の加護はドワーフにとっちゃ羨せん望ぼうの的だぜ？　特に酒の神の加護はな」

「技工神の加護でなくて、酒の神の方が良いんですか？」

「そりゃお前、俺は冒険者だから鍛冶かじの腕うでが上がっても仕方ねぇよ。それに鍛冶の腕を加護頼だのみにするような奴は鍛冶屋失格だ。腕は自分で鍛きたえて身に付けるもんだからな。

　その点ドワーフなら誰だって美味い酒が飲める方が皆良いに決まってるから酒の神の加護なら誰でも欲ほしがるし、良い酒との巡めぐり合あいは個人の努力じゃどうしようもねぇ事もある。そのどうしようもねぇ事をぶっ飛ばしてくれるのが酒の神テクン様の加護だ」

　その言葉に納なつ得とくする竜馬、そして次はピオロに聞く。

「なるほど……ゴードンさんは分かりましたけど、ピオロさんもお酒が好きなんですか？」

「嫌きらいやないけど、ワイは商人として羨ましいっちゅうんが本音やな。リョウマには言うとらんかったけど、ワイの商会は食料品を主に扱あつかっとるんや。せやから良い酒が手に入りやすいっちゅうのは羨ましいねん」

「なるほど」

　そんな話をしていると、ウェルアンナから声がかかる。

「リョウマ」

「何でしょうか」

「おかわり頼むよ」

「はやっ！　もう食べたんですか!?」

「リョウマ、俺も頼むわ」

「俺もだ」

「俺も」

「ジェフさんにヒューズさんにギルドマス……ウォーガンさんまでですか？　皆さん食べるの早いですね」

「リョウマの飯が美味いんだよ。アタイはこんな美味い飯、初めて食べたよ」

「そうですか？　そう言って貰えると作りがいがありますけど……」

「アタシもその子の意見に賛成だね。この歳になると顎あごが弱ってね……街の料理屋で出てくる肉なんか噛かみ切きれなくなってたんだ。でもこのパスタの肉は食べやすいし、このステーキの肉も柔らかい。久しぶりにしっかりと肉を食べた。今日は来て良かったよ」

「気に入って頂けたなら良かった。お腹なかいっぱい食べていって下さい」

　そう言った竜馬が４人分のお代わりをよそい部屋へ戻ると、ミゼリア、ミーヤ、ラインハルト、アサギの４人が皿を空にしてお代わりを注文してきていた。

「ラインハルトさんまで、お口に合ったみたいでよかった」

「ははっ、リョウマ君の料理ならきっと口に合わない事はないさ」

「本当ですか？　パーティーとかでもっと良い物を食べてそうに思いま……どうかしました？」

　竜馬がそう口にした瞬しゆん間かん、ラインハルトの目にあった光が陰かげる。

「リョウマ君、一つだけ教えておくよ」

「は、はい」

「高い料理が、美味おいしい料理とは限らないんだ」

　パーティーなど大勢の貴族が集まる場では、味よりもどれだけ華か美びで珍めずらしい物を用意するかが重要なのだとラインハルトは語った。

「味の好みは人それぞれだからね……相手が一人や二人ならもちろん相手に合わせた料理を用意すれば良い。けど大人数になるとそれは無理だ。しかし相手を接待する側としては、できる限り、誰にも、些さ細さいな不満も抱かれたくないわけだ。

　そこで高級素材やその土地ではなかなか用意できない珍しいものを使って、もてなしの心を表現することが多いのさ。昔からある無難な手だよ」

「その代わり、香こう辛しん料りようの使いすぎじゃないかと思う料理はよくあるわね」

「苦労して作るのは料理人でも、注文をつけるのは貴族じゃからな。食べられはするが、普ふ段だんから食べたいとは思わんよ。味もそうじゃがこの歳になると重くてのぅ……その点、リョウマ君の料理はちょうど良い」

「リョウマさんのお料理は安心して食べられますわ」

「気に入ってもらえたなら良かったですが……デザートも用意してますから、その分はお腹空けといて下さいね～」

　公爵家４人の言葉に竜馬は、味を犠ぎ牲せいにしてまで高い材料を使う意味はあるのかは甚はなはだ疑問だが、この国の、貴族のパーティーとはそういうものだと納得してそれ以上考えるのをやめた。

　そして全員に声をかけたが勢いは衰おとろえず、全員が１回以上、ウェルアンナとジェフに至っては４回もおかわりをして、何処どこに入ったのかと竜馬に首を傾かしげさせる。

　その後に切り分けたアップルパイと紅茶を出せば、食べた者達の目が輝かがやく。味もさることながら、高級品の蜂はち蜜みつも使われていたからだ。これには全員満足。特に女じよ性せい陣じんからは絶大な人気を得た。

「ぷはー……食べたにゃー、お腹いっぱいにゃー。今日は来てよかったにゃ」
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「喜んで頂けて良かったです。しかし皆さんよく食べましたね……特にジェフさん、何処に入ってるんですか？」

「あん？　俺は食おうと思えばまだまだ食えるぜ、食くい溜だめってスキルを持ってるからな」

「食い溜めスキル、ですか？」

「知らねぇか？　一度に大量に食う、そして数日間何も食わずにいる。それを繰り返したら身につくらしいぞ。俺は冒険者になって稼かせぎ始めた頃ころ、儲もうけの殆ほとんどを食事に使って大量の飯を食ってたら自然に身についてたけどな」

「ジェフはその食い溜めを始めとしてスラムでの生活で身につけた耐たい性せい系スキルが多いのにゃ。だから普通の冒険者じゃ過か酷こくにゃ依い頼らいを次々とこにゃす事で有名にゃ冒険者にゃんだ」

「凄いんですね、ジェフさんは」

「割の良い仕事を選んでたらそうなっただけだ。別に凄かねぇよ。というか、お前も俺と同じことをやろうとすればできるだろ。俺が持ってねぇ耐性系スキルも持ってたじゃねぇか。何なら何時いつか一いつ緒しよに依頼を受けてみるか？　お前なら多少キツイ仕事にもついて来れそうだ」

「その時はよろしくお願いします」

「リョウマがジェフと組んで仕事をしてくれるとなると、ギルドとしてもありがてぇな。ジェフは他の奴と足並みが揃わねぇ。だから結局いつも一人で依頼を受けてる。

　だが、中には複数人でしか受けられない仕事もあるんでな。そういう依頼が手付かずなんだよ」

「例えばどんな依頼ですか？」

「そうだな……Ｃランクの依頼だが、火山に火か炎えん鉱石って鉱石を掘ほり出してくるって依頼があったな。コイツは悪あく臭しゆう耐たい性せいが無いとキツいぜ。行き帰りと採さい掘くつの長期間、火山の卵が腐くさったみてぇな臭においに晒さらされるからな。あとは火山全体に軽い毒がある、場所によっては人が死ぬこともある」

「火山の毒ですか………軽い毒は目が腫はれたり涙なみだが出る程度で、重い毒は呼吸が出来なくなる毒で合ってますか？」

「おう、その通りだ。お前さんそんな事まで知ってんのかよ」

「多少聞きかじった程度ですよ」

「まぁその手の知識に詳くわしいってのは冒険者をやるには有利だがな。対処法は分かるか？　その毒に対する薬とか無いのか？」

　竜馬は少し考え込むが、薬はこの世界の知識には無く、地球の薬はこちらで作れる確証がない。

「残念ながら知りませんね。ただ、毒は火山から出る煙けむりや地中から噴ふき出す空気に含ふくまれているそうです。風魔ま法ほうか何かで自身の周囲を覆おおうなどして身を守ればあるいは……」

「ほー……お前に毒や薬の知識を教え込んだ婆ばあさんは相当な知識人だったみてぇだな？　長年ギルドマスターをやってるが、毒・病気の事は驚かされる事ばかりだ」

　少々どきりとした竜馬は軽く笑いながら凄い人だったの一言でやり過ごし、カルムとカルラに話しかけることにした。

「カルムさん、カルラさん。料理はいかがでしたか？」

「「とても美味おいしくいただきました」」

「それはよかった。……ところで、お２人にはここで働いていただけるとありがたいですが、本当に良いんですか？　先さき程ほど店てん舗ぽの方で言った通り、ここはお２人の能力を活かしきれる職場ではないと思うのですが」

「それについて、弟といま一度相談をさせていただきました」

「是ぜ非ひ、ここで働かせて下さい」

「あれっ……何かありましたか？　なにかふっ切れたような……」

　２人の言葉には迷いが無かった。店に訪おとずれた時と様子が違うと竜馬が気づけるほどに。

「先ほどは恥はずかしいところをお見せしてしまいました。リョウマ様とお店を直に拝見し、考えを改めた次し第だいです」

「最初は不安が強くありましたが、リョウマ様の作られた道具や商売の仕組みなど、我々が学べる事は多いと今は感じています」

「切り替かえ早いな……」

「リョウマ様。若いという事は、それだけ柔じゆう軟なんに物事を吸収できる余地がある、という事です。能力や経験だけであればさらに上の者も紹介できますが、私がこの２人を選んだのはこの柔軟性があるからなのです」

「「紹介をいただいたセルジュ様のモーガン商会、そしてリョウマ様のタケバヤシ家の恥はじとならぬよう、微び力りよくを尽つくす所存です！」」

　そう言いきった２人を見た竜馬はセルジュに似ていると思いつつ、答える。

「分かりました、商業の知識が豊富な方に居て頂けるのは心強いですし、こちらに不満はありません。これから、よろしくお願いします」

「「はい！」」

　満面の笑みで返事をする２人、そしてそれを満足そうに見守るセルジュ。

「でもあまり無理はしないでくださいね。普通でいいですから。モーガン商会はともかく、僕の家の恥だなんて」

「いいえ、当然の心構えです。些細な悪評でも、貴族の方々にはすぐに広まってしまうのですから」

「えっ？　新しく開店した店をいちいち噂うわさにするんですか？　カルムさん」

「他家の動向に気を配っている方がほとんどでしょうから……姉の言う通りになるかと」

「他家の……？　……もしかして、お２人とも僕の事を貴族だと思ってません？」

「「……違うのですか？　公爵家とのご縁があると」」

「見ての通り縁はありましたけど、偶ぐう然ぜん知り合えただけで僕が貴族というわけでは……セルジュさん？」

「……申し訳ありません。私もリョウマ様が貴族でないと、明確に否定した覚えはありません……」

　ここでようやく齟そ齬ごに気づいた竜馬と２人は、セルジュを交えて誤解を解くべく話を始める。

　そんな竜馬を、少し離はなれた位置から眺ながめつつ話す一団もあった。

「おい、糞ババア」

「何だい、粗そ忽こつ者もの」

「リョウマの店はそんなに儲かるのかよ？　かなり珍しい店だが……」

「儲かるだろうよ、アタシにもどれだけ稼げるかは分からないけどね」

　それを聞いたウォーガンが眉まゆをひそめる。

「何か入いれ知ぢ恵えしねぇのか？」

「とりあえずは静観するつもりさ。あの子自身が考えた通りにやらせてみるよ」

「大だい丈じよう夫ぶなのかよ？」

「セルジュのとこから２人つけたんだ。妙みような連中に目をつけられても、対処はできるだろう。危なくなれば助けを求めるくらいはできるだろうし、アタシも頼まれれば商人としてあの子には手を貸してやるつもりさ。

　ただ、手段を選ばない強ごう欲よく商人が武力行使に出ないとも限らない。そっちも目はつけといておくれよ」

「わかってるよ。だがあいつにゃ不要かもしれねぇぞ？　あいつ、この前オブテモの牙きばって連中と揉もめたんだわ」

「最近話題になったゴロツキ冒険者だね…………あの子が潰つぶしたのかい？」

「ああ、依頼中に子供に絡からんでる奴らに遭そう遇ぐうしたんだとよ。その後は聞いた通りだろ。付け加えるなら一方的にな。

　あとはゴブリン討とう伐ばつでも活かつ躍やくした。リョウマとあいつのスライムの大群がな……俺も聞いただけだがスライムだからって侮あなどるとヤバイぞ」

「武器を使うのかね？」

　２人の話に加わる者がもう一人。

「テイラー爺じいさんも知ってたのか」

「先日、スライムは武器を使えるのか？　と聞きにきた冒険者がいたと職員の間で噂になっていたんだ。実際に見たのは今日が初めてだが……彼かれには一度講習を受けるよう勧すすめよう」

「一いつ般ぱんの従じゆう魔ま術じゆつ師しがどんなものかってのは、知っておいたほうが良いだろうねぇ……ま、とにかく気をつけてやんな」

「分かってるっつーの」

「有能な者は歓かん迎げいだとも。ラインバッハからも頼まれとるしな」

　部屋の隅すみではそんな会話がされていたが竜馬は気づかず、前世では縁えんのなかった友人や仲間と過ごす時間を楽しんだ。

　やがて完成祝いがお開きになると、全員が竜馬には無理をするなと言葉をかけて帰っていく。それが終われば竜馬は宴会の片付けを済ませ、外から一度店を見み渡わたす。

「……」

　そしてしばらく、前世では感じた事の無かった何とも言えない充じゆう実じつ感を味わっていた。







２章28話　開店







　翌日




　～Side 竜りよう馬ま～

　昨日の集まりのあと、明日からでも営業は始められます！　というカルラさんとカルムさんの勢いに押おされて今日から開店する事にしたため、早朝から店にやってきた。

　現在時刻、朝の５時。

「さすがにちょっと早すぎたか……」

　うっかり前世基準で出社してしまったのがいけなかった。当分２人は来ないだろう。

　しかたがないので、スライムと戯たわむれて時間を潰す。




■　■　■




「「おはようございます、店長」」

「おはようございます、カルムさん、カルラさん。今日からよろしくお願いします」

　２人が来てから簡単な確認をし、開店準備を整えた。と言ってもクリーナースライムを待機部屋に入れたり、つり銭と袋を用意しただけだ。

　袋も今朝２人が注文しておいた物をもってきてくれたし、さっそく役立ってくれている。

「さて……では、行ってきます」

「「行ってらっしゃいませ」」

　初日から人任せもどうかと思うが、チラシや広告による宣伝が出来ないので俺がギルドで仕事を受ける際に宣伝をする事にした。セルジュさんは本当に全すべてを任せられる人材を用意してくれたし……ぶっちゃけ俺おれ要いらなくない？　まぁその為ために人を雇やとうってのが目的なんだけども。

　そんな事を考えつつ、ギルドに行く前にお隣に寄る。ポリーヌさんにも開店した事を伝えなければ。

「すみませーん、誰だれかいらっしゃいませんか？」

　開店はしているようだが、誰も店内にいなかったので声をかける。すると奥からポリーヌさんが出てきた。

「はいはい、あら！　リョウマ君じゃないか。今日も種を買いに来たのかい？」

「いえ、今日から洗せん濯たく代行業者・バンブーフォレストが開店の運びとなりましたので、お伝えしようと」

「おやおや、もう開店かい？　早いねぇ」

「はい、皆みなさんのお陰です。この前、渡した１袋ふくろはタダですので、是非一度ご利用下さい。メリーさんやキアラさんにもそうお伝えください。店員２人には話を通してありますから」

「アンタ、人を雇ったのかい？」

「知人の紹しよう介かいで。冒ぼう険けん者しやの仕事をしている時は、完全に２人に任せることになりますね。あと、経営が軌き道どうに乗るまでは冒険者業の稼ぎで給料を払わなければいけませんし」

　最終的に働かせて頂けるなら給料は要いりません!!　とまで言っていたが、流石さすがに申し訳ないからな……正直何故なぜそこまでウチで働きたいかが分からん。多分ウチよりセルジュさんの所の方が能力活いかせるし、給料多いと思うんだがなぁ……あるとしたら人脈？

　ま、こっちは助かるから文句は無いけど。

「店の大きさを考えると必要なのかねぇ。ま、頑張んなよ。アタシも応おう援えんするし、今日早さつ速そく利用してみるからさ」

「ありがとうございます。では、仕事に行ってきます」

　挨あい拶さつをして店を出る。そしてギルドに着くとすぐに声をかけられた。

「リョウマ、洗濯屋がもうすぐ開業だってな？」

「何時から？」

「早く開業してほしいな～」

　廃はい坑こうの魔ま獣じゆう討とう伐ばつからは乗合馬車で知り合った冒険者とも雑談をする事が少し増えてきた。彼らも洗濯屋の開業を待ってくれているようだ。

「洗濯代行業者・バンブーフォレスト、今日から開店ですよ」

「ホント!?」

「はい。冒険者の方には防具や武器を含めた全身洗浄サービスもありますから、どうぞご利用ください」

「おっしゃ！　今日の帰りに絶対行くぜ！」

　こうして宣伝のために態わざと大きめの声で開業と店の場所を伝えてから、今日は薬草採取の依頼を受けた。廃坑の見回りついでに片付けてしまおう。




■　■　■




　数時間後




　店は任せるとは言ったものの、気になって手早く見回りを済ませて戻もどってみた。

　すると……開店初日なのに人が集まっている。

　……え、外に20人以上人が居るぞ!?

　慌あわてて店内に入ってみると、カルラさんが俺を迎むかえた。

「いらっしゃいま……店長！」

「カルラさん、この状況は？」

「嬉うれしい悲鳴です！」

「店長！　ご近所の奥おく様さま方がたに洗濯を依頼しに来て頂けました！」

　奥から洗せん濯たく物もの運びをしていたカルムさんも出てきて、そう言った。とにかくこの人数を捌さばかなきゃいかん！

「僕も手伝いに入ります、お２人は接客を、運ぶのは全て僕がやりますから！」

　そう指示を出だした後、俺も只管ひたすら接客と洗濯物を運び続けた。

　それを続けるものの、その間にも人が来る。どうなってんだ!?

　結局人の波が途と切ぎれたのは昼の３時過ぎだった。数はまだ多いとは言えないが、１人１人にこの店の事を説明しなければいけないので時間がかかる。

　どうやらこの店の値段設定は本当に安いらしく、本当にこの値段で洗濯を請うけ負おうのか？　後から別べつ途とで大金を請せい求きゆうするんじゃないか？　と聞かれる……なかなか納得しない人もいて大変だった。一時は大勢の人が集まっていた事で、警けい邏ら中の街の警備兵が何事かと訪ねてきたし。

　だがここで思わぬ幸運に恵めぐまれた。店を訪ねてきた警備兵から話を聞いた警備隊長が、警備隊の洗濯物を頼たのむと35人分のコースに申し込んで袋を２枚買っていったのだ。

　なんでも去年まで警備隊の洗濯には人を雇っていたらしいが、役所の前任者が指示した経費削さく減げんで人を雇う事が出来なくなっていたらしい。給料が減らなかっただけマシだったと言いつつも少し役所への愚ぐ痴ちを零こぼしてから、とりあえず一度頼たのんで良かったらまた追加で頼むと言ってきた。早速の大口契けい約やくになるだろうか？

　しかし……朝８時から開店だから……客１人につき平均３分位は費やしたよな？　何時から客が来たかわからないが、カルムさんとカルラさん、昼飯も食えず休めずに７時間ぶっ通しで仕事してたのか？

　……これはヤバイんじゃないか？　俺おれはいいけど２人の体が……このままでは店がブラック企き業ぎよう化かしてしまう！　それは何としても避さけたい!!　俺の前世にかけて！

「お疲つかれ様さまでした、カルムさん、カルラさん」

「お疲れ様でした、店長」

「凄い人でしたね」

「ええ、本当に……いきなりなんですが、人を増やした方が良いでしょうか？」

「そうですね。早めに増やした方がよろしいかと。交代で休きゆう憩けいを取るために４人から６人ほど必要でしょう。今日はお客様への説明が中心でしたが、今日のお客様の反応を見る限り、じきに作業のみでも人が足りなくなると思われます」

　カルラさんが速すみやかに必要な人員の数を答えてくれる。

「お客様には洗濯の早さ・仕上がりにはとても満足して頂いたようなので、明日からも顧こ客きやくは増えます。ギルドで募ぼ集しゆうをかければすぐにでも雇こ用ようできる人材を紹介して頂けるはずです」

「そうですか……人を雇う場合、お給料はいかほどでしょうか？」

「１日に１２０～１５０スートもあれば十分です。それだけあれば普ふ通つうに生活していても貯ちよ蓄ちくが可能です。初任給でこれは破格の条件ですので、すぐにでも人は集まるでしょう」

「今回のように緊きん急きゆうでなければもう少し時間をかけて、安い賃金で雇える人材を探す事も可能でしたが、今はすぐにでも働ける者を雇う事が先決だと思われます」

「では、さっそくギルドに行ってきます。早い方が良さそうですから」

「「お願いします」」

　淀よどみなく出てくる２人の意見を信じ、急いで店を出る。問題解決は可能な限り早いほうが良い。

　しかし店を出たところで大きな袋を抱かかえたお隣となりの一家４人と遭遇した。

「おや、リョウマ君」

「ポリーヌさん、レニもリックも、ジークさんもお揃そろいで。その荷物は？」

「君の店で洗濯を依頼しようと思ってね。ウチは肉屋だから、血の汚よごれが染しみ付ついた服がたくさんあるんだよ」

　答えてくれたのはジークさん。彼はポリーヌさんの旦だん那なさんで、職場は花屋の隣の肉屋。完成祝いの料理に使った肉はすべて、ジークさんの店で用意してもらった。

　アニメとかで肉屋の主人というと筋骨隆りゆう々りゆうの大男のイメージがあるが、この人は真逆。背せ丈たけはそれなりにあるのだが、細い。非常に細い。風が吹ふいたら飛びそうな、不健康に見える男性だ。

「リョウマ君の店に出せば、血の汚れも綺き麗れいにしてくれるって冒険者の人から聞いてね」

「買かい換かえる予定だった服を出してみる事にしたのさ」

「ありがとうございます。つかぬことを伺うかがいますが、従業員は雇っていますか？」

「僕を含めて10人だよ」

「それでしたら、７人以上で申し込めるコースがありますので、それをご利用ください。14人分の服が入る袋１袋で中銅貨１枚と小銅貨８枚になり、お安くなります」

「本当かい？　そりゃ得だねぇ」

「それを頼もう」

　セールストークをしていると、リックが割り込んでくる。

「リョウマは何してるんだ？　仕事サボってるのか？」

「ははは、そう見えても仕方がないですね。けどサボリではなくて、これから商業ギルドに行くんですよ」

「そうなの？」

　そう聞いてきたのはレニだ。

「予想以上に繁はん盛じようして、もうこのままだと人手が足りなくなりそうなんですよ」

「嘘うそ!?　開店初日でしょ!?」

「色々宣伝はしてたけど、まさかここまで人が来るとは思ってなくて。急きゆう遽きよ人を雇いに行くんです」

「驚おどろいたね、そんなに人が来たのかい？」

「ええ、朝から働いてくれていた２人は７時間休み無しでしたよ」

　そんな話をしてから４人と別れ、商業ギルドを訪れる。すると一人でも応接室に通され、ギルドマスターがやって来た。

「よく来たね。でもアンタ、今日から開店のはずだろう？　何か問題でもあったのかい？」

「予想以上の大だい繁はん盛じようですよ、おかげで初日から人手が足りなくなりそうになりました」

「初日でかい？　そいつはアタシにも予想できなかったね……今日は人手の補ほ充じゆうか。分かった、明日からすぐ働ける奴を集めるよ。その中でアンタが決めな」

　言うや否いなやギルドマスターは部屋を出て、俺は応接室で待たされる。




■　■　■




　人が集められたと連れん絡らくを受け、案内された先は会議室だった。

　性別も種族もバラバラな老ろう若にやく男なん女によがすでに30人ほど待機している。

　ん？

「「……」」

　妙な２人組がいる……彼らは一いつ瞬しゆんこちらに視線を向けたが、すぐに前を向いた。俺と同じく値ね踏ぶみをしたのか？　他にも一瞬俺に視線を向けて、興味を失ったように視線を外す人は大勢いるけど……

「さて、この連中は皆基き礎その算術は修めてる。どいつでもすぐに店で使えるよ」

「分かりました。初めまして皆さん、私は洗濯代行業者・バンブーフォレストという店を経営しているリョウマ・タケバヤシと申します。本日はお忙いそがしい中お集まり頂き、ありがとうございます」

　その言葉に周囲にざわめきが起こる。ぼそぼそと聞こえてくる声によると、俺は雇こ用よう主ぬしではなくその使いっぱしりか何かだと思われていたようだ。

　さっきのは値踏みされたんじゃなかったのか。まぁ姿が11歳さいの子供だからなぁ……

　挨拶の直後、明らかにテンションの下がった人々を無視して質問。

「えー、まず１つお聞きしますが、こちらに居られる方は皆、私の店で働く事に異存はありませんか？」

　その問いに、ポツポツと異を唱える声が上がる。主に若い者たちだ。

　人手不足と言っても、外見11歳の俺が店主だというだけでやる気の無い人、嫌いや々いや働く人は要らない。この分だと給料の話は最後にした方が良さそうだ。高い給料だからと群がられても困る。数多いし、減らせそうなうちに減らそう。

　不満げな人たちが出たので、そういう人達たちには私の店で働きたくない人には無む理り強じいは致いたしません、と言って部屋を出て行ってもらう。

　１人、２人、３人……あれっ？

　出て行く人の流れが止まらない。こんなあっさり出て行くのか？　もっとこう、面接中にここはちょっと……と感じても面接だけは最後まで受けていくとかないんだろうか？　出て行って良いとは言ったけど……




　……なんと全体の６分の５が出て行ってしまった。残ったのはたった５人。まぁ出て行った連中の不満も分からなくはないけどさ……残ってくれた人には礼を言っておこう。

「残って頂いた５人は、私の店で働く意志ありとしてお話しさせて頂きます。ですがその前に、こんな若造の経営する店で働いても良いと言って下さった５名様には感謝を申し上げます」

　一度頭を下げてから具体的な話に移る。

「それでは本題に入らせて頂きます。私の店、バンブーフォレストでは現在、接客と荷運びの出来る人材を募集しております。荷運びと言っても、運ぶ物は衣服ですので女性でも問題はありません。ただし注意点として１点、店主である私は従魔術師でして、店内に従魔であるスライムが居おります。私は、スライムも人手として使っているのです」

　その言葉に残った５人が驚く。従魔術師である事は普通に聞いていたが、スライムを人手にしているとは思わなかったらしい。

「よってスライムを恐おそれたり、嫌う方には我わが店での仕事はやりにくい物となるでしょう。そこの所は、いかがですか？」

　そう言うと１人の女性が手を上げる。

「何でしょうか？」

「そのスライムは、人手がないから使っているのですか？　それとも人手があっても使うのですか？」

「人手があっても使います。こう言うと嫌いやがる方も居るかもしれませんが、スライムも皆みな様さまの同どう僚りようとして扱って頂きたい」

　そう答えると、彼かの女じよとその他２人の男女がスライムと言っても魔獣と仕事をするのは……と断って出て行った。これで部屋に残ったのは中年の男性と若い女性の２人のみ。

　面接ってこんな物だっけ？　いや、俺のやり方が悪いのか？

　単にすぐ働ける人を集めただけで、元々俺の店で働きたいって人のみが集められた訳じゃないとしても、流石さすがに驚おどろきだ……ＹｅｓとＮｏがはっきりしていて分かりやすいといえば分かりやすいけど……残りの２人は、奇くしくも最初に気になった２人だった。







２章29話　雇用







　残った２人に聞く。

「残って頂いたお２人は、スライムは大丈夫ですね？　他の方は皆さん出て行ってしまわれましたが」

　俺の言葉に静かに頷うなずく２人。

「それでは、お２人の名前を聞かせて頂けますか？　あとは雇用条件に希望などがあれば、是非。ではそちらの男性からお願いします」

　まず向かって右の中年男性に声をかける。女性の方もだが、この人達はかなり気になる。まず服装が街で見る人とだいぶ違ちがって、カンフー映画の中国人みたいな服装しているから入って最初に気になったのもこの２人だった。それに男性の持っている杖つえと女性の髪かみ飾かざりが……

　２人を観察しながら考えていると、男性が口を開く。

「私、フェイと言います。これは娘むすめのリーリン、私達親子で雇って貰もらえると嬉しいネ」

　喋しやべりもそれっぽかった！　それにもう１人の女性と親子だったのか……

「お２人は親子でしたか」

「娘は母親似で、私には似てないネ。それと、１つ言っておかなきゃならない事、あります」

　そう言ってフェイさんは右足を見せてきた。その右足は添そえ木ぎがされて固定されている。

「私、ジルマールという国から来た商人ネ。国が戦いくさで危なくなったから逃にげ出してきたヨ。でも、この国に来るときお金の殆どを奪うばわれた。残たの荷物と娘だけ。

　初めはお金無くて、少しでもお金を稼ぐ為に鉱山で採掘仕事してたネ。でも落らく盤ばんで右足折れてしまたヨ。回復魔ま法ほう使つかいに依頼できるお金無いから、治ち療りように時間かかる。この足でも雇ってもらえるアルカ？」

　骨折か……たしか中級回復魔法のハイヒールを何回か、もしくは上級のメガヒール１回で治せたはずだ。どっちも俺は使えないけど、ヒールスライムに任せれば治るだろう。それで治らなくてもフェイさんは治るまで受付専門とすれば問題ないな。

「治るまで受付業務を専門として働いていただけるなら、足の件は特に問題はありませんよ」

「本当カ？」

「はい、受付も立派な仕事です。お客様にしっかりと対応が出来るならば、問題ありません。お給料に関しての希望はございませんか？」

「無いヨ。生活ができるだけのお金が貰えれば、十分ネ」

「そうですか、それでは次は娘さん……リーリンさんでしたね？　なにか希望はありますか？」

「私も父と同じ。生活できるお金と、父と一緒に雇って貰えること。出来れば住み込みか安い宿か家を紹介して貰えると、嬉しいヨ。今の住まいはギルドの仮宿、仕事が見つかったら出て行かないといけない」

「私の足では雇えない言う人多い。今は娘がギルドの雑用をしてギリギリで養って貰っているヨ。実はもう、お金あまり無いネ。安く泊とまれるなら文句は言わない」

　住み込みなら勢いで作った従業員用の宿舎が空いてるし、それは別に良い。あとは給料も安くて良いって言ってるし、予定してた賃金で十分だろう。外国出身でも意思疎そ通つうはできている。

　それにこの人達、隠かくしているみたいだけどかなり強い。ジェフさん達と同じくらい隙すきがないというか、今まで戦った盗とう賊ぞくやこの前の冒険者よりはよっぽど戦える。彼らを雇った場合は店の用心棒も任せられそうだ。
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「それなら従業員用の部屋がありますので、そこに住み込んで頂いて結構です」

「ホント!?　言ってみるものネ！」

　他の人は皆帰ってしまったし、能力は問題ないと思う。ただ１つだけ……

「最後にひとつ聞きたいんですが……その前にギルドマスター」

「何だい？」

「申し訳ないのですが、一度この部屋から退出願えませんか？　店の事がちょっとあるので」

　軽い口調で言ったが、真しん剣けんに今は出て行って欲ほしい。

　この人達、多分マトモな職に就ついていた人じゃない。

「「……」」

　死し臭しゆうがする、って表現すればいいのかな？

　この世界では正当防衛で人を殺すことは珍めずらしくもない。俺だってもう30人は盗賊を殺してる。でもこの人達の場合、たぶんそんな数じゃ収まらない。前世と現世を合わせても初めてだ、こんな感覚。

　……万一の場合、俺１人ならともかくギルドマスターを守りながらは戦いにくい。

　真剣に出て行って欲しい事は伝わったようだが……

「何でアタシを追い出すんだい？　何かあるなら聞かせな」

　逆に真剣に理由を問とい詰つめられた。

「店の秘密に関する事ですから」

　それでも出て行って欲しいという意思を伝える。２人に注意をはらいながら。

　するとフェイさんの方に動きがあった。

「ギルドマスター、もう良いヨ。店主に私達の事、バレてるネ」

　その一言で俺の中にあった緊きん張ちよう感が何か食くい違ったような感じがする。どういう事だ？

「店主、アナタ何者ネ？　私達は元殺し屋、でも店主と敵対する気ないヨ。ギルドマスターにもネ」

　確かに戦意は感じないが……

「ギルドマスター、ご存じだったんですか？」

　俺がそう言うと、ギルドマスターは溜ため息いきを吐く。

「当たり前さね。他所はどうか知らないが、アタシはギルドで仕事を紹介する奴やつ、特に他国から来た奴は必ずこの目で確かめる様にしてるんだよ。間者なら紹介する訳にはいかないからね。この親子は本当に国から逃げてきた口さ。しかしアンタ、よく気づいたね？」

「上手うまく一いつ般ぱん人じんに化けてるつもりだたけどネ……」

「今までバレたの、ギルドマスターとアナタだけ。私達の秘密に気づいた店主、只ただ者ものないネ。とても気になるヨ」

　落ち込んだ様子のリーリンさんに、呆あきれたような薄うす笑わらいで聞いてくるフェイさん。

「僕ぼくはギルドマスターみたいな眼力はありませんが、長いこと武術を学んでいたので相手が強いか弱いかならなんとなく分かります。それに……」

「それに？」

「お２人が武器を隠し持もっていたので気になったんです」

「フェイ！　リーリン！　アンタらそんなもんを持ち込んでたのかい!?」

「アイヤァ……それもバレてたネ」

「暗器に関しては昔、嫌という程ほど叩たたき込まれましたから。この世で一番怖こわい生き物は人間だ、頭を使い、人を騙だまし、油断させて人を狙ねらう。それを殺人のために突つき詰めた物が暗器だと。そしてそれによる攻こう撃げきから身を守るには、自身が暗器を学び、知る事だと言われて……」

　実の父の話だが、今思えば懐なつかしいな……

「家の中ですれ違った時とか、日常生活の中でよく狙われてたなぁ……」

「アンタはアンタでどんな生活してたんだい……」

「私達と同じ種類の人間……ではないネ。気配が違うヨ」

「私達に近い、けど違うネ。技わざだけ覚えたみたいな変な感じが」

　気配でそこまで分かるか、この人達凄すごいな……

「確かに僕は師し匠しようから技を学びました。実際に使い始めたのは３年前から、盗賊相手に数回のみです」

「年季の差ネ。私達は国で法を犯おかした盗賊や裏切り者を仕留める仕事をしていたヨ。私達の国、戦が多くて治安が悪い。私達みたいなのが殺し回らないと、安全が守れないネ。さっき言った商人と言うのも嘘では無いヨ、普ふ段だんはちゃんと行商人だたヨ」

「私達は仕えてた主が戦で負けて、国も仕事も意味も無くなた。それでこの国に来た。人に誇ほこれる仕事はしてなかた。そんな私達と知っても雇ってくれるか？」

　フェイさんとリーリンさんが事情を話してくれた。

　……うん。

「ギルドマスターが認めた人なら大丈夫です。普通に働いてくれるなら問題ありません」

　こちらに害が無くてちゃんと働くなら、別に過去の事なんか追及するつもり無いし。生きていれば誰でも秘密はあるだろう。

「本当？　私達、バレたら雇って貰えないおもてたネ」

「逃げる用意もしてたヨ」

「いやいや、逃げられたら困りますって。ウチ今手が足りないんですから。他の人皆居いなくなりましたし……重要なのは今で、過去は問題ないのでウチで働いてください。あと、追加の仕事で万が一の場合は用心棒お願いできます？」

　ギルドマスターが事情を知ってるのに放置していたのなら、問題はないだろう。ギルドマスターの眼力は俺より確かだ。

　時々だが、俺が本当は40超えてるのを見み抜ぬいてそうな気がするんだよな……気のせいであって欲しい。

「しっかり働きますヨ」

「用心棒も任された」

「では、お２人を正式に雇うことにします。これからよろしくお願いしますね」

　そして互たがいに頭を下げる。そこにギルドマスターが声をかけて来た。

「話は纏まとまったかい？　ならもう行きな。表に馬車を用意してあるからね」

「ありがとうございます、ギルドマスター」

「これぐらいは気にしなさんな。フェイ、リーリン、しっかり働くんだよ。この子の店は将来性のある店だからね。あと、今後は暗器なんか隠し持ってくるんじゃないよ！」

「「暗器、持ってないと落ち着かないヨ」」

「何時いつまで暗殺者気分でいるんだい！　今のアンタらは商人だろうが！　……こんな２人だけど悪い奴らじゃないし、一応罪は犯してない。よろしく頼むよ」

「承知しました」

「あとこれを持って行きな。こいつらの履り歴れき書しよさ。前職の事は兵へい役えき経験者って事にしてある。セルジュのとこから来てる２人に見せな」

「分かりました。って、こういうのは最初に渡わたされる物では……？」

「ひっひっひ、あんたの眼力がどの程度か見たくなってねぇ。前情報なしでどれだけ良い奴を選ぶか見てみようと思ったのさ。殆ほとんどの奴がいきなり出てっちまったのは驚いたが、この２人は当たりだよ、仕事はできるからね。あとアンタの眼力もそう悪くないじゃないか、商人としてかどうかは怪あやしいけどさ。ま、頑がん張ばりなよ」

「ありがとうございます」

　フェイさんとリーリンさんを連れ、ギルドマスターの用意してくれた馬車に乗り込み店へ戻る。




■　■　■




　店に戻った俺を迎えたのは、昼程ほどではないが大勢の客と、忙しそうな２人だった。

「「店長お帰りなさいませ！」」

「凄すごい人ネ……」

「ここが店主の店カ？　繁盛してるネ」

「ちょっと行ってきます。カルムさんカルラさん、手伝います。まずはお客様の応対を」

「店主、私も働くヨ。荷運びならできるネ」

「私も、洗濯物なら運べる」

「助かります！　無理はしないように、できる限りで良いですから」

　自分から手伝いを申し出てくれたので、遠えん慮りよなく手伝って貰おう。フェイさんは受付専門の筈はずだったけど、多少は動けるみたいだからな。

　こうして夕方のお客様ラッシュを乗のり越こえ、なんとか無事に終業時間を迎えることができた。

　閉店の札をかけて、扉とびらを閉める。

「ふぅ……皆さん、お疲れ様でした！」

「「「「お疲れ様でした」」」」

「リョウマ様、彼かれらが本日雇やとい入れた新人ですね？」

「はい、男性がフェイさんで、女性がリーリンさんです」

「私、フェイと言います。よろしくお願いします」

「リーリンです、よろしくお願いします」

「私はカルム・ノーラッドと申します」

「私はカルラ・ノーラッドと申します。こちらこそよろしくお願いします」

「本当は２人とも明日から仕事を始めて貰う予定だったんですが、今日からになってしまいましたね」

「住み込みで働かせて貰うのだから、当然ヨ」

「忙しい時、手伝うは当たり前ネ。それより１つ聞いて良いカ？」

「何でしょうか？　フェイさん」

「私達今日洗濯物運んだ。でも、何時洗濯した？　お客から受け取った洗濯物、壁かべの向こうに入れて、スライムから受け取っただけ」

「そういえば具体的な洗濯方法は説明していませんでしたね」

　クリーナースライムとゴブリンの腰こし布ぬので、お馴な染じみの説明をすると２人も納なつ得とくしてくれた。更さらに、今日の忙しさを見てギルドマスターの将来性のある店という言葉を自分の目で見て理解したらしい。ついでに今日が開店初日だと教えると物もの凄すごく驚いていた。

　開店初日であんなに人が来るのは……前世でもパチンコ屋位か？　とにかくこの世界では初日から大繁盛なんて非常に珍しいらしい。来店したお客様から簡単な聞き取り調査をした限りでは、冒険者から噂うわさが広まっていたようだ。

　ゴブリン討とう伐ばつに参加した冒険者から知人の冒険者、あるいは家族や一いつ般ぱん市民へ。さらにポリーヌさんたちに挨拶をしたからか主婦層にも噂が広まっていて、色々な所で話を聞いたと言う方もいた。

「料金が安いので、一度試ためそうという方々が午前は多くいらっしゃいました」

「午後はお試しいただいた方から話を聞いて、と言う方々が増えましたね。少なくともあと数日はこの状態が続くと思われます」

　携けい帯たいもつぶやくアレもない世界だからって、口コミの効果を舐なめていたか。それとも手て当あたり次し第だいの宣伝が悪かったのか……いや、店にとってはプラスだけど。

　まぁそれも終わってしまった事は良いとして、仕事はひと段落したんだし、フェイさんの足を治すか。

「カルラさん、カルムさん、後の事をお願いできますか？」

「「承知いたしました」」

「ありがとうございます、それじゃお２人はついてきてください」

　２人には奥おくの休きゆう憩けい室しつで待ってもらい、ヒールスライム２匹ひきを連れて戻る。

　この２匹が回復魔ま法ほうのハイヒールを使える事を伝えるとまた驚かれたが、治療をして貰えるならありがたいと、２匹の治療を受け入れてくれた。

　その結果、ヒールスライムの頑張りによってフェイさんの足は完治する。骨折は程度によるが、１匹が３回ずつ、計６回のハイヒールで完治させられたようだ。

「助かたヨ。この足治て良かた、本当に感謝ネ」

「回復魔法使いに頼む、とてもお金掛かかるヨ。本当にタダで良いの？」

「従業員が働きやすい様にするのが店主である僕の仕事ですから。僕かスライムができる事ならお金もかかりませんし、このくらいならタダで良いですよ」

　街にも回復魔法を使って治療を行う回復魔法使いはいるが、技量や魔ま力りよくの関係で１回１回がそれなりの額になる。それを複数回行わなければならない骨折の完治はさらに高額になるため、フェイさんはこれまで治療を頼めず、ギルド内の雑用をしながら時間をかけて治すつもりだったらしい。

「せめて国からもう少しお金持ち出せればすぐに魔法で治せたけどネ。国から逃げる時、国境を越える為ための賄わい賂ろとして使ってしまたヨ」

「それでお金が無かったんですか」

「私達の国の国境の番人、強ごう欲よくネ。お金払はらえば犯罪でも国外逃とう亡ぼうでも当たり前のように見み逃のがすけど、お金が無いと捕つかまえて国に突き出す事で賞金を得る連中ヨ。出し惜おしみは出来なかたネ。下手に出し惜しみして賞金の方が高ければ私達、捕まっていたか逃げにくくなたから」

「私達、国での仕事が仕事だたから……そういう人の賞金、バレると普通の人より高くなるヨ。逆にそういう疑いをかけて普通の人を捕まえる奴も居るから、私達の国から逃げる人、殆ど全財産をそこで出すネ。命のためには出し惜しんでいられないヨ」

　フェイさんとリーリンさんは静かに語る。

　ジルマールってヤバそうな国だな……戦が多いって言ってたし、荒あれてるのか？

　話を少しした後、２人には従業員用の部屋を割り当てて、各自部屋で荷物の整理をしてもらう。

　その後は店へ戻り、今日の売り上げをカルラさんから聞いて驚いた。

「本日の売り上げは中銅貨７９１枚と小銅貨８枚の計７，９１８スートです」

　これがどれくらいの利益かとプロの２人に聞いてみると、貴族の顧客を持たない商会の中で、中規模な商会の１日の利益が４，０００スート程だと返事が返ってきた。今日の売り上げから経費を差し引いても、その額を開店初日で越したのは驚きである。

「この利益は凄い事ですよ！」

「この分であれば直すぐにでも貴族の顧客を持たない大商会の１店てん舗ぽに匹ひつ敵てきする利益を出せます！」

「それは１日にどれくらいの利益を出すんですか？」

「２０，０００スート程ですね。それ以上は一いち概がいには言えません。貴族の顧客が居ると収入額は跳はね上あがります。経費はかかりますが高級品を売る事ができれば大きな利益が出せますから」

「過か剰じような贅ぜい沢たくにお金をつぎ込む方も大勢いらっしゃいますので」

「なるほど。まぁうちの場合は貴族でも関係無いですが、今日の収入の２・５倍程なら確かに大商会並みの利益を出せる可能性はありますね」

「今日でこれですから、ひと月以内には到とう達たつできるかと。未だ冒ぼう険けん者しやギルドからの分も来ていませんから、それも含ふくめてさらに顧客は増えますよ」

「もしかしたら、１日の売り上げが中金貨になる日も来るかもしれませんね」

「ははは、それは流石さすがにないでしょう」

　中金貨と言ったら５０，０００スートだからな。それは流石に無いだろう。

「「可能性はありますよ」」

　え、ホントに？

「この街は鉱山の街。大勢の鉱夫や製鉄所の職員がおります。大きな鉱山が廃はい鉱こうになって数年前よりも人は減ったと聞いていますが、それでもまだ１万人はいるという話ですよ？」

「それにお客様が頼まれる荷物が１回に１袋ふくろとは限りません。常時中金貨を超こえる収入は難しいと思いますが、例えば冒険者ギルドで大きな依い頼らいが出た後などは可能性があるかと」

「なるほど……」

　一度くらいはあるかもしれないのか。

「それから、リョウマ様が別の街に支店を出だされるならば１日の収入が中金貨になるのは難しくも無いでしょう」

「今から支店の話ですか？　気が早いですよ」

「そうかもしれませんが、考えておいて損はありません」

「信用出来る人手さえあれば、支店を増やすのも考こう慮りよに入れるべきです」

　確かに、初日の今日だけで結構稼かせいだからな。頭の片かた隅すみには置いておこう。当分は様子を見るべきだと思うけど。

「あ、忘れてましたがこれ、今日僕が採用した２人の履歴書です」

「「拝見します」」

　２人は俺おれが渡した履歴書を読み始める。

「２人とも生活出来るだけの安い給料で良いと言ってくれていますが、用心棒も頼たのむ事にしましたから、日に１５０スートを払ってください」

「お２人とも兵役経験者でしたか、これは心強い」

「かしこまりました」

　俺はその後、４人に挨あい拶さつをして宿に帰った。

　宿に帰ってからは、ラインハルトさん達に初日の売り上げの報告をして驚かれる事になった。







２章30話　人員追加







　翌日




　朝から開店準備をした後、新人２人を歓かん迎げいするための買い出しをすませ戻もどってみると。

「もうこんなに人が来てるのか」

　８時の開店と同時に店を出て、買い物にかかったのは１時間くらい。だから今は９時位のはず……来客の時間帯、特にピーク時が気になるな。

　そんな事を考えつつ、店の奥へと続く従業員用の入口から奥に入る。仕事はカルラさんとフェイさんが接客、カルムさんとリーリンさんが洗せん濯たく物もの運びと返へん却きやくの担当で分担されていて、店は今の所問題なさそうだ。仕事は彼らに任せて、俺は料理に取とり掛かる。

　いつまた急に忙しくなるか分からないし、食べられるうちに食べてもらいたい。

　生き地じをこねて、丸くして伸のばす。出来上がった生地にミートソースを塗ぬっていく。

　ちなみにこのミートソース、２日前の完成祝いの時のミートソースの残りを使用。結界魔法を応用した冷蔵庫を作ってあるから外より保存も効いたし、念のため鑑かん定ていで調べても問題はなかった。セルジュさん辺りが冷蔵庫の事を聞きつけたらまた騒さわがれるかもしれない。

　……いや、これはピオロさんの方が騒ぐかな？　食材を扱あつかってるって言ってたし。

　できたベースの上にはチーズとスライスした玉ねぎ、少量のハーブを散らして温めた窯かまに入れて焼く。その間にサラダや飲み物を用意……

　と、色々やってるうちにピザが焼きあがった。

　香こうばしい香かおりを漂ただよわせるそれを１枚、自分の分を味見を兼かねて食べてみる。

　……うん、上出来。時間も混雑する前にちょうどいいかな。

「皆みなさん、食事が用意できています。手伝いますから交代で食事を摂とって下さい」

「「「「ありがとうございます」」」」

　最初にリーリンさんとカルラさんが俺と交代。２人が先に食事を摂って、次にフェイさんとカルムさんが食事に行き、全員に食事と休きゆう憩けいをとってもらえた。

　しかし昼を過ぎるとまた昨日と同じ状態になってしまい、今日も店員総出でなんとか乗り切る。

「お疲つかれ様さまでした」

「「「「お疲れ様でした！」」」」

　昨日より改善はしているけれど、誰だれかが過労で倒たおれる程度から、何とか普ふ通つうに営業できる程度になっただけなんだよな……まだ誰か一人でも抜ぬけると負担が大きい。さらにそうなると昼食を作る暇ひまなんて彼らには無いだろうし……

「今日もお客さん、沢たく山さん来ましたね。今日の売り上げはどうなりました？」

「私が計算させて頂きましたが、計１１，８７７スートです」

　カルラさんはメモも一いつ緒しよに見せてくれた。

　昨日の１・５倍なら、１日の増加にしては上等だな。

「売り上げは上々ですね」

「上々どころか、大繁盛ネ」

「この分なら、もっとお客さん増えるヨ」

「リーリンさん、フェイさん。お２人もそう思いますか？　……やっぱりもう少し人を増やすべきですよね？　元々３、４人雇やとう予定でしたし、今のままだと万が一誰かが働けなくなれば、他の方にかかる負担が大きいのではないかと」

「そうですね。そのほうが宜よろしいでしょう」

「昨日の今日ですが、ギルドで雇い入れて頂けると助かります」

「了りよう解かいです。あと料理人も１人雇いたいのですが、そちらも商業ギルドで雇えますか？」

　思いついたことを聞いてみると、カルムさんが答えてくれた。

「雇えます。しかし、何故なぜ料理人を？」

「皆さんは仕事で手て一いつ杯ぱいで、昼食を作る暇はないでしょう？　ですから、料理人を雇って料理を任せようと」

「確かにそれはその通りですが、そういった事は使用人でやる事ですよ」

「でも専門の方を雇えば余よ裕ゆうもできますし、どうせ食べるなら美味おいしい物を食べた方がやる気も出るでしょう。福利厚こう生せいです」

「その意見には同意しますが……フクリコウセイとは何ですか？」

「あー……何と言うか……店で従業員が快適に働けるようにする仕組みとか考え方ですね」

　福利厚生という考え方はこちらにないのか……それとも一いつ般ぱん的てきでないのだろうか？

「確かにリョウマ様は店員の待たい遇ぐうをよく考えておられますね」

「住み込みなのに、お給料イッパイもらてるヨ。ここまで良い待遇、なかなかないヨ」

「いいお給料、暖かくて住みやすい部屋、今日のご飯も美味しかた。父もワタシも、他の店に行けないネ」

「そう言ってくれると嬉うれしいですね。では、後は任せて良いですか？　ギルドで人を雇って、そのまま帰りますので」

「「「「お疲れ様でした」」」」

　４人に見送られて店を出た。




■　■　■




　ギルドへ行くとまたも応接室に通されギルドマスターと面会。

「お疲れさん。今日も人を雇いに来たのかい？」

「店が思いのほか順調で、資金にも余裕があるので」

「なるほどね……なら何人雇いたいんだい？」

「店の仕事に携たずさわる従業員を３名、それと料理人を１人と考えています」

「料理人？」

「店が忙いそがしくて従業員は料理までこなす余裕がない事と、せっかくなので美味しいものを食べられるようにと考えています。それに健康のために栄養も考えて作ってもらえるかと」

「だからってわざわざ専門の料理人かい。珍しいことするねぇ……」

「やっぱり珍しいですか？」

「普通は店員の誰かがやるよ。店が大きくなったら雑用の人員を雇うだろうけど、わざわざ料理人を指定するのは少ないね。まぁ別に悪い事じゃない。ちょっと待ってな、希望者を探してみるよ」

「昨日は居なかった方でお願いします」

　と言う事でしばらく待っていると、今日はギルドマスターが直々に声をかけたという４人を紹しよう介かいされた。

「始めまして！　ジェーンです！」

「私はマリアです～」

「フィーナと申します」

「料理人のシェルマと申します」

　先の３人は貧しい村から集団で出で稼かせぎに来たという若い女の子。ジェーンさんは活発そう、マリアさんはおっとりした雰ふん囲い気きがあり、フィーナさんはしっかりしてそうな人、というのが第一印象。シェルマさんは３人よりふた回りは行かないだろうけど、年上だ。母親のような雰囲気がある。

　ギルドマスターの人選なので俺よりは確かだと思いつつ、一応働く意思を確かく認にんすると全員首を縦に振ふる。理由は繁はん盛じようしている噂を聞いたか、実際に昨日の行列を見たこと。さらにギルドマスターからうちの店の安全性を説かれたそうだ。

　確かにうちは俺を含めて、一度はギルドマスターじきじきに見定められた人間のみで構成されている。女性の不安も少ないか。

　村娘３人組は裏表のなさそうな村娘。特別な技能はないけど、問題もない。シェルマさんの前の職場は普通の宿屋だそうで、高級な料理は作れないと言っていたが、それも問題にならない。人ひと柄がらも悪くなさそうなので、全員雇うことに決める。

　ここまでで、ギルド到とう着ちやくからわずか10分程度の早はや業わざ。

　コネの有う無むって重要だよな……マジで。

　今日雇った４人も住み込みで働くことを希望したので、契けい約やくの後、いつの間にか用意された馬車で店に戻る。その前にギルドマスターが一言。

「リョウマ、これが続くようなら別の街に２号店３号店を構える事も考えておきな。すぐにでも良いよ、その時は相談しな」

　カルムさん達たちと同じ事を言われて面食らっていると、杖で背中を軽く叩たたかれ、しっかりしな！　と激げき励れいを受けた。

　その後、４人を店に送り届けるとまだカルムさん達は帰っていなかったらしい。
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「「店長、お帰りになったのでは？」」

　住み込み希望の新人を連れて来た事を伝え、紹介してから後は任せた。




■　■　■




　４日後




　新しい人を雇ってから４日が経たった。

　女の子３人組はよく働いてくれるし、シェルマさんの料理は美味しい。初日は念のため店に居たけれど、問題なし。一昨日は俺が店の外で店の外がい壁へきの洗せん浄じようや芝しば生ふの手入れをする時間も取れ、昨日は廃はい坑こうの見回りにも行けた。

　まだ開店してようやく１週間だが、売り上げはまだ落ちない。つつましく暮らせば３ヶか月げつは生活できる額の売り上げが１日で出ている。若じやつ干かん恐おそろしくなってきたけど、これも文句も言わずに仕事を頑張ってくれる皆みな様さまのおかげ。

　もう俺が抜けても大だい丈じよう夫ぶだろうし、これで冒険者業に戻れる………………と思いきや、今日俺はセルジュさんに呼び出された。

「お待たせしました」

「リョウマ様、よくいらして下さいました。ささ、こちらへ」

「失礼します」

「急にお呼び立てして申し訳ありません」

「いえ、もう店は雇った人に任せられるようになりましたから。セルジュさんの所から来て頂いてる２人も良く働いてくれていますし」

「そうですか。２人がお役に立てているようで、安心しました」

「セルジュさんにはいつもお世話になってます」

「こちらこそ。おかげさまで、こちらも儲もうけさせて頂いております。毎日大量の袋や日用品をお買い上げ頂いていますからな」

「こちらも色々と助かっていますよ。順調すぎて怖くなるくらいで」

「最近は町の噂にもなっていますね。ギルドでも注目を集めているとか」

　そしてセルジュさんは一息ついて、こう言った。

「それに、まだ儲け話があると言うのですから驚おどろきですな」

　その言葉に首をかしげていると、セルジュさんがこう言ってきた。

「リョウマ様、防水布の事でございます」

「あ、そうでしたね……」

　すっかり忘れてた……

「もうじきグレルフロッグの大量発生の時期だと言うのはご存じですね？」

「はい、聞いてます」

「グレルフロッグは沼ぬまに生息する魔獣でして、革は防具に、内臓は良い薬になるため高額で売れます。だから大量発生の時期は生息地の泥どろ沼ぬまに赴おもむく冒険者が非常に多くなります。

　そこであの防水布で作られた胴どう付つき長なが靴ぐつなどの商品の宣伝には良い機会なので製造・販はん売ばいを少しでも開始しようと思いまして……つきましてはあの布の生産量をお聞きしたく、お呼び立てした次第でございます」

　え～っと……今居るスティッキースライムが９０７匹で……布がどれくらいかにもよるな。

「普通の布に加工を施ほどこすので布を用意して頂く事になりますが、加工前の布１反の長さはどれくらいでしょうか？」

「こちらでご用意させて頂くなら、１反およそ70ｍでございます」

　出来ない量を引き受けても後でお互いに困るだけだし……余裕を考えると、スライム１日10匹で１反くらいか。20匹と考えても45反。

「それでしたら、製造準備が整えば１日45～90反程でしょう。乾かん燥そうに時間がかかりますので、もう少し減るかもしれませんが」

　俺がそう言うとセルジュさんは表情を明るくした。

「初めは１日に10反もあれば十分でございます。それ以上なら尚なおの事ことありがたいですな」

「了解です。早さつ速そく今日から作り始めましょうか？」

「お願いします」

「では、材料の布を買いたいのですが……」

「無料で用意させて頂きます。防水布になって返ってくるのですから、防水布の引ひき渡わたしの時、加工料はお支し払はらいします。加工料は如何いか程ほどでしょう？」

「お任せしますよ。加工の適正価格でお願いします」

　するとセルジュさんは軽く笑う。

「商人でしたら自分が有利な商売ではもっと吹ふっかけるものですよ。こちらとしては非常に助かりますが……話は変わりますが、どこで作業を行われますか？　リョウマ様が製造者と知れると何かと妙みような輩やからが来ないとも限りません。安全な作業場所に心当たりはございますか？　無ければこちらで用意させていただきますが」

「先日廃坑となった鉱山の中で作業を行いたいと思います」

「確かに人は寄り付きませんが、あそこで大丈夫ですか？」

「僕はあそこを彷徨うろついていても管理人という肩かた書がきがありますから怪しまれませんし、土魔法で広い作業場を作れますから」

　こうして話が纏まり布を受け取った俺は、店を出たその足を廃坑へ向けた。







２章31話　廃坑での作業







　廃鉱山に到着するなりクリーナーを除いたスライムを総動員し、坑こう道どうの見回りを済ませた後。鉱山で最も高い位置にある坑道を整備して、宣言通り作業場に変えた。

　といっても元から広めの坑道に土魔法で単純な構造の作業台を量産しただけなので、たいして難しい作業はない。

　布を伸ばした両りよう端たんまでの距きよ離りにレンガを積み、台の角に溝みぞを掘ほる。

　その溝に合う大きさの棒を用意して固定。

　棒にスティッキースライムの粘ねん着ちやく液えきで布の両端を貼はり付つける。

　この繰くり返かえしを45回やっただけ。

　後は固定された布にスティッキースライムに指示を出し、粘着液を塗ってもらえば良い。

　気をつけるべきは作業中の虫や魔獣くらい。いずれここに扉か何かを取り付けるかな……？

　改装を考えつつ、スティッキーに指示を出す。

　……しばらく様子を見ているが、台はちゃんと機能している。スライムも勤勉。

　そうなると、俺がすることがない。店なら事務仕事もいくらかあるのに……

　手て持もち無ぶ沙さ汰たになったのでトレーニングを行うことにする。




■　■　■




　３時間後




　一通り格かく闘とう術の訓練や瞑めい想そうなども行ったが、まだ完全に布は乾かわかない。

　だから自分だけでなくスライム達にも訓練をさせる。

　外の木を錬れん金きん術じゆつで乾燥。サークルソーとポリッシュで加工し、大量の棒とたんぽ槍やりを作製。これでついこの間覚えた棒術や槍そう術じゆつの腕うでをもっと磨みがいてもらおう。




■　■　■




　……スライム達の訓練をも一段落してしまった。しかし布はもう少し乾かす必要がありそうだ。材料の布が水分を吸ってたりするんだろうか？　ここまで大きな布で試したのは初めてだしな……

　再び手持ち無沙汰になったので、なんとなく自分のステータスボードを眺ながめる。

　……お、魔力回復速度上じよう昇しようのレベルが１つ上がって３になってる。店作りにかなり魔法を使ったからか？　それに従魔術、錬金術、風魔法、雷かみなり魔ま法ほうのレベルも１つずつ上がっている。これも結構使ったからな……あ、そういえばお嬢じよう様さまが俺の作った人形を見たいとか言っていたな、今作るか？　材料はそこらの土で良いし、作るものは適当に……

「『クリエイト・ブロック』『ロック』『ブレイクロック』」

　石材と簡単な道具を用意。ブレイクロックで芯しんを大まかに形作り……

「『プレイングクレイ』」

　粘ねん土ど状じように変えた土をフィギュア用のパテとして使う。芯の上に盛ってから道具で細部を整えて……そういえば石せつ灰かいが残ってたな。着色前のコーティングに使おう。

『ライト』の光に照らされた坑道で一人。必要に応じて魔法も使いながら、当たりさわりの無い人形を作って時間を潰つぶす。

　……だけのつもりだったが。

「よし！　……だいぶ作ったな」

　気づけば人形に囲まれていた。

「今何時だ？　………………げっ！」

　日暮れが近い！

　慌あわてて人形と乾いた布を回収して帰る。

　……魔力を使いすぎたようで少々苦しい。しかし日暮れまでに戻るには急ぐしかない。……廃坑内で熱中する作業はやめよう。ただでさえ時間を忘れやすいのに、尚なお更さら時間の経過が分からなくなる。

　反省しながらも刻一刻と日は沈しずみ、町に着くまで走りながら空間魔法の連続使用を余よ儀ぎなくされた。




■　■　■




「疲れた……」

　なんとか日が暮れきる前に宿に到着。

　少し休んだ後、報告のためお嬢じよう様さま達たちの部屋を訪ねると、アローネさんが案内してくれた。

「いらっしゃい、リョウマさん」

「リョウマ君が自分から僕ぼくたちの部屋に来るのは珍めずらしいね。何かあったのかい？」

「大したことではありませんが、まず仕事の話から」

　セルジュさんとの取引について説明する。

「今日は45反の防水布の生産に成功し、既すでにセルジュさんのお店に納品済みです。まだ余裕がありますので、明日から生産量を徐じよ々じよに増やして、何処どこまで出来るか試してみます」

「そうか、防水布の生産量に問題はなさそうだね。他には？」

「この前お嬢様が見たがっていた人形を、布の乾燥を待つ間に作りました」

「本当ですの？　見せて下さいまし！」

　アイテムボックスから数種類の人形を出す。

「これですね」

　まずは木材と石材の違ちがいはあるが、前の世界では土産みやげ物ものとして有名な木き彫ぼりの熊くま。こちらの世界でも通用するようデザインに手を加え、ガナの森で狩かっていたブラックベアーに変へん更こうしてあるが。

「ほう、ブラックべアーの置物じゃな。魚を獲とっている躍やく動どう感があるのぅ」

「こちらは小さくて可愛かわいらしいですわ！」

　そっちはケイブバットやケイブマンティス、スモールラット等の魔獣をボトルキャップフィギュア風にしたミニチュア魔獣人形。

「あとはこれです。一番僕が作っていた人形ですね」

　次に取り出したのは普通の人型のフィギュアだ。ただし、題材が思おもい浮うかばなかったのでモデルが公こう爵しやく家の４人に、セバスさんとメイドさん２人である。

「これ、僕だね」

「こっちは私よ」

「私も居ますわ！」

「儂わしやセバス、アローネとリリアンも居るのぅ」

「とても精せい巧こうな人形ですな……神像作りで知っておりましたが、やはりリョウマ様の技術は素す晴ばらしい」

　目の前で喜ばれるとちょっと新しん鮮せんで嬉しい。前世じゃ田た淵ぶちくらいしか喜ばなかったけど。

　そういえば死ぬ前、田淵にフィギュア頼まれてなかったっけ……あれ？　どうだった？

　……まあいいか。

「モデルが居なかったので勝手に作ってしまいましたが、お気きに召めしていただけたなら光栄です」

「リョウマさん、これ、いただけませんか？」

「気に入って貰もらえたなら好きなだけどうぞ」

「ありがとうございます！」

　ここまで喜んで貰えると作った甲か斐いがあるな、また何か作ってみるか……

「また何か、機会があったら作りますよ」

「よろしくお願いしますわ」

　その後暫しばらくラインハルトさん達と雑談してから部屋に戻る。部屋に戻る際にセバスさんが人形の代金を支払うと言って中金貨10枚を提示してきたが、額が多すぎたので一度は断った。

　時間つぶしになったし、材料も安いし、何よりこんな物で中金貨10枚とか貰えない！　最終的に元の５分の１、中金貨２枚を受け取る事になったが良いのか？

　そう考えていると、セバスさんにこう言われた。

「自分の石像を屋や敷しきや街に置きたがる貴族は割と多いのです。そういった方の依頼で石像作りをすれば、この程度の金額では端はした金がねと思うほどの報ほう酬しゆうが貰えますよ。リョウマ様の腕ならば依い頼らい人にんに困ることは無いでしょう」

　マジで!?

　その言葉があまりに衝しよう撃げき的てきで、部屋に戻ると明日は布の乾燥を待つ間に何を作ろうか、ボーッと考えているうちに眠ねむっていた。







２章32話　スライムの異変







　翌日




　朝一番で店に顔を出し、店に問題がない事を確認してから廃坑へ。

　今日も防水布を作り始めたはいいが、また手持ち無沙汰になった。昨日何をするか考えてるうちに眠ってしまったからな……何も思い浮かばない。前世ならラノベとかゲームして時間を潰せたんだが……

　受け取った布は昨日と同じく45反。もう作業は終わってしまった。慣れのせいか昨日より早く。……どうするかな……スライムの訓練もしたし……




　しばらく考えて、今日はスカベンジャーを集めてキングスカベンジャーにし、１対１で戦ってみることにした。

　今のキングスカベンジャースライムのスキルはこうだ。




　スキル　病気耐たい性せい（７）　毒耐性（７）　悪あく食じき（８）　清潔化（８）　消しよう臭しゆう（８）　消臭液（６）　悪あく臭しゆう放出（８）　養分還かん元げん（７）　物理攻こう撃げき耐たい性せい（５）　肥大化（５）　縮小化（６）　ジャンプ（３）　暴飲暴食（４）　体術（２）




　スカベンジャーにも物理攻撃耐性がついた影えい響きようか、キングスカベンジャーの物理攻撃耐性レベルも１上がっている。体術もスカベンジャーは１なのにキングスカベンジャーは２。スカベンジャー１匹と比べたら全体的にスキルレベルが上がっているし、確証は無いが合体の際に１匹１匹のスライムの経験か何かが混ざるのだろうか？

　ちなみにキングスカベンジャーとの格かく闘とう戦は、物理攻撃耐性の効果が高く、かなり攻撃が効き辛かった。体全体の弾だん力りよくが増し、攻撃とその衝しよう撃げきを受け流すのが上手うまくなっている。まだまだ技術は未熟だが、防ぼう御ぎよに関してはかなり優ゆう秀しゆうだ。

　たとえば俺が割と本気で殴なぐってもキングスカベンジャーは耐たえきる。もちろん安全のために核かくは狙ねらっていないが、貫つらぬくのに手間がかかった。

　しかし難点は攻撃力の低さ。肥大化で大きくなれば質量も増えて押おさえ込む事には向いているが、スライムの筋力？　はそれほどでもない。本気でやれば軽く振りほどけるし、打だ撃げきには威い力りよくが無い。

　こればかりは仕方が無いので体を触しよく手しゆ状に伸ばして鞭むちのように使う打撃や、それを相手に絡からませて密着する押さえ込み。相手の勢いと体の弾力、肥大化を利用して投げる背負い投げもどき等、幾いくつかの技を考えて教えてみた。

　相手の攻撃を受け流して身を守り、相手の力を利用した投なげ技で戦い、相手が倒れたら肥大化で押さえ込むという戦法を基本にしてもらおう。

　これでそれなりに時間は使ったが、まだ少し乾燥が足りない。……もうちょっとだし。スライムと散歩でもしてれば乾くか。

　そう思ってスライムを集め、外に出る直前。いきなり契けい約やくしたスライムの１匹の様子がおかしくなった。従魔契約の効果である程度の状態は掴つかめるが、何が起こっているのかは分からない。

　何だ？

　急いで問題のスライムが居る場所に駆かけ寄よると、様子がおかしかったのはメタルスライムへの進化実験のために捕つかまえたスライム。体がブルブルと動き続けているが、体調が悪い訳では無さそうだ。となると……

「まさか進化!?」

　まだ先だと思っていたが、それしか思い浮かばない。

　静かに観察しているとスライムの動きが止まり、微び量りような魔ま力りよくを感じる。

　スライムが魔力を放出しているようだ。でも魔ま法ほうじゃないな……吸ってる？　出した魔力を再び吸収しているのか？　何のために？　進化に必要？　それとも無意識？

　魔力の出し入れを数十度繰くり返すうちに、徐々に体色が変わっていく。最終的には銀白色のスライムになったが、これは無事に進化したのだろうか？　状態は……いまは普通。何の異変もない。しかしメタルスライムなら鈍にび色いろのはずが、このスライムは光こう沢たくのある銀色になっている。

　魔獣鑑かん定ていを使ってみると……




　アイアンスライム

　スキル　硬こう化か（３）　物理攻撃耐性（２）　ジャンプ（１）　消化（３）　吸収（３）　分ぶん裂れつ（２）




　名前がアイアンスライムだった。スキルはメタルスライムと同じようだが、硬化のレベルが１つ高い。アイアン、鉄か……鉄を食べさせたからこうなったんだろうけど……

「メタルスライムも鉄を食べてたよな？」

　同じ物を食べているのに、なんで違いが出るんだろう？

「アイアンが鉄、で、メタルは金属……！」

　メタルスライムの餌えさ用の石材を取り出し、鑑定する。

　石材（赤土）

　鉱山で捨てられていた土ど砂しやを土魔法で固めた物。

　含がん有ゆう金属：酸化鉄、酸化アルミニウム

「やっぱりか！　……赤土には酸化アルミニウムが含ふくまれている土もあったんだ……」

　昔、道路工事のバイトの現場で後こう輩はいが話していたことがあるのを思い出した。

「メタルスライムは鉄のみではなく、アルミニウムも食べていた。もしかしたら他の金属も入ってるかもしれないが……」

　錬金術でレンガから鉄とアルミを抽ちゆう出しゆつ。アイアンスライムとメタルスライムの２匹を呼んで分けてやった。

　するとアイアンスライムは鉄しか食べなかったが、メタルスライムは鉄もアルミも食べた。

　メタルスライムを呼び寄せて撫なでてみる。

「お前、金属に関しては雑食？　だったんだな……アイアンスライムは鉄だろうけど、お前の体どうなってんだ？　鉄とアルミの合金だったりするのか？」

　メタルスライムに問いかけてみるも、当然返事は無かった。

「まぁ、なんにせよ進化条件は分かった。それに初めてスライムの進化を見たな……」

　これまでは何故か俺おれが寝ねている間に進化していた。餌をしっかり与あたえていれば大体半年以内に進化するが、その間いつ進化するかが分からないから徹てつ夜やで観察もむずかしい。

　しかし、進化の際に魔力を吐はき出したり吸い込んだりしてたな……これは……いかん、今考えるとまた帰りが遅おそくなりそうだ。何か別の事を……

「そういえば、鑑定についても少し分かったな」

　どうやら無属性魔法の『鑑定』は、ネットの検けん索さくのような情報の出方をするようだ。漠ばく然ぜんとこれは何か？　と思って使えば名前しか出ないし、ただ詳しよう細さいな情報が欲ほしいと思っても簡単な情報しか出てこない。

　しかし、この前の汲くみ取とり槽そう掃そう除じの時は天てん井じようを鑑定したら殺さつ菌きんという単語が出た。汚お物ぶつを鑑定したら病びよう原げん菌きんなんて言葉が出た。おそらく使用者の知識を元にしている、使用者の知識量の差で出てくる情報が変わるのかもしれない。

　何度か試ためしてみると、細かく調べるには細かく知りたい内容を、自分の知識で分かるように思い浮かべるとより詳くわしく出てくる事が分かった。

　例えばこの石材の重さ、そしてその中の鉄とアルミニウムの含がん有ゆう率りつ及および量は？




　石材５０３・９ｇ（赤土）

　鉱山で捨てられていた土砂を土魔法で固めた物。

　含有金属：酸化鉄４・２％ ２１・１６３８ｇ、酸化アルミニウム５・１％ ２５・６９８９ｇ




　ここまで詳しく出てくる。これもイメージがより詳しくなったからだろう。これは使える！　…………か？

　詳しい情報を得られるならその方が良いが、今の所は特に必要でもないな……今度セルジュさんの所に持っていく鉄のインゴットの重さをグラム単位で揃そろえるか？

　それともセルジュさんにこの世界で出回ってる鉄のインゴットで質が良い物を取り寄せて貰って、俺が作るインゴットの手本にするか？　俺が作るインゴットが目立たなくなるならやる価値はあるが、今の所鑑かん定ていはあまり使う事が無さそうだな……今まででも十分だったし。

　それから防水布の乾燥を待つ間、練習として１つ５００ｇ、純度80％で鉄とアルミのインゴットを作り続けた。

　そして防水布が乾いたらさっさと回収し、街に戻もどりセルジュさんの店に防水布を納品。その後、用意して貰った布３００反を受け取って宿に戻ったが、半はん端ぱな時間なので店へ向かう。今日は依い頼らいを受けるにはもう遅いし、店の様子を見て帰ろう。




■　■　■




　店に行くと相変わらずの人。というか、またお客が増えてる？

　従業員用の通用口から休きゆう憩けい室しつに……誰だれも居ない。まさか全員総出でやらないと間に合わないのか？

　そう思って店てん舗ぽに続く扉とびらを開けると、出稼ぎ３人娘むすめの１人フィーナさんをみつけた。

「店長、お疲つかれ様さまです」

「お疲れ様です。誰も休憩室にいなかったんで、忙しいのかと思って」

「暇ひまじゃないですけど、それほど忙しくも無いですよ。何と言っても人数がいますから。最近お客さんが多くなる時間帯が判わかって来たんで、それに合わせて皆で対応してるんです」

　あら、俺が店ほっぽってる間に皆さん完全に仕事に慣れてらっしゃる。この分だと心配は要いらなかったな。

　そう思ってから、ふと気づく。

「あ……」

「どうしたんですか？」

「クリーナースライム、分裂の準備が整ってますね」

「え？」

　クリーナースライムにとってこの洗せん濯たく方法は食事でもある訳で、連日大量の食事をしていたため分裂できる状態になったみたいだ。

「洗濯してるスライムが増えるんです。その準備が整ってますから、ちょっと増やします。もっと洗濯の効率が上がりますよ」

「本当ですか！　凄すごいです！」

「この場合凄いのはスライムですけどね。しばらくここにいますけど、こっちは気にしないでください」

「はい！」

　そう言って手近な洗濯済み洗せん濯たく物ものを持って駆けていくフィーナさん。

　さて、俺もやるか！




■　■　■




　クリーナースライムの分裂と契約を行い、クリーナースライムの数は計54匹。クリーナースライムはなかなか分裂しないのに、一度に２回分裂した個体が10匹も居る。やっぱりこの仕事をしているからだろう。それにクリーナースライムを分裂させたら、数が増えた分作業が格段に早くなったみたいだ。作業効率は倍以上？　この効率を無む駄だにする手はない。

「あっ、ちょうどよかったフィーナさん、カルムさんも」

　洗濯物を取りに来た彼かれらに、手短に事情を説明して２人も接客に加わるよう提案。

　さらにこれまで接客担当には荷物の受け取りと返へん却きやくを両方任せているが、人数が増えたので作業を分担することも提案する。

「荷物運びは僕が担当で、お２人が返却担当」

「効率を上げるわけですね。試してみましょう」

　ということで２人は表へ。俺も洗濯済みの荷物をかき集めて運びだす。

「次のお客さま！」

「こちらへどうぞ～」

「18番のお客様」

「仕上がりはいかがでしょうか？」

「あら、本当にきれいになるのね……お値段も安いし、いいじゃない」

「ありがとうございます！　またのお越こしを！　次は……８番のお客様ー！」

　作業を分担し始めて数分。人の流れは明らかに速くなった。スライムは分裂直後で空腹になっているのかもしれない。以前より精力的に作業に取り組んでいる気がする。

　たまに割わり符ふが予備を合わせても足りなくなりかけたり、返却待ちの人が増えてきたりもしたが、一時的に接客方法を戻すことで解決。クリーナースライムと窓口の増加は確実に処理速度を上げ、どんどんとお客を捌さばいていく。

　そうしているうちにピークの時間帯を乗のり越え、そのまま無事に閉店時間を迎むかえる事ができた。







２章33話　閉店後







　店の掃そう除じをしてくれたクリーナースライムに水を飲ませていると、カルラさんが売り上げの報告にやってきた。しかし何か普ふ段だんの報告とは雰ふん囲い気きが違うな……

「店長、今日の売り上げですが……」

「どうしたんですか？　赤字でも出ました？」

「違います、赤字ではありません。黒字です」

「黒字？　それなら今日まででも十分な儲けは出てたでしょう？」

「昨日までとは額が違うのです、リョウマ様。今日だけで、２６，０３６スートの売り上げが出ました」

　２６，０３６!?

「ちょっと待った、昨日と一昨日まで１６，０００ちょっとだったはずですよね？　何で急に１万も伸のびたんですか？」

「今朝、店長が店を出た直後に大口の契けい約やくが舞まい込みました。この店の噂うわさを聞いたらしく、鍛冶かじ職人や大工の元もと締じめ、それに製鉄所の職員が次々と。彼らには大おお袋ぶくろを買って頂き、早速ご利用いただきました。

　それだけでなく個人や小集団のお客様も増えています。１人で何袋も洗濯を頼たのまれるお客様もそれなりにいますね。まだ袋の販売も続いています」

「売り上げの詳細を教えて貰えますか？　疑ってる訳ではありませんが、ちょっと自分の目でも確かく認にんしたくて……」

「勿もち論ろんです。執しつ務む室しつでお待ち下さい、すぐにお持ちします」

　言われた通りに執務室に行き、椅い子すに座すわって待つ。

　…………そういやここ使うの初めてだな。いつも自分で洗濯物運びか接客するか、休憩室に居たし……

　そんなことを考えていると、カルラさんが１枚の紙を持ってきた。

「こちらが今日の売り上げ板の数になります」

「ありがとうございます」

　カルラさんが持っていた各売り上げ板の枚数が書かれた紙を受け取って見てみる。

　え～っと……

　個人向け１回　　　　10スートが ９９８で　９，９８０スート

　14人分１回　　　　　18スートが １５２で　２，７３６スート

　35人分１回　　　　　40スートが 55で　 ２，２００スート

　個人用の袋１枚　　　20スートが １５９で　３，１８０スート

　14人分の袋１枚　　　25スートが 68で　 １，７００スート

　35人分の袋１枚　　　30スートが 50で　 １，５００スート

　装備洗せん浄じようサービス　　15スートが ３１６で　４，７４０スート

　合計で２６，０３６スート……間ま違ちがいないな。

「確かに。驚おどろきました、まさかここまで……本当に驚きました」

　まだ袋の販売が続いてる事を差し引いても２万に近い。これもクリーナースライムと皆さんのおかげだな。

「そういえば他の皆さんは？」

「休憩室に集まり、売り上げの確認作業をしております」

「売り上げ確認？」

「売り上げは中銅貨と小銅貨が交ざっていますので、それを分ける作業をしつつ計算で算出された額と同額があるかを確認しております」

「そういう事でしたか、じゃあ手伝いに行きましょう」

「いえ、それは下の者の仕事で……」

「やってはいけない、という訳でもないでしょう？　仮にも僕はこの店の店長、皆さんの仕事仲間ですからね。手伝いますよ」

　というかね、事務仕事はあなたたち双ふた子ごが優秀すぎる。仕事がないとは言わないけど少ないし、サポートも優秀なのですぐ終わってしまう。栄養ドリンク常備が基本だった俺としては、どうももの足りない。

「かしこまりました。しかしリョウマ様、リョウマ様は仮ではなく、この店の本当の店長です」

　そう言ってくれるカルラさんを伴ともなって従業員休憩室に向かう……と言っても向かいの部屋なんだけど。

「お疲れ様です」

「店長、お疲れ様です」

「「「「「お疲れ様です」」」」」

　中に入るとカルムさんを始めとした従業員６人が挨あい拶さつしてきた。彼らは休憩室の大きなテーブルの上に大量の銅貨を乗せて、数えていたらしい。手作業で１枚１枚。

「毎日ありがとうございます。皆さんに仕事を任せられて、助かります」

「そんな事ないですよ～、このお店とっても待たい遇ぐう良いですし～」

「その通りですリョウマ様。このくらいは従業員として雇やとわれた以上当たり前の事です」

　カルムさんの言葉に部屋中にいる全員が頷うなずく。後ろに居たカルラさんもだ。

「そうですか、そう言ってくれるならありがたいですね。では仕事を続けましょうか、この銅貨の額を数えれば良いんですね？」

「はい。しかしこれは我々だけでも」

「人手は多い方が良いですよ。それに凄い量じゃないですか」

　今日の売り上げは２６，０３６スート、そのすべてが小銅貨と中銅貨、つまり１スートと10スートだ。当然銅貨の量も大量になる。確認後は地下の金庫に保管し、定期的に商業ギルドに用意した口座に預ける事になっているけど……それも大変だろうな……

「それではどうぞこちらへ」

「私の隣となり、空いてるヨ」

「失礼します」

　フェイさんの隣の席につき、銅貨を数える。しかし手作業だとやっぱり時間がかかりそうだ……俺を含めてここに８人居るからその分早くはなるが……

　そして１分ほど作業を続けた所で閃ひらめいた。というか、思い出した。

　アイテムボックスから石灰の袋を取り出すと、皆さんの視線が俺に集まるが、それに構わず小銅貨を鑑定してみた。この銅貨１枚の直径と厚さは？




　小銅貨　１スート

　最少額の硬こう貨か　銅製　直径０・９cm　厚さ２mm




　よし！　昼間言ったこと訂てい正せい、鑑定は意外と使えるかもしれん。

「店主？　何してるカ？　銅貨なんか鑑定して……まさか贋にせ金がね？」

「いえ、ちょっとした道具を作ろうと思いまして」

「道具？」

「見てて下さい『クリエイト・ブロック』」

　袋の中の石灰を縦長の石材に変える。ただし石材の内部は空くう洞どうで箱のような形状。そこから箱の一いつ端たんをブレイクロックで取り除き、傾かたむければ中に入れた物が落ちる構造にする。

　さらに空洞になっている部分に土魔法で１cm四方のマス目が５×10の計50マスできるように盛り上がらせ、線を引く。盛り上がった部分の高さは２mm、これで１つのマス目に１枚の銅貨が納まる。

　最後にスティッキースライムの硬化液で薄うすくコーティングすれば、素す手でで触ふれても大だい丈じよう夫ぶ。傷防止にもなって一石二鳥だ。

　鑑定すると？




　銭ぜに枡ます　縦14cm横７cm高さ１cm

　江え戸ど時代に使われた硬貨を数えるための道具。石灰を土魔法で固めて作られた。




　よし、完成だ！

「店長それ何ですか？」

「これはこう使うんですよ」

　二掴みの小銅貨を作った石材の中に入れ、端はしを押さえて前後左右に数秒揺ゆする。銅貨がジャラジャラと音を立てた。そして押さえていた手を離はなすと中身が銅貨の山にこぼれ落ちるが、マス目の中には１枚ずつ銅貨が残っている。

「フェイさん、この残っている銅貨だけ数えて貰えませんか？」

「分かった。数えるヨ」

　そしてフェイさんが鋭するどい目で銅貨を数えた。

「50枚ネ。丁度だたヨ。店主、また便利な物つくたネ？」

　フェイさんがそう言った時にはもうカルムさん、カルラさん、リーリンさんはこの石材の利点に気づいているようだ。しかし出で稼かせぎ３人娘は気づいていないようなので今度は３人に数えさせてみる。手早く小銅貨を石材に入れ、揺すって残った銅貨を３人に配り、納なつ得とくしてもらう。

　ジェーンさんは明るくて仕事熱心な良い人だけど、考える事が若じやつ干かん苦手なようで理解がワンテンポ遅おくれつつ理解してくれたところで、銭枡を量産開始。小銅貨50枚、中銅貨１００枚が入る物を人数分用意した。本来の銭枡は１つでどの硬貨にも対応していたらしいが、それは今後調節すればいい。




　銭枡を作った甲斐あって、作業はそれから10分もかからずに終わった。

　数え終わってみると、殆ほとんどが小銅貨だったな。中銅貨が多いと思っていたが、実際は小銅貨で払はらうお客が殆どみたいだ。

　その後店の様子を聞いたり、何か困っている事は無いかと聞いてみた。

「困ってる事ですか？」

「特にはありませんね～」

「このお店待遇良いし、文句なんか出ないよ」

「この店の待遇に文句言う人、居たら贅ぜい沢たく過ぎるネ」

「そうですか？　給料はともかくやす……!!」

　いかん、従業員の皆さんに休みをあげるのを忘れてた!!　休み無しで働かせて何が福利厚こう生せいだ!!

「どうした？　店主、急に顔色悪くなたネ」

「……僕、皆さんの休日の事を忘れていました」

　俺の言葉に皆さんは各自、自分の耳を疑い、俺のことを見てきた。そしてジェーンさんが叫さけぶ。

「店長！　もしかして私達たち、決まった休みまで貰えるんですか!?」

　え、何この反応……当然じゃない？　今まで忘れていた俺が言えることじゃ無いけど。

　よく見たら他の人も同じ様に驚いて俺を見てる。

「週に一度くらいはあった方が良いのではないでしょうか？　週に一度定休日を作るか交代で休みを取るかして……」

　そう言ったら何か出稼ぎ３人娘がすごく喜び始めた。その反応に困こん惑わくしていると、カルラさんから説明される。

「店長、通常出稼ぎに来た労働者が決まった休みをとる事はそう多くありません。何かしらの技能を持たない場合、下働きとして酷こく使しされがちですし、給料も比ひ較かく的てき安いです。しかしこの店は待遇が良く、高額の給料を支し払はらっています。その分だけ休みは少ないと考えるのが普ふ通つうかと」

「休みに関しては出稼ぎ労働者に限らず、小規模な商会や八百屋などの小売店は祭りや特別な行事が無い限り休み等はありません。仕事を休むと経営が苦しくなりますので、休み無しで働かなければならない事も珍しくないのです。特に開業したばかりでは軌き道どうに乗るまで無休というのが一いつ般ぱん的てきでしょう」

　自転車操業か。まぁそういう店もあるよな。

「私達、村から出る前は家族に凄く謝あやまられたんですよ～？　辛い役目を押し付つけて済まない、って」

「運悪く酷ひどい雇い主ぬしに雇われてしまったら、安い賃金で酷使されるどころか貞てい操そうの危機まであると聞いてたので……」

「気にしてましたよね、そのあたり」

　この世界の従業員の扱あつかいは酷いのか？　そう思ってカルラさんの方を見ると……

「雇こ用よう主ぬしである事を盾たてに肉体関係を迫せまると法に触れますが、残念ながらそういう事をする雇用主はいます。雇われる側として注意すべき点の１つではありますね」

　セクハラとかは前世にもあったが、こういうのは世界が変わっても変わらない物なんだなぁ……

「うちの店は、従業員を大切にする健全な経営を目指しますので、よろしくお願いします」

　俺がそう言うと全員笑え顔がおでこれからもよろしくお願いしますと言ってくれた。

　休みに関しては、客が途と切ぎれない今定休日を作るのは勿もつ体たい無ないと言われ、週１日ずつ交代で休日を取る事になった。

　そんな話をしながらシェルマさんの作った夕食もいただいた後、９時に近くなっていたことに気がつき、挨拶をして店を出た。また夜よる遅おそくなって怒おこられるかもしれん……




■　■　■




　宿に着くと、お嬢じよう様さま達たちはもう帰っていた。

　お茶をいただきながら話を聞くと、今日皆さんは役所で接待を受けていたらしい。新任の責任者が到とう着ちやくし、色々と不ふ祥しよう事じを起こした役所の人間の残りが機き嫌げんを取ろうとしたというが、そんなゴマすりが通用するはずもない。

　華はなやかに歓かん迎げい会かいと書かれた垂れ幕の横で、査問会が開かれているイメージがわいてくる。

　そして事実、それに近い状じよう況きようになっていたと……。

　教えてくれたラインバッハ様とセバスさん以外はもう寝たそうだ。

　今日は長居すると迷めい惑わくになりそうなのでお暇いとましよう。







２章34話　掘り出し物







　翌日




「う、うう……い、痛い……頭が……」

　昨夜会えなかったお嬢様達の様子を見るために部屋を訪ねたら、ラインハルトさんが二ふつ日か酔よいでダウンしていた。

「あら、リョウマ君おはよう」

「おはようございます、皆さん」

「リョウマ君……」

「辛そうですね、薬でも調合しましょうか？」

「……せっかくだし、頼めるかい……？」

　ワープで街の店をめぐり、二日酔いに効く薬の材料や一いつ緒しよに食べても問題のない果物を購こう入にゆうして宿へ戻る。

「はい、これを飲んでください。あと水分を摂とった方が良いですよ」

　柿かきが売っていたら良かったんだが……それかしじみの味み噌そ汁しるな。この世界転移者多いんだから何処どこかに無いか？　今度探してみるか。

「あ……ありがとう……いただくよ……」

「飲みすぎは控ひかえるようにした方が良いですよ」

「面めん目ぼくない……昨日は……うう……痛っ……」

　苦しむラインハルトさんから聞いたのは……溺おぼれる者はなんとやら。昨日の宴えん会かいで役所の人間は何とか機嫌を取ろうとラインバッハ様とラインハルトさんには勿論、奥おく様さまやお嬢じよう様さまにまで酒や豪ごう華かな食事をどんどん勧すすめて媚こびへつらっていたらしい。

　奥様は良いが、お嬢様はまだあまり場ば馴なれしておらず、相手を引き受けているうちにラインハルトさんが多めに飲んでしまったのだと言う。

　話を聞いてちょっと不安になった。お嬢様、そんな事で大丈夫なのか？　大人になったらそういう機会が増えていくんじゃないか？　俺はテクン様の加護のおかげで二日酔いも泥でい酔すいもしないから少しは安心だが……この体が何処まで飲めるかまだ分からないけど、一応前世での経験もあるし。

　俺も一度どれだけ飲めるか確かめておくべきか？

　そんなことを考えつつ、ラインハルトさんが薬とジュースを飲んだのを見届けてから宿を出た。




■　■　■




　今日は少し遅れたが店に顔を出し、簡単な確認をして店を出る。

　問題がないようで何よりだ。

　気持ちを切きり替かえ、今度は廃はい坑こうへ。

　試したい事もあるので、道中でスライムも捕ほ獲かくしたい。

　どうせなら一緒に薬草採取でもするか。

「こんにちは、メイリーンさん」

「あらリョウマ君、今日はギルドの仕事？」

「はい、もう店の方は完全に従業員に任せられるようになったんで」

「自分のお店を持って人を雇えるなんてその歳で大出世ね」

「運が良かったんですよ」

「そうかしら？　あ、依頼じゃないんだけど、リョウマ君には良い話があるかもしれないわ」

　良い話？

「実は他の街から来た５人組の冒ぼう険けん者しやが居るんだけど、そのパーティーが上位種のスライムを捕獲して持ってきたのよ」

　何ですと!?

「その話、詳しくお願いします」

「希少な魔獣を捕まえたり、出しゆつ没ぼつした情報を得た場合、テイマーギルドに売ると結構いいお金になるわ。それでそのパーティーは、偶ぐう然ぜん見つけたそのスライムをテイマーギルドで売ろうとしたのね。スライムでも上位種は少ないから。でも、実際は買取りを拒きよ否ひされたの。

　たとえばリョウマ君のヒールスライムみたいに、魔法が使える種類なら上位種の中でも貴重で使い道もあるから高値で買い取ってくれるんだけど……彼らのは違ちがったんでしょうね。まだ若手だったし、事前の情報収集にミスがあったみたい。スライムでも上位種なら高値で売れるんじゃないのか？　って、かなり落らく胆たんしていたらしいわ」

「つまり、お金次し第だいではそのパーティーから希少なスライムを買える？」

「その通りよ。で、欲しい？」

「欲しいですね、とても。そのパーティーの居場所は分かりますか？」

「街の東にある穴あな熊ぐま亭ていって安宿に居るはずよ。パーティーの名前はシクムの桟さん橋ばし、そう言えばたぶん会えるわ」

「ありがとうございます、早さつ速そく行ってきます」

　すぐさまギルドを飛び出し、穴熊亭へと急ぐ。

　予定？　変へん更こう！




■　■　■




「…………ここ？」

　穴熊亭は簡単に見つかったが…………外観が物もの凄すごくボロい。なにこれ、廃はい墟きよ？

　とりあえず店に入ると、カウンターにいかにもなおっさんがいる。

「らっしゃい、客か？」

「ここに泊とまっているシクムの桟橋という冒険者パーティーに用があるのですが、今いますか？」

「いるぜ」

　そう言って右にある扉を指差した。

「あの向こうは食堂兼けん酒場になっててな、向こうで飯食ってる。１人は昼間っから酒飲んで愚ぐ痴ちってるから気をつけな」

「ありがとうございます」

　ぶっきらぼうだが、いい人だった。俺は扉を開けて食堂に入る。するとそこに客は５人だけで、彼らが例のパーティーだとすぐ分かった。５人は全員10代後半だと思われる。

「すみません、皆さんがシクムの桟橋というパーティーの方々ですか？」

　俺が声をかけると彼らの目が俺の方に向く。

「ん？　君は？」

「申もうし遅れました、リョウマ・タケバヤシです。従じゆう魔ま術じゆつ師しであり、冒険者をさせて頂いてます」

「ハン！　テメェみたいなガキが冒険者だって？」

「やめろセイン。すまない、こいつ今機嫌が悪くてね……」

「事情は知っています。希少なスライムをテイマーギルドに持ち込んだが、買い取って貰もらえなかったそうですね」

「ああ、それで……」

「ああん[image: ]　なんだテメェ！　喧けん嘩か売ってんのか!?」

　セインと呼ばれていた男が立ち上がり、俺の方に歩いてくる前にパーティーメンバーに止められる。

「喧嘩を売っている訳ではありません」

「なんだ？　じゃあ馬ば鹿かにしてやがるのか!?　こんなガキにまで……クソッ!!　ああそうだよ！　俺たちゃ馬鹿だ！　希少な魔獣を売りゃ大金が入ると思ってここまで来て、結局買い取ってもらえずに大損だ!!　だが何でテメェに馬鹿にされなきゃなんねぇんだ!!」

　セインはそう叫んでからその場で泣なき崩くずれた。完全に酔よっ払ぱらいだな、被ひ害がい妄もう想そうが激しいし。

「セイン」

「落ち着けって」

「僕ぼく、セインを部屋に連れて行くよ。こんな状態じゃ話にならないから」

「俺も行こう」

　セインという男は名前の分からない２人に部屋に運ばれていった。

「改めて、僕たちはシクムの桟橋、僕はリーダーのシンだ」

「俺はカイだ。さっきはセインがすまなかったな」

「いえ、問題ありません」

「そう言ってくれると助かる。それで、君は僕たちに何か用があったんだろう？」

　そうだ、それが重要だ！　酔っぱらいが居ようがどうでもいい！

「はい。先さき程ほど言った、売れなかったスライムを僕に買い取らせて欲ほしいのです」

「あのスライムをか？」

「買い取ってくれるならありがたいが、なんでだ？　テイマーギルドにいた連中には陰かげ口ぐちを叩たたかれてたぜ？」

「僕はスライムを集めているんです。そして、スライムの研究をしています。そのために希少なスライムがいるのなら是ぜ非ひとも手に入れたいんです」

「珍めずらしいな。だが、カイが言ったとおり買い取って貰えるならありがたい」

「売って頂けるんですね？　お幾いくらでしょう？」

「そうだな……君が決めてくれないか？　テイマーギルドでは無価値と言われたからな、値段を付けにくい」

「お前が払っても良いって値段でも損は無いな。このままだったら明日にでも始末するつもりだったし」

「そうですか、ではそのスライムを見せて頂けますか？　僕の飼っているスライムならば安く、飼っていないスライムならば高く買い取ります」

「それでいい」

「今持ってきてやるから待ってろ」

　そう言ってカイさんが席を立ち、３分で石の箱を持ってきた。

「この中にスライムが居る。気をつけて見てみろ」

「失礼します」

　注意しながら蓋ふたを開け、中のスライムを見た。

　そのスライムは赤黒い体を持ち、普通のスライムよりドロドロと液体に近い体をしていた。それを確認し蓋を閉める。

「どうだ？」

「僕の飼っていないスライムでした。高額で買い取らせて頂きます……失礼ですが、ここまで来るのに幾ら使いましたか？」

「５人で５，０００スート位だ。出費は出来るだけ抑えたんだが、これ以上は抑えられなくてな」

　それを聞いて、アイテムボックスから小金貨を２枚出だす。

「それでは帰りも含ふくめた旅費で１０，０００。スライムの対価として同額の１０，０００スートを支払います」

　その言葉に慌あわて出す２人。

「マジか!?　合計２０，０００だぞ」

「スライム１匹に小金貨２枚……そんなに払っていいのか？」

「問題ありません、新しいスライムを手に入れられるのは皆みなさんのお陰かげですから」

　新しいスライムに小金貨２枚なら惜おしくはない！

「そ、そうか……こちらに文句はない。おまえもないな？」

「あるはずねぇだろ」

「では、これを」

　代金を、シンさんがおそるおそる出した手に乗せる。

「確かに」

「ではこのスライムは頂いていきます。ありがとうございました」

「礼を言うのはこっちのほうだぜ」

「これで当面の金の心配は無くなった、セインも落ち着くだろう」

　なんとなくあの男の気持ちもわからんでもないな……金が無いと無む性しように不安になる時もある。俺おれもそんな頃ころがあった。

　そういえばもうすぐ大きく稼かせげる依い頼らいが出るんだったっけ？

「お金を稼ぎたいなら、しばらくこの街に留とどまるのも良いと思いますよ？　何でも毎年この季節は街から近い沼ぬまにとある魔ま物ものが大量発生するらしいんですが、聞いた話だとその魔物が薬の材料として高く売れるそうです。沼の悪あく臭しゆうさえ我が慢まんすれば実入りは大きい仕事だと聞きました」

「本当か？」

「はい、ギルドで確認してみて下さい。発生時期は詳くわしく分かりませんが、近々起こるそうです」

「助かるぜ！」

「良い情報をありがとう。何か礼は出来ないか？」

　礼なんかいらないんだが……そうだ、せっかくだし宣伝してみるか。

「だったら今度ウチの店にお客として来て下さい、僕は副業で洗せん濯たく代行業をやってるんです。副業という規模じゃなくなってしまいましたが」

「洗濯代行？」

「はい。店で売っている袋１つに入る量の服なら、何枚でも中銅貨１枚で洗濯します。さらに冒険者の方には中銅貨１枚と小銅貨５枚で鎧よろいや装備の洗浄サービスもありますよ」

「そんな店があるのか」

「分かった。安いし、行ってみる」

「ありがとうございます、場所は街の東にある住宅街の手前です。冒険者の方も大勢いらっしゃいますし、道に迷ったら人に聞けばすぐ分かると思いますよ」

「必ず行こう」

「よろしくお願いします」

　それから速すみやかに鉱山へ向かう。

　周りに気を遣わなくていいし、スライム研究には一番適している。




■　■　■




　鉱山に到着。せっかくなので、防水布の加工をしてしまおう。とりあえず今日は50反。

　他にすべき事、できる事を終わらせてから、ようやく契約に入る。

　石の箱の蓋をそっと開け、中のスライムを見み据すえて従魔契約の魔ま法ほうを唱えた。

　液状の体が一いつ瞬しゆんにして激しく波立ち、徐じよ々じよに凪なぐ。やっぱり契約成功！

　魔ま物もの鑑かん定ていをしてみると、




　ブラッディースライム

　スキル　吸血（４）　消しよう臭しゆう（３）　病気耐たい性せい（３）　毒耐性（１）　擬ぎ死し（10）　消化（２）　吸収（４）　分ぶん裂れつ（１）




　ブラッディースライムか。吸血ってスキルを持っているし、食事は絶対に血だな。

　消臭と病気耐性、それにレベル低いけど毒耐性のスキルも持ってる。この擬死ってスキルは何だろう？　死んだふり？　……まぁこれは後々調べても良い。

　問題は餌えさだ、餌が血となるとどうするか……

「適当な獣けものか魔獣を狩かってくるか」

　スライム達には遠くに行かなければ好きにしていて良いと指示を出し、ブラッディースライムを連れて狩りに行く。

　すると数十匹のスライム達は訓練用の棒や槍やりを持ち出して自主的に訓練を始めていた。

　護身用に置いといただけなのに、えらい熱心な奴やつらが居るな……何なん匹びきかが固まって一糸乱れず俺が教えた棒術と槍そう術じゆつと体術の基本動作を反復練習してるし、２匹１組で組手や試合をしてる奴らもだんだん動きが良くなってきてる。

　いい事だけど、これは一般的な行動じゃないんだよな……

　疑問に思いながら獲え物ものを探し回ると角のあるウサギ、ホーンラビットを見つけた。

　アイテムボックスから出した弓と矢でサクッと仕留め、ブラッディースライムに食べていいと言うと、ぬるりと血が流れていくようにホーンラビットに近づき、傷口から出る血を吸い始めた。

　傷口から血を吸うのか。地球にも蚊かとか蚤のみとか血液を飲む生物はいるけど……そういえば血を飲む鳥もいたな、そんな感じだろうか……!?

　ブラッディースライムの行動を観察しつつ生態を予想していると、なんと普通のスライムより液体に近い体からさらに粘ねばりがなくなり、ホーンラビットの体内に消えた。

「傷口から中に入ったのか？」

　これは予想外だった。

　ブラッディースライムの体は他種のスライムより粘つきが無く、ドロドロではなくサラサラの液体になれるようだ。そうやって生物の血管内に入り込み体中の血を吸いつくすみたいだ。

「これは……今までのスライムとはまた毛色が違うな、こんなスライムも居るのか」

　俺がブラッディースライムの行動に驚いているうちに吸血が終わったようで、ホーンラビットの体からブラッディースライムが出てきた。……体の色が赤黒いので、血が吹ふき出でてくるみたいでちょっと不気味だな。

　ブラッディースライムが完全に出たのを確かく認にんし、ホーンラビットの死体を鑑かん定ていする。

　状態はどうだ？




　ホーンラビットの死体

　角、肉、皮を剥はぎ取とる事が出来る。

　首に矢を受け一いち撃げきで仕留められているため、角や皮に傷が少なく高品質。

　仕留められた後速やかかつ完全に血ち抜ぬきが行われたため臭くさみが激減した、肉は最高品質。




　角と皮は分かるが肉は血抜き？　ブラッディースライムの吸血行こう為いだろうけど、病気とか無いよな？

　もう一度鑑定して調べてみると病気などは無く、安全のようだ。

「冒険者や狩人かりゆうどには凄すごく便利なんじゃないか？」

　鉱山に戻もどってホーンラビットを解体し、肉を焼いて食べてみると本当に臭みがなくて美味おいしい。臭みに関しては消臭のスキルも関かかわってるのかもしれない。初見で便利な能力持ち、これは良い買い物だった。







[image: ]







　しかし意図的にブラッディースライムに進化させるには血が大量に必要だろう。

「実験のためにはどうやっても血が大量に……ここらの獣や魔獣を大量に狩りまわる訳にもいかんしなぁ……」

　スライムを総動員すればそれなりに集められると思うが、生態系が乱れるかもしれないし他の冒ぼう険けん者しや達たちの仕事を取ってしまう。

「そうだ！　ジークさんに話してみよう」

　地球では動物の血液を食材にする料理もあるが、この世界では食材にならない。

　なぜなら血液にはその生物の魔ま力りよくが含まれていて、血を飲むと人間はその魔力を体内に取り込んでしまい、魔力酔よいと呼ばれる魔力の過か剰じよう症しようにかかってしまうからだ。

　これは魔力欠けつ乏ぼう症しようと同じく特に治ち療りようする必要はないが、できるだけ避さけるべきとされている。

　ジークさんは肉屋の店主。冒険者が持ち込んだ肉を買い取ったりすると言っていた。もし店で血抜きをしていたら、抜ぬいた血を貰えるかもしれない。

　街に戻ったら行ってみよう。




　その後、廃坑に戻る際にスライムの捕獲を忘れていた事を思い出し、坑こう道どう内で３匹のスライムの捕獲と契けい約やくに成功。まだ布は乾かわいていなかったので、そのまま実験に入ることにした。







２章35話　餌の用意







　呼吸を整え、３匹のスライムに向けて魔力を放出する。

　スライムは……体を震ふるわせて魔力に飛びついてきた。伝わってくる感情は、喜び。

　一見ただスライムが震えているだけに見えるが、魔力感知スキルのおかげでスライムが魔力を少しずつ取り込んでいるのが分かる。

「やっぱりか……」

　昨日、進化するスライムが体から魔力を出し入れするのを見て、魔力とスライムについて考えた。

　まずヒールスライムも回復魔法を使うのだから、魔力を持っているのは間ま違ちがいない。ヒールスライムに進化した時の原因も回復魔法だと考えている。

　あの時は火属性や水属性の魔法を使えるスライムも居るんじゃないか？　と考え、実験もした。ただしその時は攻こう撃げき魔ま法ほうでスライムを傷つけるだけの結果に終わったため中断していたが、今回はどうだろうか？

　各属性の魔法を使えるスライム。以前は回復魔法を使えるスライムがいるなら、ほかの魔法を使えるスライムもいるはずだと予想した。それが先日のメイリーンさんの話で確定している。

　既き存そんのスライムなら、これまでと同じく食料で進化させられる可能性は十分にあると思う。あとはスライムが魔力を食料としているか……

　もう一度魔力を放出。今度は火属性の魔法を使うように、魔力がガスのように燃えるイメージを持って。イメージは人によって違うと聞くが、こうして人体に備わった無属性の魔力を、火属性魔法に用いる火属性の魔力に変化させることができる。

　この変へん換かんは属性魔法を使うためには必ひつ須すの技能。しかし通常は変換と同時に魔法として放つので、魔法にする寸前で止め、属性を変えた魔力の状態で放出するのは初めてだ。

「普通に魔法を使うより、神経使うな……」

　慣れないからだろうけど……

「無属性は嫌きらいなのか？」

　そのまま無属性の魔力を放出してみると、先程までより吸収量が少なくなった気がする。

　他の属性にも変えて試ためすと、３匹の内２匹が土属性、１匹が闇やみ属性の魔力を最も多く吸収する事が分かった。

　どうやら個体によって、魔力の属性にも好みがあるみたいだ。

　魔力に味ってあるんかね？

　とりあえずスライムは喜んでいるので今後も続けてみよう。

　それから布が乾くまでの間は魔力切れ寸前まで魔力を与あたえ、休きゆう憩けいをとってから乾かん燥そうした防水布を回収。街に戻り、ジークさんの肉屋へ向かった。




■　■　■




「へいらっしゃい！　今日は何の肉をお求めで？」

　肉屋で俺を迎むかえたのは、10代の男の子。見た感じ……14か15歳位だろう。

「すみません、店長のジークさんにお話がありまして。お時間いただけませんでしょうか？」

「そっすか。店長！　店長に客が来てますよ！」

　その言葉で奥おくの作業場から血で汚よごれた服を着たジークさんがやってきた。

　青白い肌はだ、病的な細さ、血で汚れた服……仕事中のこの人の見た目、ウォーガンさんとは別の方向で怖こわいな……

「リョウマ君じゃないか、何か用かい？」

「はい、実は……」

　事情を話してお願いしてみる。

「……なるほど、そんなスライムがいるのか。いいよ、今すぐいるかい？　今日は若手の冒険者が大量に獲物を狩れたようで、大量にあるんだ」

「ありがとうございます、いただきます」

　そのまま作業場に通された。中では５人の男性が働いており、作業場の壁かべ際ぎわには天てん井じようの大きな梁はりに付いた沢たく山さんのフックと紐ひもで、血の滴したたる獣がぶら下がっている。

「こっちだ」

　案内されたのはその獣の下。大きな入れ物が２つあり、中には血が溜たまっていた。入れ物は部屋の長さとほぼ同じだ。

「ありがとうございます。このまま飲ませても良いですか？」

「いいよ」

　許可が取れたのでブラッディースライムを入れ物の中に入れる。するとブラッディースライムはみるみるうちに血を吸い上げ、入れ物の中の全すべての血を飲みつくしてしまった。

「へぇ……便利そうだね」

「ジークさんもそう思いますか？」

「血抜きをしたら血を汲くみ出して捨てる作業もある。そうでなくてもこまめに洗わなければならないからね……入れ物が大きいだけに、重くて大変なんだ」

「特に大物が来たり、今日みたいに大量に血抜きをする場合は手間が多くて面めん倒どうでな」

「なるほど」

　近くにいた従業員まで手間がかかる作業、だがそれでもやらなければならない作業だと言い始める。

　ところで血を使った料理はないのかと聞いてみたが、

「血を食材に？　知らねぇなぁ」

「血は捨てるのが常識だろ？」

「食えるなら捨てるのはもったいないけどな……」

「血の魔力は放置していると抜けると聞いたことがある。でも抜けるころには腐くさるか乾いてそれはそれで食べられないね」

　魔力の含まれた血液は、本当に邪じや魔まな廃はい棄き物ぶつらしい。

　その後、ジークさん達たちはこれからも血が必要なら何時いつでも来いと言ってくれた上、売れ残りで悪くなった肉や骨なども譲ゆずって貰える事になった。ゴミになる物なら構わないと、気前よくくれたのだ。これでスカベンジャーやアシッドスライムの餌も手に入るだろう。




「ありがとうございました！」

　考えていた以上の利益に機嫌よく、ジークさんに感謝しつつ店を出た。

　すると……

「キビキビ歩け！」

「痛えな！」

「おいこらテメェら何見てやがんだ！」

「見せもんじゃねぇぞ！」

「黙だまって歩け!!」

　うちの店から数人、柄がらの悪そうな男達が警備隊に連行されていった。

　何かあったのか!?

　急いで店に飛び込むと、従業員全員が集まっている。

「皆さん、大だい丈じよう夫ぶですか!?」

「あっ、店長！」

「警備隊に連行されていく男たちがこの店から出てくるのを見かけまして……それより皆さん、お怪我けがは？」

「大丈夫です～、誰だれにも怪我はありませんよ～」

「フェイさんが一人で取り押おさえてくれました！」

「そうですか、ありがとうございます、フェイさん」

「気にする無いネ。これも私の仕事ヨ」

「今日は本当に助かりました。フェイさんとリーリンさんは勿もち論ろん、前もって２人を雇やとい入れて下さったリョウマ様のお陰で店と店員、そしてお客様には何の被ひ害がいもありませんでした」

「いえいえ、僕は何もしてませんよ」

　俺、完全に事が終わってから来てるし。

　そう考えていると、リーリンさんに呼ばれる。

「店主、ちょと話があるネ。今後のために、対策しておく必要あるヨ」

　そう言われて、俺はフェイさんと３人娘むすめに店番を任せ、頼たよりになる双ふた子ごも伴ともない執しつ務む室しつへ。

「対策と言ったけど、まだ今のままで問題無いネ。私か父が店に居れば問題無いヨ。ゴロツキ程度、１人で十分。でも１つ、店主に聞きたい。店主、人に恨うらまれるおぼえあるカ？」

「人に恨まれるおぼえ？」

「あのゴロツキ達、誰かに雇われたそうヨ。取り押さえてから警備隊が来るまでに、持ってた自じ白はく剤ざいで聞き出したから間違い無ないネ」

「誰かに雇われた？」

　そう言われて考えてみるが……

「前に子供からカツアゲしようとしていたゴロツキ冒険者集団をボコボコにしたくらいですが……」

　ここに来るまでは森に引きこもっていたし、その前はそもそも異世界にいた。町に出てきてからも基本的にいい人としか会ってないし、誰かに喧嘩を売ったりもしていないはず。いざこざを起こしたのも本当にあの時くらいだ。

「さっきのゴロツキ、大金を積まれたと言てたヨ。やる事は小さかただけどネ」

「小さかった、というと？」

「近くの客に絡からんだり大声で怒ど鳴なり散ちらす程度でした」

「それを注意したフェイさんに掴つかみかかり、フェイさん本人が取り押さえましたが」

　店の破は壊かいや従業員への危害はなく、営業妨ぼう害がいが目的だったようだ。

「……やっぱり、心当たりはまったく」

「妬ねたみ、かもしれませんね。他所から見れば、突とつ然ぜん現れて急激に利益を上げている店でしょう」

「そういった輩やからは何処にでも居ます。とにかく注意しておきましょう」

「ゴロツキが何か知てたら良かたけど、依い頼らい主ぬしもバレない様に気をつけてるみたいネ」

「儲もうけが出てくれば、多かれ少なかれある事です。備えをして、その都度対処するしかありません」

　こうして話が進んでいき、まずカルラさんとカルムさんがセルジュさんや商業ギルドのギルドマスターに今日の件を通達、俺が公こう爵しやく家の人達に今日の件を話しておく事。

　そしてこれから基本的に日中はフェイさんとリーリンさんに任せ、夜間の警備にスライム達を店や敷しき地ち内ないに放しておく事に決まった。

　そして宿に帰ってラインハルトさんに話したが……店の警備員を公爵家の伝で雇うとか、かなり大事になりかけた。

　すぐに雇えるのは、と前置きされて話された人は全員が元軍人か元騎士。退たい役えきしたり怪我を負って辞職した腕うでの立つ方々を紹しよう介かいしてくれると言われたが、誰だれ一人ひとりとしてうちの店で雇われるような人達とは思えない肩かた書がきを持つ方々だ。

　ちなみに紹介された中で最も腕の良い人は退役して隠いん居きよしている元騎士団長。ラインバッハ様の戦友らしいが……いくらなんでも雇えるか!!

　時間をかけて交こう渉しようし、今のところは静観してもらった。

　そういや、うっかりスルーしてたけど自白剤とか……リーリンさん達そんな物まで持ってたのか……まぁいいや、頼りになるし。

　今日はもう寝ねよう。







２章36話　従魔術







　翌日




「リョウマさん、起きていますか？」

　朝っぱらからお嬢じよう様さまが俺の部屋を訪ねてきた。セバスさんも一いつ緒しよに。

「どうしました？」

「今日はお父様達から従魔術を教えてもらうので、リョウマさんも一緒にいかがですか？」

　従魔術か……そういえば俺が今使えるのは従魔契約と魔獣鑑かん定てい、あとは契約解除……他にも魔法はあるんだよな？　時間も今ならある。

　だが昨日のゴロツキの件もあるしな……

　そう考えているとセバスさんが近寄ってきて俺に耳打ちをしてきた。

「急な話ですが、最近はリョウマ様もお時間が作れるようになっていると聞いています。お休みだと思ってエリアお嬢様にお付き合い頂けませんか？　リョウマ様がこの街で別れる事になったので、お嬢様もできるだけリョウマ様と共に居る時間を作りたいのです。店の方には今日１日、見張りを付けますから」

　あ～……そう言えば、自立を決めてからはずっと生活費の確保や店の事に集中して、お嬢様と一緒にいる時間は旅の間より短くなっていた。

　魔法の訓練のときも一緒にやるって喜んでたみたいだし……友達ができたのが嬉うれしかったんだろう。

　……ちょっと悪い事したかな……

「わかりました。一緒に教えて頂けますか？」

「本当ですの!?」

　そう言って眩まぶしい位の笑え顔がおになるお嬢様。

　何故なぜか罪悪感が……と言うか、言われるまで気づかない俺が悪いな……

　なお、一度店に寄ってこの話を伝えると、皆さん笑顔で店の事は任せて下さい！　と言ってくれた。

　昨日あんな事があったのに、文句一つ言わないなんて……昔の職場なら非難囂ごう々ごうなのに。

　本当にいい人達だ。この人達を雇えてよかった。




■　■　■




　そして着いた場所は、もうだいぶ見慣れてきた廃はい坑こうの広場。

　訓練はここでするらしく、俺とお嬢様の前に、奥おく様さまが鳥とり籠かごを持ってきた。

「さて、始めるわよ。まず従魔術とは何かしら？　エリア」

「従魔術とは魔獣と契約し、魔獣の力を借りる魔法ですわ。従魔契約の際、術者と魔獣の間に魔力による繋つながりができ、それを介かいして魔獣との意思疎そ通つうができるようになります」

「その通り。そして今日私達が２人に教えるのはその繋がりを利用した感覚共有の魔法よ。名前の通り、術者と従魔の感覚を共有して情報を得たり、従魔に術者の危機を知らせたりする魔法なの」

「これは召しよう喚かん術では出来ない、従魔術の特とく徴ちよう的てきな魔法だね」

　そうなのか？

「何故なぜ召喚術では出来ないんですか？」

「通常、召喚術の契約は魔法の力で無む理り矢や理り魔獣を従える物なんだ。繋がりがあっても、一方的なんだよ」

　そうなのか……召喚術の事は知らなかった。

「なるほど、理解しました」

「感覚共有を使いこなすには慣れが必要じゃ。長く互たがいに助け合い、理解を深めた従魔程ほど楽に、ハッキリと感覚を共有できるとも言われておる。じゃが、今日２人にはこちらで用意した魔獣と契約し、訓練をしてもらう」

「何故態わざ々わざ？　スライムではいけませんの？」

「確かにスライムでも感覚共有はできるのだけど、効果が分かりにくいし、意味が無いのよ」

「スライムには目も耳も鼻も無いからね。感覚共有出来ても視覚・聴ちよう覚かく・嗅きゆう覚かく、ついでに味覚も分からない。どうやって周りの様子を理解しているのかも分からないからね」

　それは確かに効果が分かりにくそうだ。

「納なつ得とくしましたわ」

　そして俺とエリアは鳥籠の中にいた鳩はとの様な魔獣、クルーバードと契約をすることに。

　そう言えば俺、スライム以外と契約するの初めてだ！

　それに気づいて少々緊きん張ちようはしたものの、契約は何事もなく終わった。

「契約は出来たわね？　それじゃ、自分と従魔の間に繋がりがある事を意識して、それを通して従魔の見ている景色を見ている様に強くイメージして。そうすれば感覚共有は呪じゆ文もんを唱える必要なく使えるわ」

　俺は日本の電気屋に置いてある、カメラと繋がったテレビをイメージした。するとすぐに脳内に映像が流れ込んできた……が……

「……何か、気持ち悪いですね……」

　自分自身の視界と従魔からの視界が同時に頭の中に入ってくる。言葉にしにくいが、２つの違ちがうテレビ画面を強制的に同時に見せられて、無む理り矢や理り理解させられている感じと言えば良いだろうか？　あまり気持ちの良い物では無いな……

「あら、リョウマ君はもうできたの？」

「流石さすがじゃな。これは中々イメージが掴めぬ者が多く、習得は中々困難な魔法じゃぞ？」

「難しいから早めに教えて長期間訓練するものなんだけどね……その不快感は成功したばかりの従魔術師なら誰でも通る道だよ。訓練で何とかなるから頑がん張ばって慣れてくれ。初めは目を瞑つぶって従魔の視界だけに集中するといい」

　慣れが必要か……言われた通り、目を瞑って従魔の視界に集中。

　俺が契約したクルーバードは地面に居る。視界が物もの凄すごく低いが、視界はそれひとつだけ。

　……うん、これなら大分マシだ。

　それから２時間程訓練をし、最終的に目を瞑った状態でだが感覚共有をしたままクルーバードに空を飛ぶように指示を出し、空からの映像を見る事にも成功した。これは周辺の警けい戒かいや監かん視しなどには便利だろう。

　そう考えていたら、お嬢様も感覚共有に成功したらしい。

「これは……おかしな感じがしますわね……」

　やはり違い和わ感かんを覚えているようだ。

　しかし俺の場合は地球の知識で使えるイメージがあったから良いが、お嬢様はゼロから始めて今日中に習得したんだから凄いな。

　どちらも成功した事で一度休きゆう憩けいを挟はさむ事になり、アローネさん達がお茶の用意をしてくれる。

「それにしても、２人ともこんなに早く習得するとはのぅ」

「エリアはジャミール家の血筋だから早いと思っていたけれど、ここまでとは思ってなかったよ。それにリョウマ君も感覚共有の習得には手こずると思っていたんだけどね」

「良いじゃない、覚えが良くて困る事は無いわ。あとは訓練よ」

「あの感覚がこれからも続くのですね……」

　どうやらお嬢様は目を瞑っていても感覚に慣れるのは難しいと感じているようだ。まぁいきなり視界が混ざるんだもんな……俺はテレビを見てる感じでやっているから良いが、あっちは自分の視界でやっているみたいだからな……教えたくてもテレビを知らない彼かの女じよにはどう教えていいか分からん。

　頑張ってくれ、お嬢様。

　そのまま話していると、奥様が俺にこう聞いてきた。

「リョウマ君、スライム以外の魔獣と契約した感じはどうかしら？　違和感は無い？　こう、繋がりが希き薄はくな感じはするかしら？」

「いえ、特にそういった感じはしませんが」

「ならリョウマ君には鳥系の魔獣にも適性はあるのかしらね」

　適性？　何の事だ？

「適性とは何ですか？」

　その質問に答えてくれたのはラインハルトさんだった。

「知らなかったかい？　従魔術師や召喚術師にはそれぞれ適性があって、個人によってどんな魔獣と相あい性しようが良いか、多くの魔獣と契約するか、少なくても強力な魔獣と契約するかの向き不向きがあるんだよ。魔法の属性と似たようなものさ。

　多分リョウマ君はスライムとの相性がいいね。そうでなければあれほどの数と契約できないと思うから」

「適性を見み極きわめ、自分に合った従魔を見極める事も従魔術師には必要じゃよ。適性は曖あい昧まいで、自分で探さぐっていくしか無いからの。例えば儂わしは鱗うろこを持つ魔獣との相性が良い。そしてあまり多くの従魔と契約はできんが、１匹１匹が強力じゃ」

「僕ぼくは大たい抵ていの四足歩行する魔獣には適性があるよ。ただその反面、鳥系の魔獣には適性が全く無くてね、契約すらできないんだ」

「私は……」

　奥様が何かをつぶやくやいなや、奥様の横が輝かがやき大きな銀の毛を持つ狼おおかみが現れた。

「!?」

　驚おどろくが、他の人は何事もなく座すわったまま。奥様も大丈夫だと言って笑っている。

　咄とつ嗟さに入った力をゆっくりと抜く。

「驚かせちゃってごめんなさいね。この子はルォーグ。私の従魔のリトルフェンリルよ」

　フェンリル……って伝説に出てくる奴じゃないか!?

「あら、もしかしてフェンリルと間違えてるのかしら？」

「違うんですか？」

「違うわ。フェンリルは神しん獣じゆうで、リトルフェンリルは魔獣よ。リトルフェンリルは少しだけ氷魔法を使える狼型の魔獣。強い魔獣なのは否定しないけどね」

「そうですか……」

　凄いな、リトルフェンリル……そしてそれを完かん璧ぺきに手て懐なずけてるらしい奥様も……

　奥様に撫なでられたリトルフェンリルは、いまや奥様の足元で気持ち良さそうに横になっている。まるで犬のように。

「この子は群れのボスで、私はこの子と同じリトルフェンリルはあと20匹、その他にも種類の違う狼型の魔獣を１００匹くらい従魔にしているわ。私は狼の魔獣との相性が良いのよ」

　このリトルフェンリルが20!?

　俺おれとスライムに数こそ及およばないけれど、質が違いすぎる。現れた時の威い圧あつ感はブラックベアーとは桁けた違ちがいだったが。

「エリーゼは従魔術師として凄すご腕うでだからね。リトルフェンリルなんて、普ふ通つうはそんなに従えられないものだよ。僕は昔、エリーゼを見ては劣れつ等とう感かんに苛さいなまれたものさ」

「あら、そうだったかしら？　僕には剣けんがある！　って言って、そんな事気にせず剣けん術じゆつの腕ばかり鍛きたえていたじゃない。それに従魔術もそれほど才能がない訳では無かったと思うけれど？」

「……父上や君と並ぶと、普通の従魔術師程度じゃ圧あつ倒とう的てきに霞かすむんだよ」
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「それでも特に気にしては居らんかったじゃろ？　大体、お前は幼い頃ころから従魔術の訓練は放ほうり出だして剣の訓練にのめり込んでおったじゃろうに。儂らのせいにするでないわ」

　ラインバッハ様の小言を聞きながら、横目にルォーグを見ながら考える。

　このリトルフェンリルを20匹と１００匹の狼の魔獣を従える奥様。それと同列に並べられるラインバッハ様。

　この世界の基準でこれが普通って事はないよな？　優ゆう秀しゆうって言ってたし。

　そこでお嬢様に声をかけられた。

「リョウマさん、何を考えてますの？」

「ん……奥様と同列に並べられるラインバッハ様もすごい人なんだなと思ってました」

　家族を褒ほめられて嬉しかったのか、笑顔になるエリア。しかし横から奥様が俺の言葉を否定した。

「リョウマ君、少し違うわ。私よりもお義父様の方が格段に凄い方よ」

「そうなんですか？」

「そうよ。お義父様の従魔は格が違いすぎるの。数は20匹に満たないけれど、その全てが冒ぼう険けん者しやギルドで討とう伐ばつ依い頼らいを出せばＡランク以上の魔獣で、半分は竜種なのよ」

「竜!?」

　今まで竜を見た事は無いが、10匹近くの竜とかヤバイのは分かる。しかも全部がＡランク以上の魔獣って１人が持つ戦力としては過か剰じよう戦力過ぎるだろ!!　……ラインバッハ様、俺以上にチートっぽくないか？

「む……竜がどうしたんじゃ？」

　俺の声を聞きつけたラインバッハ様がこっちに聞いてきた。

「ラインバッハ様の従魔の事を聞いたんです。竜種の魔獣を何なん匹びきも従魔にできるなんてすごいなと」

「儂の場合は運が良かったんじゃよ。適性があったこともそうじゃが、初めに契約した１匹が格別に強くてな。そやつに従う竜種がまとめて儂の従魔になったんじゃ。心強い味方ではあるが、滅めつ多たな事では呼び出せん。周囲が大おお騒さわぎになるからのぅ」

　それはそうだろうな……

「それに儂らは従魔術の開祖、シホ・ジャミール様には遠く及ばん。シホ様は全ての魔獣に適性を持ち、どれほど強力で契約が難しい魔獣とも契約が可能だったそうじゃ。従魔の数も制限がなかったと記録に残っている」

　開祖って転移者だし、神のチートだからだろう。ガイン達の話では良い人だったらしいな。

　ネタが分かっている俺としては、開祖の話よりラインバッハ様の竜達が普ふ段だんはどうしているのかが気にかかる。

「凄い人だったんですね、そのシホ様は。……ところで、ラインバッハ様の従魔達は普段どうしているんですか？」

「領地の山中に住んでおるぞ。魔獣が強すぎて危険な山でのぅ、まず誰も近づかんし、その山から魔獣が人里に降りるのを防ぎながら暮らしてもらっておる」

「ルォーグ達も別の山に住んで貰もらっているわ。貴重な薬草が取れる山で、密みつ猟りよう者しやが多いから警備をして貰っているわね」

「なるほど」

「従魔術師は強力な魔獣を持つ程、住む場所に困ってしまう傾けい向こうがあるからね。リョウマ君も将来何か強力な魔獣と契約して住む場所に困ったら僕ぼく達たちを頼りなさい」

「ありがとうございます」

　空間魔ま法ほうでスペースが足りなくなったら相談しよう。







２章37話　強制休日







　休憩が終わり、訓練を再開する……と思いきや、今日はこれで終わりだそうだ。

「もう２人とも感覚共有の使い方は分かっただろうから、後は各自で時間をかけて慣れるだけさ。リョウマ君はここからエリアの演奏でも聞いてのんびりしてくれ。親バカと思うかもしれないけど、楽器の演奏が上手なんだよ」

「演奏？　何故いきなり？」

　どういう事だ？

「この前、リムールバードの話はしましたわよね？」

「はい、皆みなさんがこの街に来た目的ですよね？」

「そうですの。リムールバードは飛ぶのが速く、風魔法も使います。だから生きたまま傷つけずに捕ほ獲かくするのがとても難しくて、滅多に見られませんの。でも、リムールバードは魔獣だから契約ができますの！」

　なるほど、可能なら契約もする気なのか。……それで何故楽器？

「演奏に関係があるんですか？」

「大有りですわ。リムールバードとの契約に演奏は必要不可欠ですもの」

　そうなのか？　と思っていた俺にセバスさんから補足説明が来た。

「リムールバードは体内に魔ま力りよくを多く持っており、高い知性も持ち合わせています。そのため普通に契約を行おうとしても契約の際に抵てい抗こうされ、失敗するのです。

　しかしリムールバードには美しい鳴き声で意思疎通や仲間の判別をする習性がありまして、契約前に音楽を奏で、気に入られると契約を受け入れてもらえることがあるのですよ」

　流石さすがは異世界、俺の常識を超こえた捕獲方法だな！　演奏で仲間と認めさせるとか……

「そんな方法で契約するんですか、知りませんでした」

「成功率が非常に低いため、眉まゆ唾つばな話だと思っている方もいらっしゃいますが、この方法以外で契約できた方がいると言う話も聞いたことはございません。最も可能性の高い方法といえるでしょう」

「そういう訳で、エリアも演奏を披ひ露ろうして契約を試みるんだ。今日の午後はその練習さ」

「リョウマさんはそこで聞いていて下さいまし。眠ねむっても聞かなくても構いませんが、帰ってはいけませんわ」

　どういう事だ？　ちゃんと聞けと言うならともかく、聞かなくてもいいけど帰るなって……

　そこでふとセバスさん達を見ると笑って俺を見ていた。

　……………………あ、まさか!!

「気づいたようじゃの？」

「リョウマ君が連日働きすぎるから、ちょっとお休みして貰おうと思ったのよ」

「魔獣討とう伐ばつから店作り、そして店の新人を雇ってその間に冒険者ギルドで依い頼らいも受け、更さらにここの見回りと防水布作り。まともに休みを取って無いと聞いてね。

　昨日は店に暴漢が来たようだし、その対処でこれから更に忙いそがしくなる可能性もある。だからその前に、今日の従魔術の訓練を口実にして仕事から離はなさせて貰ったよ」

「リョウマ様の仕事量を教えられる範はん囲いで関係者の方々にお伝えした所、皆みな様さまからは快く了りよう解かいを頂けました」

「いつの間にそんな事を……」

　全然気づかなかった。

「今日は私達がしっかり見張りますわ。絶対に仕事はさせませんからね」

「こんな休ませ方では気が休まらんかもしれんが、無理にでも休ませんと体を壊こわす恐おそれがあると思ったのでな。今後もこの調子で仕事をするようなら、無理にでも儂らの家に連れてゆくぞ」

「ご心配お掛かけしました」

「君は無理をしてないかもしれないけど、常人が君の仕事量をこなし続けたら間ま違ちがいなく体を壊す。無理をしている自覚が無いだけかもしれないから気をつけなさい」

「という訳で、今日リョウマさんは無理矢理にでも休んで頂きます。では、私は演奏を始めますわ」

　いつになくお嬢様が強ごう引いんだな。……普段から強引か？　……天てん真しん爛らん漫まんと言うのが正しいだろう。

　そう思っている間に、お嬢様はセバスさんからバイオリンを受け取り、弾ひき始めた。この世界にもバイオリンがあるのか……もしかしたら転移者が持ち込んだのかもしれないな。




　無む駄だなことも考えながら聴きいてみると、お嬢様の演奏は普通に上手うまい。

　ゆったりとした曲調で、リラックスできる。

　そして一曲弾き終わると、俺に感想を聞いてきた。

「リョウマさん、私の演奏はどうでしたか？」

「上手でしたよ、本当に」

　お世辞抜ぬきで。前世では貰い物もののギターを弾いてたが、そこまで上手くはなかったと思う。それほど音楽の知識がある訳でもないが、聞いていて気持ちの良い演奏だったのは確かだ。

　俺の簡単な言葉でもお嬢様は喜んだ。そしてまた始まる演奏。

　演奏を聴きつつ、意外にもかなり人ひと懐なつっこかったルォーグやスライム達を撫でつつ、のんびりした時間が過ぎていく。

　そのうち餌えさの時間になり、新しく捕つかまえた３匹にも撫でながら魔力を吸収させていたら、

「おっ!?」

　１匹に変化があった。

「来たか！」

「何ですの!?」

「リョウマ君、突然どうしたの？」

「何が来たんじゃ？」

　俺の声でお嬢様が演奏を止め、他の皆さんも何事かと近寄ってきた。

「スライムの進化です！」

　撫でていたスライムに全員の目が集まる。そのスライムはアイアンスライムの時の様にブルブルと震ふるえていたのがピタリと止まり、魔力の放出と吸収を繰くり返かえす。

　同時に色も変わっていく姿に、皆目が離せなくなっていた。

　今度は……茶色くなってきたな。

　そして進化が終わる。魔獣鑑定してみると。




　アーススライム

　スキル　土魔法（２）　土属性耐たい性せい（８）　土属性魔法吸収（１）　ジャンプ（１）　消化（３）　吸収（３）　分ぶん裂れつ（１）




　土魔法！　実験成功だ!!

「リョウマさん、どうなりましたの？」

「アーススライム、土魔法を使えるスライムに進化しました」

「ほう！　これまた珍めずらしいスライムになったのぅ」

「リョウマ君、アーススライムもかなり希少なスライムよ。一体どうやって」

　そう聞かれたので方法を説明。そして方法を聞いたお嬢様や奥様が試ためしてみるが。

「どうしてですの……？」

「意外と難しいのね……」

　属性を変化させた魔力が、放出する際に魔法になる。あるいは無属性に戻もどってしまうと話す。

　どうやら変化させた状態を維い持じし続けるには魔力の制せい御ぎよ能力が高くなければいけないようだ。俺は少し神経を使う程度だったが、それは遊び続けて魔力操作スキルがレベル４にまで上がっていたからで、今の２人では無理だという結論に至った。

　それが悔くやしかったのか、お嬢様は演奏の練習をやめて魔法の制御訓練を始めるが、結局成功せず。最後には今後、魔力操作スキルの習得を目指すと言い出した。その目は挑ちよう戦せんの間にも俺が進化させたスライム達に釘くぎ付づけになっている……

　とにかくこれでアーススライムが２匹、そしてもう１匹はダークスライムに進化した。




　ダークスライム

　スキル　闇やみ魔ま法ほう（２）　闇属性耐性（８）　闇属性魔法吸収（１）　ジャンプ（１）　消化（３）　吸収（３）　分裂（１）




　スライムの件でちょっとした驚きはあったものの、俺の魔力切れが近くなると再びのんびりとした空気が流れる。

「……………………あっ、ホーンラビット」

　再開した音楽を聴き、スライムを撫でながら、何となくクルーバードを飛ばしたら群れがいた。

　肉……店の人たちへのお礼になるかな？

　一声かけて狩かりに行こうとすると、ラインハルトさんやお嬢じよう様さま達たちも手伝ってくれたので楽々、沢たく山さんの獲え物ものを入手。

　俺が弓で数すう匹ひき仕留め、スティッキースライムやラインハルトさん達が待機している方に追い込む。そして捕獲と回収するだけの簡単なお仕事。……やっぱり人数がいると、狩り一つでもかかる労力が違うな。

　そんな事を考えながらお嬢様達の下に戻り、鳥籠に戻したクルーバードとの契けい約やくを解除。

　連れて行って良いのよ？　と奥様に言われたが、丁てい重ちようにお断りする。

　クルーバードの視界が無くてもそれほど困ってはいないので、必要になったら自分で捕まえたい。

「では、そろそろ帰ろうかのう？」

　……気づけばだいぶ時間が経たっていたみたいだ。

　暗くなる前に町へ戻るべく乗り込んだ馬車。急ぐほどではないため、揺ゆれは静かで心地ここちよい。おまけに昼間の気分が残っていたのか？　それとも自分で思っていた以上に疲つかれが溜たまっていたのだろうか？　その日は結局そのままうたたね。宿についてもそのまま部屋へ戻り、寝てしまった。







２章38話　雇用のために







　翌日




　すっきりと目が覚めた俺は、開店前に店へ行く。

「おはようございます、皆さん」

「「おはようございます、店長」」

「「「「「おはようございます」」」」」

「昨日はありがとうございました、お陰かげさまでゆっくり休めました」

「そうですか、それは良かった」

「働き過ぎは体に障さわります。ご自愛下さい」

「店主、働き過ぎネ。私達、店主の仕事量聞いて驚いたヨ」

「10日位でこの店建てた、滅め茶ちや苦く茶ちや。私やリーリンでも無理。その年からそんな無む茶ちやな働き方をしてたら早死にするヨ」

「気をつけます」

「そうして下さい」

「店長は大人びていても～、まだ子供ですからね～？」

「大人でも無理しなきゃ出来ないような仕事しちゃダメですよ？」

　店の人達にも心配かけたか。皆さんが居るからそれほど無理はしてないんだが。

　とはいえ心配して貰った事はありがたいし、純じゆん粋すいに嬉しいので礼を言ってから厨ちゆう房ぼうに向かう。

「シェルマさん、いますか？」

「はいはい、店長どうかされましたか？」

　厨房には社員食堂を任せているシェルマさん１人。何かのスープを作っていたのか？　かき混ぜていた鍋なべから離れて俺の方に歩いてくる。

「昨日の休みに街の外へ出たんですが、その際に仕留めた獲物をお土産みやげに持ってきました。皆さんで食べて下さい。仕留めてからすぐに血ち抜ぬきをして凍こおらせたので、状態は良いはずです」

　そう伝え、アイテムボックスから肉を出す。

「まぁまぁ、ありがとうございます。ホーンラビットですね？　冷蔵庫に入れておいて下さい、お昼に皆で頂きます」

「よろしくお願いします」

　そう言って残りの肉も冷蔵庫の中に入れていく。

「あらあら、沢山ありますね……」

「群れを見つけて纏まとめて仕留めたので」

「冷蔵庫があって本当に良かったです。便利ですよね、この冷蔵庫って」

「そうですか？　確かに便利は便利ですけど」

　１日１回保冷結界張り直さないといけないから結構面めん倒どうくさい。もう少し結界魔法が上達すれば効果時間も延びるんだが……まぁ１時間に１回張り直す必要があった森で使い始めた頃よりマシだけども。

「便利ですよ、普通は使い切れない食材はすぐダメになっちゃうんですよ？　野菜ならともかくお肉なんて本当にすぐに！　夏場や暑い日は１日でダメになりますし、物によっては傷みやすい食材もありますから。でも冷蔵庫があれば余った食材はお肉でも取っておけて次の日に使えますし、その分無駄を減らせてお金も節約できるんです。

　魔法道具もあるとは聞きますけど……お高くてとても手が出ませんし」

「あぁ、そう言われると……僕は今まで自分が食べる分は森で狩りをして、余ったらダメになる前にスライムに食べさせていましたからね……保存食はそれ用に加工しますし」

「スライムちゃん達も便利ですものね。動物の骨とか、料理をした後のゴミを食べてくれますし、本当に助かっています」

　雑談を交え、冷蔵庫の結界を張り直してから厨房を出る。

　するとカルムさんから話があるらしく、声をかけられた。

「人員の増員、ですか？」

「普通の店員は今のままで十分ですが、今後支店を増やす場合、その時になってから人材の育成を始めるのでは余計な時間がかかります。せめて支店長など、店の要となる人材の育成だけでも始めませんか？」

「そうですね……良い人材がいれば増やして構いません。教育には時間がかかるのもわかります。結局カルムさん達にお任せする事になりそうですが……でもそれなら従魔術師も必要ですよね？」

「確かにこの店にはクリーナースライムと従魔術師が必要不可欠。スライムの持もち逃にげや横流しをしない信用出来る従魔術師をどうやって雇やとうかも考えなければ」

「テイマーギルドにもスライム専門の方は珍しいようですしね……まぁある意味誰だれでも使える魔獣だからと聞いていますが。そうなるとやはり」

「問題は人格と信用がおけるかどうかですね……」

「……ところで営業妨ぼう害がいの方は今の所、問題無いですよね？」

「はい。あの１回だけでゴロツキは来ておりません」

「……とりあえず、注意はしておきましょう。テイマーギルドで話を聞くとか、従魔術師の事はこちらでも考えてみます」

「よろしくお願いします」

　俺はそのまま店から出た。

「ふぉう！　んぐっ……リョウマじゃねぇか」

　今日も廃はい坑こうに行こうとすると、途と中ちゆうでジェフさんと会った。

　ジェフさんは珍しく鎧よろいを着ていないし、槍やりも持っていない。串くし焼やきの肉を買って頬ほお張ばりながらこっちに歩いてきている。

「おはようございます、ジェフさん。今日はお休みですか？」

「毎日戦ってばかりじゃ疲れちまうからな。お前は今日も仕事か？」

「廃坑の見回りに行くんです」

「廃坑って、俺おれ達たちが狩りに行った所か？」

「はい。あそこの管理人になったんですよ。定期的に見回って、魔獣が住み着かないようにするんです」

「お前そんな仕事もしてんのか？　冒険者、洗せん濯たく屋、管理人、忙しくないか？」

「洗濯屋はもう人を雇って任せきりですから、仕事無いですよ。冒険者は自由に休めますし、管理人も毎日って訳じゃないですから。今後店を増やすとなると大変になりますが、それまでは忙しくもありません」

「なら良いけどよ……そうだ、１本食うか？　奢おごってやるよ」

　ジェフさんはそう言って持っていた串焼きの袋ふくろを差し出す。

「では、頂きます。……ん！」

　一口噛かんだらハーブや塩ではない、ピリッとした味付けの肉だった。

　砂糖や香こう辛しん料りようは高いため、基本的にこういう屋台料理は素材の味に塩が多いはずだが……これは美味おいしい!!

「美味しいですね！　これ」

「だろ？　そこの屋台で売ってる串焼きで、少しだが香辛料を使ってんだ。その分高いけど美味うまいぜ。向こうにちょっとした広場がある、せっかくなら座って味わって食おうぜ」

　ジェフさんについて横道に入ると広場に行き着き、井い戸どを囲むように設置されたベンチの１つに座った。公園みたいな場所だろうか？

「しかしお前、店出したばっかでもう新しい店を出す気か？　さっき新しい店出すまでは、とか言ってたけどよ」

「商業ギルドのギルドマスターと従業員にその事を考えておいて下さいと言われただけで、すぐ出す訳ではありません。それに問題が多くて……」

「何だ、何か困ってんのか？」

「今後の出店は別の街なんで、従魔術師を雇うか僕が頻ひん繁ぱんに街の間を移動しなければならなくなるんです。うちの洗濯屋のために、スライムを管理する人が必ひつ須すですから」

「困るこたねぇだろ。テイマーギルドで雇えば良いじゃねぇかよ」

「それも一つの手ですね。でも聞いたところスライム専門家はいないみたいなんですよ。初心者向けで普通は目もくれずにほかの魔獣に行くんだって話で。それにこの前一度お金で雇われたゴロツキが来ましてね……用心棒によって取とり押おさえられましたが、今は人ひと柄がらを重視したいんです」

　そう言って串焼きに齧かじり付つく。ピリッとした辛から味みが肉の味を引き立てて実に美味い。

　するとジェフさんが２本目を手にしつつこう言った。

「だったら俺にいい案があるぜ」

「本当ですか？」
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「おう！　俺は商売がどうのこうのって話なら力にはなれねぇが、人手の話なら力になってやれる。テイマーギルドで人を雇えないんだったらよ、スラムの人間を雇うってのはどうだ？」

「スラムの人をですか？」

「そうだ。スラムの奴やつは貧びん乏ぼう人にんだが、何も出来ねぇ訳じゃねぇ。俺も元スラムの人間だが、こうして冒険者として生きてるだろ？　同じように従魔術を使える奴も俺の知り合いに何人かいるぜ。

　それにこの街は他より仕事が多いからか、貧乏でも食くい詰つめて、追おい詰められて罪を犯おかした奴は少ねぇ。人間的にも腐くさってない奴らも大勢いる。そして何より仲間意識が強い。お前が役所みてぇに無理矢理給料を値切ったり裏切ったりしなけりゃ、スラムの連中もお前を裏切ろうとは思わねぇよ。

　あいつらも安定した収入や余よ裕ゆうのある生活は欲ほしい、だから雇うだけならすぐにでも雇えるぜ。そっから信しん頼らい関係を築けるかはお前次し第だいだけどな」

　目からウロコが落ちたとはこういう事か？

　そう言われてみると、ギルドはあくまでも仲ちゆう介かい所なんだから、伝があれば問題無い。こちらで人を探し、テイマーギルドか商業ギルド経由で雇えばいい。

　悪い話ではないよな？　ラインバッハ様もスラムの人たちを雇用して汲くみ取とり槽そうの掃そう除じをさせていた。少なくとも雇えない訳ではないし、信用できる人がいる可能性もある……

「そういう方法もあるって事で、考えてみな。本気で雇うなら俺が間を取り持ってやるからよ。今でもスラムじゃ顔が利きくんだぜ？」

「ありがとうございます。考えてみます」

　ジェフさんは立ち上がり、どこかへ行くようだ。

　ちょうど食べ終わった串焼きの礼も言い、改めて廃坑へ向かうことにした。




■　■　■




　だいぶ慣れてきた空間魔法を利用してあっという間に到とう着ちやく。

　前回の50反でも問題なかったので、今日は70反の防水布作りに取り掛かる。

　それが終われば今度は訓練。

　スティッキー、ポイズン、アシッド、スカベンジャーは良いが……どうやらブラッディーには戦せん闘とう能力を求められないらしい。

　体が普通より液状に近いため、打だ撃げき力りよくが全く無い。攻こう撃げき手段も無いし……長所は動きが滑なめらかで一番移動が速いこと。逃とう走そうはできそうなのが幸いか？　とりあえず時間をかけて観察してみるしかない。

　メタルとアイアンは硬かたいが、まだ契約して日が浅いため体を上手く動かせていない。体を触しよく手しゆ状にするのは無理だな……それが出来れば硬こう化かを合わせて色々とできそうなのに……こちらも長い目でみるしかないだろう。

　アーススライムとダークスライムはちゃんと魔法を使える事を実証してくれた。

　アーススライムは『ロック』と『ブレイクロック』。さらに威い力りよくの低い『アースニードル』のような何かを。ダークスライムは周囲を暗くする『ダークネス』に、黒い闇の球体を放つ『ダークボール』を使っている。

　ダークボール……俺は滅多に使わないが、生命力を奪うばう攻こう撃げき魔ま法ほうだったはず。動きは普通のスライムなみだけど、魔法を鍛えれば多少移動ができる砲ほう台だいとしての役目を任せられるかな？

　攻撃魔法は実戦で使うには経験とかも必要だろうし、とりあえずは時間をかける必要がある。

　今は……アーススライム２匹がブレイクロックとロックを使える事を確かく認にん出来たので、クリエイト・ブロックを教えてみよう。

　そう思ってやらせてみたら、２匹はなんと数度の練習で習得した。習得の早さに驚いたが、早いなら問題はない。アーススライムには訓練がてら石材を作ってもらう。作った石材は坑こう道どうの１本に運び込んでおけば何かに使えるだろう。

　ダークスライムの方は自由に魔法を使わせてみた……ダークボールの練習か？

　……俺も闇属性はあまり手を付けて無いんだよな……こっちは一いつ緒しよに時間をかけて訓練していく事にしよう。

　スライムの様子を見ながら俺も体を動かしていると、なかなか楽しい。

　おまけに今日はいつもより調子が良かったようで、布が乾かわくよりも練習の方が長く続いた。




■　■　■




　夜になり、宿に帰って公こう爵しやく一家の部屋を訪ねた。

「いらっしゃいませ。リョウマさん」

「よく来たのぅ」

「何かあった？」

「少し相談したいことがありまして」

「ほう、何じゃ？」

　今日のジェフさんとのやり取りを話すと、概おおむね悪くはないといった反応だ。

「スラムの人間を雇用するのは構わんぞ。その者が信用できるのならばじゃが、信用できる伝があるなら問題なかろう」

「少しでも就職口が増えるのはこちらとしては喜ばしい事だからね。ただ、ギルドは通しておいた方がいい。後々付け込む隙すきは少なくしておくに限る」

「それはそうですよね。テイマーギルドか商業ギルド、どちらか本人が希望する方に登録してもらおうと思います。構いませんよね？」

「大だい丈じよう夫ぶよ。リョウマ君も従じゆう魔ま術じゆつ師しだけど商業ギルドにも登録しているように、仕事の選せん択たくは自由だもの。責められる謂いわれはないわ」

「先に両方のギルドマスターには話を通しておいた方が良いかと。その方が問題なく事を済ませられるでしょう」

　それはそうだな。よし！

「では明日はギルドを回ります」

　結論がでてからは紅茶を飲みつつ、しばらく雑談をしてから部屋に戻った。







２章39話　根回し







　今日も朝から商業ギルドに顔を出すと、やっぱりまた応接室に通された。毎回だからさすがに慣れてきた……

「よく来たね、リョウマ。また人手の事かい？」

「はい。ですが少し相談がありまして」

「ん？　何だい？」

　まず事情を話す。

「成なる程ほどねぇ……まぁ、うちも初日に紹しよう介かいしたのがあれだったしね。わかったよ、信用できると思う奴が居たら連れてきな。別に犯罪でもないからね、すぐに手続きができるように用意はしておくさ」

「では、見つけたら連れてきますのでよろしくお願いします」

「ああ、頑張んなよ」

　話がスムーズにまとまったのでソファーから腰こしを上げると、呼び止められた。

「リョウマ、ちょっと待ちな。言い忘れた事があるんで座すわっとくれ」

「何でしょうか？」

　浮うかせた腰を下ろす。

「今の話にも出たけど、この前アンタの店に来たゴロツキの事が。こっちでも調べたんだけどね……誰かに雇われた所までは分かったんだが、その先の雇い主ぬしまでは掴つかめなかったんだよ。闇ギルドの連中が関かかわってる可能性もあるから気をつけな」

「闇ギルド……」

　犯罪者集団という事で間違いないよな？

「盗とう賊ぞくとか暗殺者とかの集まりですか？」

「そうさ。単純に犯罪を実行する奴らだけじゃなく非合法な品物や犯罪に使う道具を用意する奴ら、そういう奴らとの連れん絡らく役やくをする奴ら、とにかく何でもやる連中だよ。盗ぬすみや脅おどしだけじゃなく、殺しを専門にする奴らも居るから気をつけな」

「分かりました、ご忠告ありがとうございます」

「このくらい何でも無いさね。それに、アンタこれからテイラーの所にも顔を出だすんだろう？　ついでに１つ持っていって欲しいものがあるんだ」

　ギルドマスターは外に声をかけると、入ってきた職員にさらにいくつか言いつけてガラス瓶びんをもってこさせた。瓶は薄うすい緑色の液体で満たされていて、底には粉末が沈ちん殿でんしている。

　薬？

　間違いないことが確認されると、瓶は職員の手によって同じく持ち込まれていた木箱に納められた。

　しかしあの薬液の色、粘ねん度ど、沈殿物……特とく徴ちようからあれが栄えい養よう剤ざいなのは分かる。

　それも滋じ養よう強きよう壮そう効果の強いやつ。

「気になるかい？」

「あ、すみません」

　あまり深く首を突っ込むことではないとも思ったが、気になったのも事実なので聞いてみると。

「そういえばウォーガンに入いれ知ぢ恵えしたのもアンタだったね。何の薬か分かってるなら言う必要もないだろうけど、特定の病気ってわけじゃないから心配しなさんな。歳をとるとどうしても疲れが取れない日ってのがあるもんなのさ」

　ギルドマスターは話しながら、手元の筆記用具で何かを書いてこちらによこした。

「その手紙を受付に渡わたしておくれ。この箱はいつものだから、向こうもそれでわかる。アンタから直接渡すようにも書いておいたから、ついでにアンタの話も済ませりゃいい」

「重ね重ねありがとうございます」

「向こうの爺じいさんにもよろしく言っておいておくれ」

　ギルドマスターに見送られ、あらためてギルドを出ることにした。




■　■　■




「というわけです。ですからギルドでの募ぼ集しゆうか、こちらで見つけた人材をギルドに登録していただけないかと」

「なるほどな……」

　届け物を理由にテイラー支部長と面会できたので、商業ギルドのギルドマスターにも話した内容を説明。あちらではすんなり受け入れていただけたが、こちらで話を聞いた支部長は何やら難しい顔をして考え込んでいる。

「……ん？　おお、すまんな、茶の用意をしよう」

「あ、おかまいなく。ところで何か問題がありましたか？」

「いや、問題というかな……ちょっと待ちなさい。腰をすえて話すとしよう」

　支部長は立ち上がり、部屋の隅すみに置かれた小さな棚たなからティーセットを取り出した。

　カセットコンロのような魔ま法ほう道具も置いてあるらしく、お茶の用意を始めている。

「テイラー支部長はご自分でされるんですね」

「わざわざ人を呼ぶ手間がいらんし、息いき抜ぬきにもなるからな」

　公爵家のメイドさん達と比べても遜そん色しよくのない手つきで、支部長は紅茶を持ってきた。

「さて、さっきも言ったが君の提案自体に問題はない。信頼できる者をみつけたら連れてきて構わないし、もちろん現在所属している者に募集をかけることもできる。これは通常業務のうちだ。それに君の店はギルドをあげて支し援えんがしたいくらいなんだが……不安要素がある」

「不安要素。それに支援と言いますと？」

「ふむ……君の店がテイマーギルドに募集をかけてくれるのであれば、それは仕事の斡あつ旋せん先がひとつ増えるということ。今後１つ２つと店を増やしていくのであれば、それだけ多くの者が職につける可能性が増えるだろう。これはギルドとして歓かん迎げいすべきことだ。

　何よりも君の店で働くために必要な魔獣がスライムだということも私が支援をしたい理由の１つでな。君が登録したときに私が言った事を覚えているかね？」

「……もしかして、僕ぼくにできる仕事がないという話ですか？」

　支部長はいかにもと首を縦に振ふる。

「テイマーギルドは従魔術師とその従魔にその仕事をこなせると判断した場合に仕事を斡旋する。明らかに依い頼らい達成が不可能と思われる場合は、斡旋できない。代わりにできそうな仕事があれば紹介はするが、魔獣の種類によってどうしても向き不向きが出てきてしまう。

　仕事が見つかりにくい、給料が安い、従魔を養う金がかかる。そういった理由で生活に困る者も一定数はいるんだ。残念ながら仕事にも限りはあるからな。……従魔を変えようとして適性のない魔獣に手を出して失敗したという話も聞く」

　解消するためできるだけ多た岐きにわたる仕事を集めているそうだが、限界はあるのだろう。

　ここでスライムが話に出てきた。

「力は弱く、動きは遅おそい。役に立たない魔獣と烙らく印いんを押されているが、従魔術師なら誰しも一度は世話になったはずだ」

「最初はスライムで練習するんですよね」

「その通り。長くこの仕事をやっているが、スライムとしか契約できなかった例は年にいくらか聞く。しかしスライムとも契約できなかった例は、本当に従魔術を身につけられなかった者くらいだ。それだけ契約が容易というのも練習に使われる一因だな。

　……君の店の給料がいくらかは知らないが、スライムで生活できる賃金を得られる仕事があれば、それだけ生活に困こん窮きゆうする従魔術師の数は減らせるかもしれん。と私は考える。君に紹介できる仕事は無いと言っておきながら、実に勝手な話だとも思うが」

「いえ、それは……」

　ギルドとしては無理と分かっている仕事はさせられないというのも分かる。

「そう言ってくれると助かる。とにかくそういう理由で私は君の店を、ギルドをあげて支援してもいいと思っている。が……問題はギルドの上層部だ」

　支部長は頷うなずいて紅茶を一口飲み下す。

　砂糖が入ってだいぶ甘あまめの紅茶なんだが……支部長は苦い顔。

「支援をするだけなら私の権限でどうとでもなる……しかしギルドとして支援をするのなら、その件をあちらにも報告しなければならん。すると向こうが妙みような口出しをしてこないとも限らん」

　つまりギルドが株主に？　あるいは支援してやったんだから言う事聞けよ的な感じか……

「スライムが無能という認にん識しきを改められない者も出てくるじゃろうな」

「……困窮した生活に耐たえて、ようやく安定した生活ができるようになった人とか。最弱で簡単に捕まえられるスライムで生活してる奴が出てきた。とか思っちゃうと、頭で理解しても納なつ得とくできない人も出てきそうですよね」

　それで怒いかりを向けられても困るし、店をやめる気も無いが。

「まぁ、噂うわさを聞く限り支援は必要ないだろう。募集は良い結果に繋つながるかは分からんから、とりあえずは何人か、私が信用できる者に個人的に声をかけてみよう」

「ありがとうございます。よろしくお願いします」

「なに、この程度しかできんのが申し訳ないくらいだ。ところで今日はこれから忙いそがしいのかね？」

「そうですね……これから冒ぼう険けん者しやギルドに行こうと思います。例の人手を紹介してくれる方に会いに」

「随ずい分ぶんと急だな、もっとゆっくりと話を進めるかと思っていたが」

「支部長のお話を聞いて、少し気が変わった、というところですね。慎しん重ちように動かないといけないのは確かですが、店を増やすことで少しでも苦しい生活をする人が減るなら、それは良い事です。だからもう少し積極的に動いてもいいかもしれない。そんな感じです。

　とりあえず今回人を雇うのはほぼ決定しているので、色々と考えるためにも、早めに話はきいておこうかと」

「ふむ……考えてくれるのはありがたいが、あまり気にすることはないぞ。それとせっかくだ、この紅茶が無くなるまでは話に付き合ってくれんかね」

「喜んで」

　支部長が揺らすティーポットから、紅茶のおかわりが注がれる。

　それを飲みきるまでの間、本題とは違ちがうゆったりとした空気の中で雑談が続いた。







２章40話　新たな従魔術師







　太陽が頂点近くに差さし掛かかる頃ころ。

「きたっ！」

　今日はもうじき帰ってくるはずだと聞いて、ギルドの片かた隅すみで待つこと１時間。ジェフさんを発見した。依い頼らいの完かん了りよう報告を終えた所を見計らって声をかける。

「ジェフさん」

「ん？　リョウマじゃねぇか。どうした？」

「先日の件をお願いしたいと思いまして」

「おっ、早いな。もうちっと後かと思ってたぜ。なら早さつ速そく行くか？」

「いいんですか？」

「構わねぇよ、どの道今日スラムに行くつもりだ。それに俺おれの家もそっちの方向だし」

「それでは、よろしくお願いします」

　ジェフさんについて、道中は食料品等の買い物を手伝った。どうやらスラムの人達への差し入れらしい。ギムルの街に住む元スラムの住民は、皆こうして少しずつでも援えん助じよをしているそうだ。

「特に最近は例の件で収入が減っていたからな。ほれ、もうすぐだ」

　話を聞きながら歩いているとだんだん人の気配が減り、建物は古く、チラホラと居る子供の服装は見すぼらしくなっていく。

　彼かれらはジェフさんを見ると手を振ったり声をかけ、ジェフさんもそれに応こたえる。その様子は穏おだやかで、本当にジェフさんは慕したわれているようだ。後をついて歩く俺にも視線は集まるが、悪意は感じない。路上強ごう盗とうなどの心配はなさそうだ。

　さらにもうしばらく歩くと、やはり古いが作りはしっかりとしていて、僅わずかにほかの建物より大きい建物に着いた。

「爺さん、居るか？」

　ジェフさんがそう言いながら扉とびらを軽く叩たたくと、扉がひとりでに開く。

　僅かに魔ま力りよくを感じた。魔法だな……

「いるみてぇだな、入るぞ。来い」

　ジェフさんに従い中へ入ると、そこは物が少なく広い部屋だった。

　扉をくぐると目の前には簡素な机。その向こうには大きな椅い子すに座った60代くらいの男性がいる。

「また来たのか」

　男性は自分の白しら髪が頭を撫なでつけ、背もたれに体を預けたまま静かに話す。

「ジェフ。いつも助かるが、俺はまだ爺じじいと呼ばれる歳じゃないぞ」

「十分爺だろ」

「まだ足あし腰こしもしっかりしてるんだ、爺じゃない。それよりその子供は何だ？　またここで面倒を見て欲しいって事か？」

「こいつはこのなりで優ゆう秀しゆうな冒険者だ。自分の食い扶ぶ持ち位自分で稼かせげるさ。そういう話じゃねぇ。ちっとばかしスラムにも得になる話を持ってきたんだ」

「ほう……」

　その言葉で男性が俺を見る。

「お初にお目にかかります、リョウマ・タケバヤシと申します」

「そんな丁てい寧ねいな口調、ここじゃ不要だ。俺はリブル、このギムルのスラムの元もと締じめをしてる。ジェフの紹介って事はそれなりに信用できるんだろうが、一応言っておく。ここで勝手はしてくれるなよ。いい関係を続けられるならこちらも有あり難がたいがな」

　その言葉と同時に強い威い圧あつ感を感じた。流石さすが元締めと言った所だろうか。

「勿もち論ろんです。こちらも無む駄だな争いは望みませんので」

　俺がそう言うとリブルさんは鼻を鳴らしてニヤリと笑う。

「ビビリもしないか……良い度胸してるな」

「ったりめぇよ。俺が認めた奴だぜ？」

「そうか。で、良い話とは何だ？」

「それは僕から話します」

　俺の店の事だ、俺が話すのが筋だろう。

「――という訳です」

「妙なちょっかいを出してくる奴がいるが、素す性じようは不明。お前はとにかく信用できる人間がほしい。信頼できればスラムの人間でもかまわない、ってか……

　確かに悪い話じゃねぇな。真っ当に生活できる給料を払はらって貰もらえるような職場ができるならこちらも文句はない。

　そっちで人を雇ってちゃんと金を払うなら、好きに連れて行くと良い。こちらはその分１人あたりの食料や物資の分配量が増える」

　意外と簡単に話が纏まった。紹しよう介かい料りようとかを取られる事も考えていたが……ジェフさんの紹介が効いたのか？　とにかく、ここからは従業員になる人の信用を得る事が肝かん要ようだな。

　一言ことわりを入れた俺とジェフさんは、元締めの家からジェフさんの知り合いの従魔術師の所へ向かう。その道中、ジェフさんは２人の子供に声をかけて人を呼びに行かせたようだった。

「あの子たちはどこへ？」

「後で分かるさ」

　やがて一軒けんの建物に着くと、ジェフさんはその扉を乱暴に叩く。

「おい！　コーキンのおっさん！　居るんだろ！　出てこい！」

　傍から見ると借金取りに見えるな……と思っていたら勢いよく扉が開き、やせ細った中年男性が飛び出してきた。雰ふん囲い気きはリストラされたサラリーマンに近い。

「うるさいぞジェフ！　そんなに扉を叩かなくても聞こえている！」

「アンタは呼んでも出てこねぇ時が多すぎんだよ！」

「それは研究の最中に訪ねてくるお前が悪い！」

「んな訳あるか！」

「研究などした事も無いお前に何が分かる！　研究とは深い思考の海に潜り、泡のごとく浮かんでは消えるアイデアを消えてしまう前に検証する。そこに他の物事を気にしている暇ひまなど無い！」

「そうやって他の事を何も気にしなかった結果、アンタは成果の出ねぇ研究に大金つぎ込んで破産してここに来たんだろうが！」

「うぐっ、それを言われると……もういい、用件は何だ？」

「アンタに仕事をしねぇかって誘いが来てんだよ。従魔術師としてのな」

　聞いた瞬しゆん間かん、コーキンと呼ばれた男性は目を瞬かせた。

「私に仕事？　従魔術師としての仕事がか？」

「おう、依い頼らい主ぬしはそこに居るリョウマだ」

　そこで彼はやっと俺に気づいたらしい。

「初めまして、リョウマ・タケバヤシです」

「これは失礼、見苦しいものを見せた。君が依頼主か？　それに従魔術師としての仕事とは……」

「とりあえず中に入らせろよ、コーキンのおっさん」

　そうだったと頭を掻いた彼は、俺達を中に入れて扉を閉める。建物の中は１部屋だけで薄暗く、光源は灯りの魔法石が１つ。あとは部屋の隅に布団代わりと思われる布があるだけだ。

　椅子すら無いので地面に座り込んで話をする。

「して、私に何をして欲しいと？　生憎だが、私は従魔術師としての実力は優れているとは言えない。私に従魔術師としての能力を求めているなら、期待に添えるかは分からないぞ。研究であればそれなりに力になれると思っているが」

「研究とは何の研究を？」

　俺がそう聞くと彼は自嘲するようにこう言った。

「昔勤めていた研究所で最後に与あたえられていた研究テーマなのだがね……スライムだよ」

　スライムだと!?

「本当ですか!?」

「ああ、結果が出せずにクビになったがね。もう10年以上前の事だが、未いまだに研究所に未練があって研究を続けている訳…………………………君は何故なぜ目を輝かせているんだ？」

　自嘲気味に返答をしていたコーキンさんは、俺を見た途端に不思議そうな顔になっている。

「研究所では閑職扱あつかい、上が追い出したい者が命じられる研究だ。私の場合もそうだった。なのに何故君は顔を輝かせる？」

「僕も個人的に研究をしているんです。スライムの研究を」

「何!?」

　その後俺とコーキンさんは数秒間無言で相手の目を見て…………同時に右手を出して固い握手を交わした。

「同志よ！」

「先輩！」

「今の数秒に何があったんだよ！」

「いや、今何となく何かがこう……」

「部外者には分かるまい。同じ研究をする同志に会えた喜びは」

「確かに分からねぇよ……」

　ここで扉を叩く音が聞こえてきた。

「また客か？　今日は騒さわがしいな……」

　コーキンさんが立ち上がり、部屋の扉を開けに行くと、外には２人の男女が立っていた。

「コーキンさん？　私達たち、ここで仕事を貰えるって聞いて来たんだけど本当かしら？」

「僕、従魔術師としての仕事が来るなんて思ってなかったから急いで来たんです！」

「何だ、ロベリアとトニーにも話が行っていたのか。従魔術師を探している依い頼らい人にんは来ているぞ、それも、我々の同志だ！」

「同志？」

「それってもしかして……」

「とりあえず中に入れ！」

　コーキンさんはそう言って２人を部屋に引きずり込んで扉を閉めた。

　その後俺と２人は挨あい拶さつと自己紹介をした。

　まず男性の方はトニーさん23歳。従魔術師としては優秀な方だったが才能を妬ねたまれてしまい、彼自身が素す直なおな性格であった事が災いして上司と同どう僚りように騙だまされる。その結果、実験の失敗や不ふ祥しよう事じの責任を押し付けられて左さ遷せん。スライムの研究を命じられ、そのまま結果を出せない事を理由にクビになった人。

　優秀なら何故従魔術師として仕事をしていないのかと聞くと、以前住んでいた街のギルドでギルドの権力者に目をつけられ、仕事を干されたそうだ。彼はすでにテイマーギルドの連れん絡らく網もうを通して不良従魔術師として通達されており、他の街に行っても従魔術師としての仕事は貰えなかったらしい。現在は日ひ雇やといの鉱夫をしているということだが……

「……この街のテイマーギルドには行きました？」

「他の街で散々だったので……餌えさ代も稼げなくて、従魔を手放した後だったからもう」

　この街に来たのは鉱山で働くため。テイマーギルドには見切りをつけていたそうだ。

　一度テイラー支部長に会わせるべきか……

「そういうこともあるわよ」

　トニーさんを慰めた彼かの女じよはロベリアさん。25歳で研究職に就ついていたものの上司のセクハラの被ひ害がいにあった。当時は研究一筋だったため男性に免疫がなく、驚おどろいた拍子に研究中で従魔にしていた魔獣をけしかけてしまう。

　強い魔獣ではなかったから威い嚇かく程度の物だったが、その行動に上司がキレ、自分の不祥事を棚に上げて左遷。その後、スライム研究を経てクビになる。現在は週に３日、娼館で雑用などの下働き。他にも繕つくろい物などで生計を立てているらしい。




「なるほど……」

　前のコーキンさんも合わせて、残るは俺の自己紹介のみとなった。

　そこで仕事内容も合わせて話すと、彼らは興味を露あらわにした。

「そんなスライムが居るのかね？」

「初めて聞くわね」

「能力も珍めずらしいですよ」

　ということで実演しよう。

　自分の体を清潔に保てるように、いつも１匹だけはクリーナーをディメンションホームに入れてある。その１匹を取り出して、まず靴を綺き麗れいにしてもらう。

「「「おぉ……」」」

「確かにスライムだ」

「この靴、汚よごれが本当に消えてるわ。消化された？」

「でも、靴は形が残ってますよ」

「むむ……本当に汚れだけを食べるのか……」

　安全性の証明に、今度は自分の体でクリーナースライム浴。

「「「……………………」」」

　心配なのか、期待なのか。分からないけど観察する視線を受けながら、いつも通りクリーナースライム浴は終わる。

「せっかくですし、体験してみませんか？」

　安全性を示してから３人にも勧すすめてみると。

「「「では私……え？」」」

　３人そろって、我先にと志願してくれた。

　しかし今日は１匹しかいないので、順番に試ためしてもらう。

　すると妙に時間がかっていたのだが……驚いたことに、彼らはクリーナースライム浴をしたとたんに肌はだのツヤや色が良くなっていた。

「ほう……石鹸よりもこちらの方が私は良いな」

「これ、気分がさっぱりしますね」

「こんなの何年ぶりかしら！」

　どうやらスラムの生活で落としきれなかった汚れや角質が落ちたみたいだ。

　汚れ方が酷ひどいだけ時間もかかったし、顕けん著ちよになったんだろう。

「実に興味深い。我々の仕事はこのスライムと洗せん濯たく屋をすれば良いのだな？　空き時間で研究をしても良いのか？」

「これなら……私たちやスライムの研究者を見下していた連中だって見返せるわよ！」

「それに給料は今までより断然……それにまた従魔術師として……やります、やらせて下さい！」

　……ちょっと引くくらいの勢いと熱意を感じる。ちょっと違う意味で雇うのを躊躇ためらうが……まぁ、俺も他人の事は言えないし、裏切らない人材であれば良い。

　目的の方向性が似ているからか、この分なら雇ってみてもいいと思える。あとは完全に信用できるまで、暫しばらくはカルラさん達にも見張っててもらおう。となると……

「３人とも今のお仕事は良いのですか？」

「今は何の仕事にも就いていない。先日請け負っていた仕事が終わったので、次は何時仕事が来るか分からず困っていた」

「僕も元々日雇いの職なので、問題ありません」

「私は娼館に一言言うだけで済みます」

「そうですか、では３人とも算術は？」

「「「勿論、一通りは」」」

「でしたら、是ぜ非ひうちの店で働いて下さい。まだ２号店の場所も決めていませんが、暫くは仕事を覚えてもらわないといけませんし……家はどうしますか？　このままスラムに住むか、店に住み込むかを選べますが」

「「「住み込みで！」」」

「ではそういう事で。では、もう店に……と言いたい所ですが……ジェフさん、ここらで服屋って何処どこにありますか？」

　この人達、言っては悪いが服が物もの凄すごく見み窄すぼらしい。クリーナースライムで汚れは落ちたが、破れたり穴が空いているのはそのままだからな……制服を採用しているのはたいてい高級店って話だし、普ふ通つうの店の店員は私服で働いている。俺の店もそうなっているが、さすがにこのまま働いてもらうわけにはいかない。
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　という訳でジェフさんとロベリアさんにお願いして、最寄りの服屋で服を何着か買って来て貰った。男だけならジェフさん一人でよかったのだが、女性用の服の事は彼女以外誰だれも分からなかったから自分で行って貰うしか無かった。

　その間に俺はひとっぱしり店に行き、カルムさんに新人を雇う事を伝えておかないと。







２章41話　予兆







　店から戻もどり、ジェフさんや着替えたコーキンさん達と合流。

「さてと、んじゃ俺はここらで」

「ジェフさん、ありがとうございました！」

「いいって事よ、じゃあな！」

　代わりにジェフさんがもう役目は終わったと去っていく。

　そんな背中に頭を下げ、見送った俺はコーキンさん達を引き連れてギルドへ。

　ちなみに３人が登録するのは商業ギルド。どちらのギルドがいいかと聞けば、満場一致での決定だった。

　商業ギルドに着くとやっぱり応接室に通され、ギルドマスターとの面会だ。

「そいつらが例の新人かい？」

「はい、先さき程ほど知人の伝を頼って見つけた人材です」

「アンタは毎度毎度行動に移すのが早いねぇ。話をしに来たのは今朝じゃないか。……まぁ身軽で行動が早いのは商人としちゃ強みだけどね。で、アンタらこの子の店で働くんだね？」

「「「はい！」」」

　その返答を聞いてギルドマスターが３人を見て、若じやつ干かん目を見開いた気がした。

「ほうほう…………リョウマ、アンタ何したんだい？　こいつらからは妙な野心を感じるんだけどねぇ？　その割にアンタを裏切らなさそうだ。どう見ても今日会ったばかりには見えないよ」

　流石さすがだな……

　コーキンさん達は３人とも一時はスライムの研究者だったからか、クリーナースライムの価値に気づいてそれを見出した俺を年齢と見た目に構わずかなり高く評価してくれている。

　それと同時に彼らの鬱うつ憤ぷんもあったんだろう。それを晴らせる可能性があるという喜びや、安定した生活を送れる給料を得られる安心感などもあり、色々会ってから間もないが慕ってくれているようだ。特にテイマーギルド関連で辛酸を舐めた経験のあるトニーさんは、相当鬱憤が溜たまっていたようだ……

　理由はともかく、問題は無いだろうとギルドマスターのお墨付きを貰い、３人の登録と契けい約やくを行う。

　彼らには主にクリーナースライムの管理を任せるが、誰にも渡さない様に契約書もギルド職員立会いの下で、しっかりとした物を作る。また契約用紙にも色々と種類があるようで、今回使ったものは本来なら大きな取引にしか使わない特別な契約用紙らしい。

　これは魔法を使っている訳ではないが、その紙自体が重要文書の証であり、ギルドで厳重に管理されるため契約書の偽造・書き換えは不可能だそうで、契約違反にも厳しい罰が下るとのこと。

　例外としてまた店てん舗ぽを増やす場合などに、俺の許可があればその店を担当する従魔術師への譲渡は許可してある。こうしないと新しい支店が増やせない。

　一通り必要な手続きを終えた俺おれ達たちは、ギルドマスターに礼を言い共にギルドを後にした。




■　■　■




　次に向かうところはただ一つ。店でカルムさん達に紹しよう介かいをして早速働いてもらう。

「13、14、15番のお客様ー！」

「38、39、40番、ここ置いておきます！」

　ちなみに店やギルドへの道中聞いた話では、コーキンさんは元貴族らしい。そのためか少々喋しやべり方が偉そうなので、洗せん濯たく物もの運びの担当に。

　トニーさんは日雇いの鉱夫をしていただけあって体力があるそうなので、洗濯物運びの担当。

　ロベリアさんは人と接する機会の多い仕事に就いていたので、受付に出て貰った。いきなりだったが、上手うまくやっているようだ。というか、前の店で学んだのか……店に来る冒険者の数人が悩殺されている？　そんなに露出の多い服装じゃないが……それは関係無いか。見えるだけが全すべてではない。

　とにかく悩殺された男性冒険者は今後常連客になる可能性が高いと思っておこう。

　そういやこの店、改めて考えると雇ってる女性が美女ぞろいだ……いや、この世界の人全体のレベルが高いだけかもしれない？　今まで不細工な人とか会ってない気がするし。年をとっていてもいい感じに老けていると思う。

　そんな事を考えていると、店の方から大きな声が聞こえてきた。

「コーキンであるか!?　何故ここにお前が居るのである!?」

「その喋り方、レイピンか!?」

「……お２人共お知り合いだったんですか？」

　運んでいた最中の洗濯物を持ったままのコーキンさん、カウンター越しに驚くレイピンさん。固まって動かない２人に声をかける。

「う、うむ。レイピンは私の元同僚だった」

「吾輩が昔勤めていた魔獣研究所の同期だったのである。吾輩は数年で辞めてしまったのであるが……まさかこんな所で会うとは思わなかったのである。コーキン、何時この街に来たのであるか？」

「それは……」

　何か込み入った話になりそうだ……

「コーキンさん休きゆう憩けいいいですよ。レイピンさんもこちらへ、話は奥おくでどうぞ」

　２人には奥の応接室を使ってもらおう。




■　■　■




　それから数十分後




　事情を聞いたレイピンさんは深いため息を吐いていた。

「まさか吾輩より先にこの街に居たとは思わなかったのである……てっきり最近来たばかりかと」

「……私もお前がこの街に居るとは。てっきり魔獣を追いかけて色々な街の間を飛び回っているものだとばかり」

「飛び回るにしても拠点とする街はあるのである。しかし、こんな形で再会するとは凄すごい偶ぐう然ぜんもあるものであるな……」

「私ももう会う事は無いと思っていた。お前が研究所を辞める時の誘いに乗れば良かったと何度も思ったが、その度にな」

「だから言ったのである、お前も吾輩も研究はできても研究所は性に合わないと」

「お前と違って私には魔法の才能は無い。おまけに魔獣を従える才能も無いのだ、冒険者業は危険過ぎてついて行く事はできんと思ったから断った。それに関しては今でも間違った選せん択たくだとは思っていない。

　……だが、早めに研究所に見切りを付けるべきだったとは思っている。そうしておけば資産を浪費し破産する事無くいられたかもしれないな」

　コーキンさんの話でしんみりとした空気が流れるが、それを打ち切ったのもコーキンさんだった。

「しかし今日からはここで雇って貰える事になったのでな、そう悪い人生でも無いかもしれん。ここなら我々を嘲り笑っていた連中を見返す事が出来そうだ。それにまだ数時間しか経たっていないが、クリーナースライムを知って悔しさと未練と惰性で続けていたスライムの研究にやり甲斐を見いだせた気がする。店長には感謝している」

「これから頼たよりにしてますから、頑がん張ばって下さいね」

「勿論だ」

「……まぁ、無事に生きていられて良かったのである。リョウマの店ならこれからの生活も安心である」

　話は一段落したが、そういやレイピンさんは何しに来たんだろう？　洗濯も頼たのんでないみたいだし……アイテムボックスに入れてるのか？

「そう言えばレイピンさん、今日は洗濯の依頼ですか？」

「そうであった！　今日の用事は洗濯ではないのである、洗濯は昨日大量に頼んだので大だい丈じよう夫ぶなのである」

　そうなんだ。俺の居ない時に来てたのか。

「今日はリョウマに知らせておこうと思った事があるのである。グレルフロッグを知っているであるか？」

「この街の付近の沼ぬまで大量発生する魔獣ですよね？　革が鎧よろいの材料に、内臓が薬になるっていう」

「知っていたなら話が早いのである。その大量発生が始まるのである」

「本当ですか!?」

「ピークは３、４日後と思われるが、明日からグレルフロッグの捕ほ獲かく依い頼らいがギルドに出るのである。グレルフロッグは薬の材料として高く売れる魔獣であるから稼ぎ時であるし、それを餌にするリムールバードは従魔術師や貴族の間で人気が高い。

　リムールバードと契約できれば従魔術師として箔がつき、ギルドの評価も上がるであろう。興味があれば試してみるといいのである」

　確かに、テイマーギルドの評価はともかく、リムールバードは飛ぶのが速いと聞いてるし、連絡手段として良いかもしれない。

「情報ありがとうございます。他の街に支店を出だすなら早く確実な連絡手段もあった方が良いですし、試してみようかと思います」

「そうであるか、頑張るのである」

　ここで突とつ然ぜん部屋がノックされ、おそらくカルムさんの声が聞こえてきた。声もカルラさんと似ているため、声だけだとどっちか分かりづらい……

「店長、冒険者のアサギ様他４名の方がいらしています。店長と話がしたいと」

　何だろう？　とりあえず先客の２人に目で了りよう解かいをとって返事をする。

「こちらに通して下さい」

「かしこまりました」

　カルムさんは一度立ち去りコーキンさんも仕事に戻ると言い出した。レイピンさんとはこれからも会えるから、と。そんな彼と入れ違いにやってきたのは、アサギさんとミーヤさん、ウェルアンナさん、ミゼリアさん、シリアさん。

「いらっしゃい、皆さん。どうしたんですか？」

「急に訪ねてすまにゃい、ん？　レイピンも居たのかにゃ？」

「吾輩はリョウマにグレルフロッグの大量発生の事を教えに来ていたのである」

「む、レイピンもか。拙せつ者しや達たちもその関係で話があったのでござる」

「早速だけどリョウマ。アンタが前に着てた作業着、あれをどこで買ったか教えてくれないかい？」

「服の洗濯はここに頼めば良いけど、行き帰りがキツイの。特に獣人とドラゴニュートの私達にはね。だから少しでも汚れにくい服が欲ほしいのよ」

　ああ、なるほどそれで……ちょうどいい、セルジュさんの店を紹介しよう。もう防水布は納品してるから、作り始めている筈はずだし。

「この街のモーガン商会で取り扱ってますよ。まだ知名度が低いので需要も少なく、在庫もどれだけ用意されているか分かりません。もしかしたら品薄かもしれませんが……この店の完成祝いで皆さんは一度会頭のセルジュさんに会ってますし、僕ぼくの紹介と言えば多分相談に乗ってくれると思いますよ」

　少なくとも無下にはされないだろうな。

「本当ですか！　ありがとうございます！」

「このくらい何でも無いですよ」

「いや、ホントに助かるよ。獣人の鼻は人族が考えてる以上に利きくんだからね」

「残り香だけでもキツイの……」

　そんなにキツイのか……

「感謝する。それでは拙せつ者しや、早速モーガン商会を訪ねる故、これにて御免」

　そう言ってそそくさとアサギさんが帰っていった。

「何だい？　珍しいねぇ」

「確かに、普ふ段だんのアサギなら突然来た事をもう少し長々と詫びると思うのであるが……」

「あぁっ!?」

「にゃんだ!?」

「どうしました？　シリアさん？」

「リョウマ君の持ってる作業着！　品薄かもしれないんですよね!?」

「「「!!」」」

「それでか！」

「アサギ、自分は買いそびれない様に急いでたのね！」

「こうしちゃ居られにゃいにゃ！　急ぐにゃ！　リョウマ君ありがとうにゃ！」

　ミーヤさん達も大慌あわてで出て行った。そんなに嫌いやか……獣人やドラゴニュートの嗅きゆう覚かくってどれだけよく利くのだろうか？

「騒がしい連中であるな……」

「レイピンさんは行かないのですか？」

「吾輩は悪あく臭しゆうや汚れには慣れているのである。魔獣の研究には付き物であるからな。それに、吾輩は魔ま法ほうでグレルフロッグを捕ほ獲かくするので沼には入らないのである。だからあまり汚れないのである」

「なるほど」

　それからしばらくレイピンさんと魔獣について雑談していた。

　聞いた話では、グレルフロッグはギルドで買い取りの場合、１匹で中銀貨１枚になるらしい。内臓から作れる薬が様々な効果を持つからだ。

　その話を聞いて、この世界に来た時に与えられた薬学の知識からグレルフロッグを材料とする薬を思おもい浮うかべると、ざっと50種類以上ある。更さらに、割と精力剤や滋じ養よう強きよう壮そうに効く薬が多く、これらは貴族の男性に高値で売れる。

　重要なのは処理の方法。下手な者がやるとすぐに質が落ちる。それでも薬にはなるが、品質も落ちるし作れなくなる薬もある。だからギルドで出る依い頼らいは捕獲で、絶対に自分で解体しないように注意されるらしい。

　特に重要な処理は血ち抜ぬき。できる限り丁寧に血抜きをするべきで、これがちゃんと行われないと品質が一気に悪くなる……あれ？　これ、ブラッディースライムがいれば完かん璧ぺきじゃないか？

　あと、一度乾かん燥そうさせて保存が効くようにする作業。これも普通にやれば傷むので、風魔法などを使って手早く行わなければならない。如何に早く乾燥させるかで質が大きく変わるが……これも錬れん金きん術じゆつで良いよな？

　処理は簡単、用途が豊富で保存も可能。

　依頼を受けないと売り先が見つけられない。あるいは売る際に安く買い叩かれやすいというだけで、薬草採取のように依頼を受けなくても捕獲に行って良いらしいし、薬の材料として確保しようかな……




　そんな感じで話をしていたら思いのほか時間が経っていた。

「もうこんな時間であるか？　遅おそくまで邪じや魔まをしてしまったのである」

「いえいえ、楽しかったですよ」

　帰るレイピンさんを見送ると、程ほどなくして営業時間も終わり。

　店の売り上げを確かく認にんして帰ることにした。







２章42話　準備







　お嬢じよう様さまたちの部屋で、いつもの様にアローネさんがいれてくれる紅茶を楽しみながら報告をする。

「ギルドには話を通せたかしら？」

「はい、それに今日既すでに３人の従魔術師を雇い入れました」

「もう雇ったのかい？　急ぎすぎじゃないか？」

「そうかもしれませんが、良い人材を見つけたので。商業ギルドのギルドマスターにも良いんじゃないかとお墨付きを頂いてますよ」

「ほう、ならば安心じゃのぅ」

「それに彼かれらは全員左遷されてスライムの研究をしていた人達ですので、かなりやる気があるみたいです。これで見返せる！　とか……」

「なるほど、そういう事か」

「変に理由をつけて取り繕っている人よりは信用できるかもしれないわね」

　こうして店の話をした後に、ラインハルトさんからもグレルフロッグの大量発生の話を聞いた。リムールバードとの契約は明後日を予定しているとの事だ。




■　■　■




　翌日




　朝から店に顔を出して、予定を空けるために明日の事を話す。するとコーキンさんがリムールバードに関する注意点を教えてくれた。

「ありがとうございます。お詳くわしいですね」

「ははは、私は毎年再起をかけて契約を試していたからな。一向に成功しなかったが、知識だけはあるのだよ」

「今年は？」

「昨日までは行くつもりだったが……この店で働ける事になったのだから、もうリムールバードはどうでも良くなってしまったな」

　と晴れ晴れとした顔で言われた。

　ウチの店でそう言っていただけるのは嬉うれしい。気分よく店を出て、次にセルジュさんの店へ。

「ようこそいらっしゃいました、リョウマ様」

「おはようございます、セルジュさん。防水布の納品に来ました」

「ありがとうございます。一昨日の布ですな。昨日は宣伝もしてくださったそうで、５名のお客様が来ましたよ」

「売れ行きはどうですか？」

「そちらの紹介できた５名の他にも、日に何度かはかならず売れています。特に冒ぼう険けん者しやには既にご存じだった方も多いようで、お仲間の分まで買い込んでいく方もいますね」

「そういえば……前に汲くみ取とり槽そうの掃そう除じの依頼を受けていた時に毎日あの服装で街歩いてました。その時に目立ってたせいでしょうかね」

「おそらくはその通りかと。この分だと予想していたより早く需要が高まるかもしれませんな」

「今日の持ち込みは70反ですが、生産量にはまだ余よ裕ゆうがあります。作業場を拡張して出来る限り生産量を増やしてみますよ」

「お願い致いたします。しかし、無理はなさいませんように」

　あ、セルジュさんも俺おれが働き過ぎだって話聞いてたのか。

「大丈夫ですよ。店はもう僕が要いりませんし、防水布もかかる時間の殆ほとんどは加工後の乾燥で手て持もち無ぶ沙さ汰たですから」

「ならば良いのですが……」

　そう言うセルジュさんは何となく疑わしげに俺を見てから、俺が出した防水布の確認と加工料の支し払はらい。そして加工料と今日ある未加工の布を受け取って廃はい坑こうに向かう。




■　■　■




　廃はい坑こう到とう着ちやく直後




　スティッキーに布の加工を頼み、アーススライム２匹とスカベンジャー達を連れて別の坑こう道どうで新しい作業場を作る。

　アーススライム２匹にはクリエイト・ブロックによる穴掘り。スカベンジャー達にはブロック運び。そして俺が壁かべの補強という役割分担でサクサク作業を進めては、増えた台で防水布の増産に勤しんだ。

　結果、前回の倍である１４０反の加工に成功。スティッキースライムにもまだ余裕はありそうだが……１５０あたりで止めとこう。あまり無理をさせても良くない。

「それじゃ……好きにしていいぞ」

　今日は沢たく山さん働いて貰もらったので、スライムの訓練もなしにした。

　土魔法で作った石の器うつわに水魔法で出した水を入れてやる。

　……おお、ゆっくりとだが群がってきた。飲んでる飲んでる……ん？

　集まるスライムを見て、ふと考える。

　アーススライムとダークスライム以外のスライムも魔ま力りよくを吸収するんだろうか？

　……物はためしだ。

　無属性の魔力をそっと放出してみる。

　……アーススライムやダークスライムとは吸う勢いが違ちがうけど、どのスライムも魔力を吸っているようだ。

　属性を変えるとスティッキーは無属性、ポイズンは毒属性、メタルとアイアンは土属性の魔力を好んだ。アーススライムとダークスライムは言うまでもない。

　だが驚いたことにブラッディーは無と水、アシッドは毒と水、クリーナースライムは水と光、スカベンジャーは土と闇やみ……２つの属性を同じくらい好んでいた。

　複数の属性を好む事もあるんだな……

　さらにヒールスライムは無属性、水属性、光属性と３属性も好んでいたが、回復魔法が一番好きな様だ。なぜこれだけ魔力ではなく魔法なんだろうか？　まぁ、俺の回復魔法の訓練にもなるし、良いけど……

　と思っていたら、ヒールスライムが分ぶん裂れつ可能になった。魔力も栄養と同じなのか？　今後、要検証だな……

　とりあえず分裂させて契約する。これでヒールスライムは４匹になった。

　その後は明日のリムールバードとの契約の準備として、アイテムボックスからギターを引っ張り出し、練習をする。

「……それなりだな」

　趣味でそこそこ。すごく上手というわけではない。この腕うでで上手く契約できれば良いが……まぁなるようになるだろう。ダメだったら他の鳥系の魔獣を探せば良い。




　布が乾燥するまで時間を潰つぶし、街に戻ればいつも通りにセルジュさんの店へ。

「お疲つかれ様さまでした」

　今日作った分で当面の防水布の在庫は確保できたそうだ。製品に加工する時間も必要だから、しばらく納品の必要は無いと言われた。やっぱり少し遠えん慮りよというか、あまり仕事をさせないように気遣われているみたいだ。加工は本当にスライム任せなんだけどな……

　残りの布は全部防水布にして作り溜めておこう。

　セルジュさんの店を出た俺は、空を見て少し考える。

「……また微妙な時間に仕事が終わったな……」

　今から帰ってもする事がない、廃はい坑こうで訓練をするにも今から廃坑に行くほどの時間はないだろう。……こういう時は、教会だな。




■　■　■




　教会に着くと、今日はステータスボードを作ってくれた時の女性が門の前に居た。

「あら、貴方はこの前の……」

「先日はどうも」

「ようこそ、今日は何の御用でしょうか？」

「今日はお祈りに」

「そうですか、それではこちらにどうぞ」

　前回と同じように礼拝堂の席につき、手を合わせて祈りを捧げる。

　…………………………………………………………ん？

　あれ？　いつもの様に神の世界に行くかと思いきや、何もない。

　……まぁ、毎回向こうに行くのがおかしいのか。

　と思った次の瞬しゆん間かん、目の前が真っ白に。

「!?　ここは……いつも通りか。しかし変な間があったな……」

「わりぃわりぃ、滅めつ多たに使わねぇ力なもんでよぉ。手間取っちまった」

　後ろからの返答に振り向いてみると、毛深くて背の低いオッサンが酒樽を右肩に担ぎ、左手で持った酒さか瓶びんの中身を口に流し込みながら立っていた。もう分かった、間ま違ちがいなく酒の神だ！

「酒の神、テクン様でしょうか？」

　一応そう聞くと、酒瓶から口を離して答えてくれた。

「おう、俺はテクンだ。そんな丁てい寧ねいな言葉要らねえ。一応神だから、その気になりゃお前の心も覗けるんだ、敬語なんざ意味はねぇよ。何よりめんどい、俺を呼ぶ時もテクンでいい。まぁ座れや」

　そういやそうだったな……人相手ならともかく、心を覗ける神相手じゃ意味も無いのか……

　言われるままにテクンに続いてその場に座る。

「じゃあ普通に……初めまして、リョウマ・タケバヤシだ。加護をありがとう」

「俺としちゃたまに見てっから初めてって気はしねぇなぁ。加護の事は気にすんな、俺はたまたま面白そうな奴やつ見つけたから加護やっただけだ。それがお前だったっつーだけよ」

　テクンはそう言って手に持った酒瓶から酒を飲む。

「今日居るのはテクンだけか？」

「おう、他の連中はそれぞれ好き勝手に過ごしてるからな。戦いくさの神、魔法の神、大地の神……真っ白にしか見えねぇが、それぞれ居心地の良い場所があんだよ。そこに人間で言うと家になる場所を作って住んでんだ」

「そうなのか、知らなかった……という事は、ここはテクンの家か？」

「いいや、俺は家を持たねぇ。俺は酒と職人の神だ、酒と職人はいろんな場所にあるし、いろんな場所にいる。俺はそこを適当に渡り歩いてんだ」

「そこを渡り歩く？」

「一応神界とお前らが生きてる世界は繋つながってんだ…………詳しい説明は誰か別の奴に聞いてくれ、俺は上手く説明できねぇ。それより飲め」

　テクンが空中から酒の満ちた杯を取り出して突き出してきた。形状はゴブレットというやつだな。金色で、所々に銀と小さな宝石で装飾がされている。

「ほれ乾かん杯ぱい!!」

「か、乾杯！」

　勢いで乾杯してしまったので、飲んでみる。

「……美味うまい！」

　甘みのある非常に美味い酒だった。

「大地の神の加護がある土地で、農業の神の加護を受けた人間が育てた果実と花の蜜。それで俺が加護を与あたえた職人が作った果実酒さ。美味いに決まってんだろうが」

「へぇ……帰ってから手に入るかな？　それと土地にも加護が与えられるのか？」

「気に入ってくれたなら嬉しいが、こいつは奉納品だからな。俺達に供えられるか、余りを職人や内輪で分けるくらいだ。難しいだろう。

　加護の方はそうだな……俺は人にしか加護は与えねぇが、大地の神は土地に加護を与えるぜ。他にも気に入った場所に加護を与える奴もいるしな。お前も知ってるガインなんかは昔、この世界の全てに加護を与えてたんだぜ？　何てったってアイツは創造神だからな」

　そういやそうだった。
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「まぁ今じゃこっちの世界の生物が成長して自分達たちの良い様に変えちまったから、段々ガインの加護のある場所は減ってるけどな。俺もそうだが、加護を与えるのを止める事もあるんだよ。

　例えば熱心に鍛冶かじの修業を積んでる奴を気に入ったから加護を与えてやったのに、それで良い物が出来る様になったからって手ェ抜ぬく様な奴になっちまったら加護を取り上げるって感じだなぁ」

　そう言ってまたテクンは酒瓶から酒を飲む。

「そういやお前、最近ガイン達がどこに行ってるか知らねぇか？」

「どこに行ってるか？」

「おう。最近滅多に見ねぇし、急にいなくなる事が多くてよ。別に仕事はそんなにねぇから困っちゃいないんだが、これまでこんな事は無かったから気になってな」

「そう言われても俺は呼ばれないとここに来れないし、話せも……」

　そこでふと前回聞いたクフォの言葉を思い出した。

「もしかしたら、俺のいた世界に行ってるのかもしれない」

「お前の？　……なんつった？　地球、だったか？」

「そうそう。前にここに来た時にクフォが言ってたんだよ。ガイン達は地球に観光に行ってるって」

「はぁ!?　異世界に観光!?　何やってんだあいつら！」

　テクンは驚おどろいてそう叫さけぶ。

「何かおかしいのか？」

「……普ふ通つうは神が自分の管理してる世界とは違う世界に干渉するような事はしねぇ。基本的に不干渉だ。お前みたいな連中を向こうの世界から連れてくるのは、こっちの世界がやばくなるから特例としてやってんだ、観光なんて気軽に行ける訳ねぇよ」

「だがクフォとこの前会って話した時、間違いなくそう言った。ガインはアイドルにハマって、ルルティアはスイーツ巡り、クフォは地球の秘境巡りか何かをしたとか」

　それを聞いてテクンは何やら考え込み始めた。

「どういうこった？　それ、本当なんだよな？　アイドルっつーのはよく分からねぇが……」

「ああ、嘘うそじゃない」

「別に行くのは不可能じゃねぇんだが……普通は向こうの神に嫌がられるぜ？　大体お前がこの世界に来るまでそんなこたぁ無かっ……まさか!!」

　突とつ然ぜん怒いかりの形相でテクンが立ち上がった。

「どうした!?」

「あの野郎共……まさかあまりに暇ひまだからって、向こうの神と交こう渉しようでもして観光の許可取ったんじゃねぇだろうな？　暇なのはあいつらだけじゃねぇんだってのに、自分達だけ楽しんでんじゃねぇだろうな？」

　ワナワナと震えだしたテクンは急いで地面に置いていた酒樽を担ぎ、こう叫ぶ。

「こうしちゃいられねぇ！　あいつら絶対に探し出す！」

　そう言って走り出そうとするテクンに慌てて声をかける。

「お、おい！　俺はどうすれば!?」

「あー悪い……そのまま時間経てば戻もどれるんだろ？　酒でも飲んで帰れるのを待っててくれや。そのゴブレットは魔力を流し込めればいくらでも酒が出せるから安心しな。悪いが今は急ぐんだ、またな！」

「ちょっ、って速っ!?」

　テクンは見かけによらず、物凄い速さで走り去っていった。というか歩幅と移動距きよ離りが合ってない。ああ、もう見えなくなった……本当に置いていかれたな……

「こんな所に置いていかれてもな……とりあえず、酒飲んで待ってみるか……」

　杯の中の酒を一口飲む。

「うん、やっぱり美味い。しかし、せっかくなら酒だけじゃなくておつまみでも欲しいな」

　しかしこの場には酒と杯しか無い。テクンはこのゴブレットに魔力込めれば酒が出てくるとか言ってたけど、酒だけでつまみは出てこないんだろうし……魔力が使えるなら魔法も使えるか？

「『アイテムボックス』」

　空間に黒い穴が空き、アイテムボックスが使えた事が分かる。

「使えちゃったよ……場所関係無いのか？　まぁいいや、つまみになりそうな物は……そもそも食料は果物……も無いよな？　最近は宿暮らしだし、全部店の冷蔵庫に入れてたからなぁ……」

　アイテムボックスの中の物を適当に出してみるが、つまみになりそうな食べ物は見つからない。

　そんな事をしているうちに、帰る時間を告げる光が輝かがやき始める。

　ヤバっ！　急いで片付けないと！

　一気に杯の中の酒を飲み干し、出した物を適当にでも急いで、とにかく出来る限り早く収納。

　そして全ての物を収納し終え、アイテムボックスの入口を閉じた瞬間、光が強くなり、元の世界に戻ってきた。

「おお……セーフか？」

　アイテムボックスを使ってみると、向こうで取り出した物がちゃんと入っているのが確認できた。よかった……

　……そういやあの酒、最後一気飲みしちゃったけど、勿もつ体たい無ない事したな……静かに味わっとけば良かった……

　あの酒は本当に美味かった分、残念に思えてしまう。

　お酒一つでこんな気分になったことは初めてだ。

　軽く気分が落ち込んだまま、少しばかりの寄付をして帰ることにした。







２章43話　沼地へ







　翌日




　今日はとうとうリムールバードとの契けい約やくを試ためす。そのために俺と公こう爵しやく家の４人、そしてセバスさん、ジルさん、ゼフさん、カミルさん、ヒューズさんの計10人で廃坑に向かう道を歩いている。

　お嬢様や他の皆みなさんは坑道での訓練時の様に鎧と武器を装備しているが、俺はツナギ。服装が俺だけ大きく違って浮いているなぁ……

　しかしお嬢様の訓練のため馬車は使っていないが、彼かの女じよは意外と体力があるのかもしれない。休憩を挟んではいるものの、今まで一度も弱音を吐いていなかった。

「ふぅ……リョウマさん、大丈夫ですか？」

「僕は大丈夫ですよ」

「リョウマさんは体力がありますのね……」

　軽く落ち込み始めるお嬢様。別に疲れるのは構わないと思うぞ？

　山道で上り坂だし、舗装されてないから歩きづらい道だから仕方ないだろう。疲れたと口にしないだけマシだと思う。

　同じ事を思ったのか、カミルさんがエリアを励ます。

「大丈夫ですよ、お嬢様。同じ年頃の普通の子と比べれば、お嬢様は十分歩けていますよ」

「そうだぜお嬢、リョウマと比べんな。コイツはちと規格外な奴だからよ。普通ならとっくにバテてもおかしくねぇんだぜ？　つーかリョウマ、お前汗ぐらいかけよ」

「汗かけよって言われても」

　生理現象だからなぁ……

「坊ぼつちゃん。普通なら言われなくても汗くらいはかきやすぜ」

「お嬢様の足に合わせているのでそれほど速くはない、その上で我々の様に鍛きたえている者なら分かるが……リョウマはどんな訓練をしていたんだ？」

「そうですねぇ……簡潔に言うと……限界まで鍛錬をして、倒れたり休んだら大怪我けがをしてもおかしくない攻こう撃げきを叩たたき込まれ続けて、苦しむか鍛錬を続けるかのどちらかを選ぶ。それを毎日続けていたらこうなりましたけど」

「お前の師し匠しようは鬼か何かか!?」

「否定できませんね」

　子供の頃はただひたすら親父が怖かったな……それこそ目の前にいると威い圧あつ感で息が出来なくなりそうなくらいに。

　そんな事を考えていると、出発するそうだ。

「エリアの汗が完全に引いてしまう前には歩き始めんとな」

「もう少しだから頑張るのよ」

　俺おれ達たちは再び歩き出す。そして休んでいた場所から30分程で道をそれ、森を分け入って進むこと更に30分。鼻に悪臭が届き始める。これが沼の臭においか……

　なお進むと、赤茶色の沼が見えてきた。

　位置的には丁度森と鉱山の境目付近にあるようだ。森の中だが木が少なくなっていて、雨か何かで崩れた鉱山の土が流れ込んだ感じの泥どろ沼ぬま。近づくと更に臭く、お嬢様は口元に手をあてて耐たえている。

「ここが、話していた沼だよ。周りの木々の落ち葉や沼に棲む生物の死体が腐くさってこの臭いが出てるんだ」

「酷ひどい臭いですわ……」

「確かに酷いけれど、他所の領地を出歩くならこういう環境にも慣れないといけないわよ」

　そういやジャミール公爵領はラインバッハ様が環境を整えたから、他の領地より環境が良いんだったな……って事はジャミール公爵領以外は……ここ程では無い事を祈ろう。

「ふむ、まだこの辺にはグレルフロッグもリムールバードもおらんようじゃな。沼は１つではない、他を見て回るとしよう」

　ラインバッハ様の言葉で再び移動する。すると10分程で先さき程ほどの３倍程の広さがある沼が見つかり、そこには30人程の冒険者や従魔術師、そして２００羽を超こえる青い鳥の姿も見える。

「あれがリムールバードだ！」

「あれは……」

「綺麗ですわ……」

　外見は大型のオウムに近いが、目を引くのはオナガドリのような長い尾。体が青、頭と尾が緑色の綺麗な羽を持っていて、人気があるというのも頷ける。赤茶色の沼に不思議と映えている。

　とても綺麗なんだが、その分周りに居る冒険者が邪魔にも思えた。

「そっち行ったぞ！」

「早く捕まえろ！」

「あっ!?」

「急げ！　食われる前に！」

　冒険者は沼ぬまに入り、グレルフロッグをリムールバードと奪い合っている。

　ゴツイ男達が泥まみれになりながら、沼の色と同じ色で見えにくい赤茶色のカエルに網や素す手でで飛びつく光景……見ていて非常に暑苦しい。

　そんな時、沼のほとりでは２人の若い男が楽器を用意していた。

「２人とも、あの人達が契約を試すみたいよ。見てなさい」

　片方が笛を吹き始めた。リコーダーの様な縦笛だ。しかし、あまり上手うまいとは思えない。

「契約に演奏の腕前はどのくらい影えい響きようしますか？」

「なんとも言えませんな。判断するのはあちらですので」

「自信を持って演奏した曲で失敗し、怒って楽器を叩き壊した音で契約に成功した例もあるそうですの」

「それはまたなんというか……」

　そのうち男は一曲吹き終えたようで演奏が止むと、リムールバードが一いつ斉せいに鳴き出だした。

『ケラケラケラケラケラケラケラケラ!!』

『アハハハハハハ!!』

　人間が相手を馬ば鹿かにするような、カンに障る笑い声で。

　コーキンさんから貰った情報にもあった。リムールバードは演奏を聞いて認めない場合は警けい戒かい音を発する。そしてその警戒音が非常に嫌な音だと。

　嫌な音ってこういう意味かよ！　……確かに聞いていて気持ちの良い音じゃないけど。

　よくある事なのか冒ぼう険けん者しや達たちは全く気にしていない様子で、チャンスとばかりにグレルフロッグをかき集めている。それがまた一段と相手にされていない雰ふん囲い気きをかもし出す。

「聞いて分かると思うけど、これが失敗だよ。こうなると契約は無理だ。何度かやり直す事はできるけど、あまり連続してやり過ぎると襲ってくるから演奏は一度、多くても二度で止めておく様に」

　ラインハルトさんが説明をしているうちに、もう片方の男が笛を吹き始める。こっちはさっきの男より酷い……今度は曲を吹き終わる前にリムールバードが笑い出した。

　それが頭に来たのか、男は腰こしから護身用と思われる短剣を引き抜いて沼に入り、リムールバードに近寄っていく。

「む、いかんな……油断するな」

「「「「はっ！」」」」

　ラインバッハ様の言葉に、護衛の４人が前に出る。セバスさんやラインハルトさん達まで警戒態勢だ。奥おく様さまは俺とエリアの傍に来た。

「ケーッ！」

「ぐあっ！　ひ、ひぃっ!!」

　刃物を持って近づいてきた男に危機感を覚えたのか、男に近いリムールバードが鳴く。すると直後に男の肩が浅く切り裂かれ、悲鳴が上がった。

「風魔法……」

　他のリムールバードも一斉に男の方を見ており、男は先程までの怒いかりから一転、恐怖と焦りで一目散に逃にげようとしている。その近くにいた人達も巻き込まれ、同じく慌てて撤退。

　その背中目掛けて数羽のリムールバードがウインドカッターを放つ。

　命中精度はあまり良くないようでどれも外れているが、男はさらに必死に逃げる。

「あの男性みたいになってはダメよ。リムールバードは温厚な魔獣だけど、弱い訳じゃないの。ああやって侮って、力ずくで従えようとすれば当然の如く抵てい抗こうされるわ」

　奥様から注意を促されるが、俺はあの男がこっちに向かって来ている方が気になって……ヤバイ！

　男は沼のほとりにたどり着いたが、そこで気を抜いたのか動きが止まる。

　そこへ放たれた一いち撃げきが、男の足をとらえた。

「くあっ!?　ああ……」

「「『アースウォール』!!」」

『ケーッ!!』

　咄とつ嗟さに俺とカミルさんが唱えた魔ま法ほうが、土の壁を男とリムールバードの間に作り上げる。男を狙ねらった十数発のウインドカッターが削るような音を立てているが、どうにか防ぎきる事に成功。

　そこでウインドカッターは止まるが、次の瞬間周囲に大きな鳴き声が響いた。

「クケーッ！　クケーッ!!　クケーッ[image: ]　クケーッ[image: ]」

「きゃぁあああ！」

「ぐぅっ!?」

「これは!?」

「皆！　気をしっかりと持て!!」

　皆さんが急に苦しみ始める。お嬢様に至ってはその場で震ふるえてふらつき、奥様とセバスさんが急いで支えていた。

　急にどうした!?

　周囲を見回すと沼に居た冒険者達にまで、苦しんでいる者や正気を失っている様に叫び蹲うずくまっている者達がいる。

　この広こう範はん囲いの影響、それに同時に感じる強い魔力。どう考えてもこの鳴き声が原因だろうけど……でも一体どの鳥だ？

　音と魔力の出処を探ると、数秒で群れの１羽に目が留まる。どうやら俺の風魔法と同じように、空気を操り音を周囲にばらまいているらしい。おかげで意外と早く見つかった。

「『サイレント』！」

　魔力の発生源となる１羽に向かって魔法を使用。

　音が原因なら、空気の振動を止める風魔法で止めてやれば……

　狙った通りに音が止み、ラインハルトさん達は表情を和らげる。

　どうやら効果はあった様だが…………つらい。

　向こうも当然のように抵抗している。

　あっちは俺の『ビッグボイス』のように空気の振動を増幅させる魔法を使っていた。同じ風魔法で正反対の事をやり続けているからか、魔力と魔法の制せい御ぎよ力勝負になっている。気を抜くとまた音が漏れそうだ。

　制御能力では対等……いや、徐じよ々じよに押おされてきている。なら……こっちはゴリ押しだ！

　先程より多くの魔力を込めて、もう一度呪じゆ文もんを唱える。

「『サイレント』！」

「……クケーッ！」

　数秒の反抗の後、不利と感じたのかそのリムールバードは急に飛び立った。それに続いて他のリムールバードも一斉に飛び立つ。空からの攻撃に警戒……したところで、鳥の群れは一目散に遠ざかっていく。

「逃げた？　……一段落、か？」

「カミルはあの男の治ち療りようを！　ジル、ゼフ、ヒューズは沼の中で倒れている者を沼のほとりへ！　セバス、エリアは？」

　ラインハルトさんが指示を出し、セバスさんにそう聞く。しかし、その質問にはお嬢様が答えた。

「問題、ありませんわ……」

「エリア、大だい丈じよう夫ぶか？　気分は悪くないか？」

「ええ……急に怖こわくなって……でもそれだけです。もう落ち着きましたわ」

「そうか。良かった……リョウマ君、ありがとう。さっきのは君がやってくれたんだろう？」

「原因はリムールバードの鳴き声ですよね？　とりあえずそれっぽかったので止めましたが、あれは何をされたんですか？」

「「えっ？」」

　その声を発したのは奥様とお嬢じよう様さまだった。

「リョウマさん、何ともありませんでしたの？」

「別に何も……」

　鳴き声がうるさいなと思っていたくらいだ。だからこそ周りを見る余裕もあったのだが……むしろ周りの人が倒れたり苦しみ始めた事の方がよっぽど驚いた。

「うるさいって、それだけだったの？」

「はい」

　俺の返答に首を捻る奥様、その横からラインバッハ様とセバスさんが説明をしてくれた。

「リョウマ君が鳴き声を止めたのは、おそらくただのリムールバードではないな。上位種のナイトメアリムールバードじゃろう。風属性魔法に加えて闇属性の魔法も使える種類でのぅ、最大の特とく徴ちようが鳴き声と共に放たれる闇属性精神攻撃なのじゃ」

「これを聞くと、恐怖や混乱、錯乱を引き起こし、幻覚を見たり気絶される方々もおります。あの方々のように」

　セバスさんが指差す先には、沼のほとりで横たわる人々がいた。ジルさん達や無事だった人に助け出された彼かれらの大半は座り込んでいて、一部は意識が無いか未いまだに蹲って怯えている者もいる。

「こうして見るとひどい状じよう況きようですね……」

「それだけ強い精神攻撃なのです。肉体の強さと精神の強さは違いますので、ベテランの冒険者でも意識を手放してしまう事もあります。彼らはまだ殆どが新人でしょうから、当然の結果と言えるでしょう」

「鍛えられていても苦しい事に変わりは無いけどね。耐えられるだけだよ」

　そう言えば俺、精神的苦痛耐たい性せいスキル持ってたな、そのせいだろうか？

　言ってみると、首をひねっていた奥様がそれよ！　と納なつ得とくしている。

　俺は耐性がありすぎて、耐えられるどころか何も感じなかったようだ。

　精神攻撃に関しては俺にはまず効果が出ないだろうと言われたが、そういう魔法の対策は今までしていなかった。それに効果が無いのは良いが、攻撃を受けている自覚も無かったのはちょっと気をつけなきゃならないな……




　そうこうしていると、ジルさん達が戻ってきた。どうやらその場に居た人達の救助と怪我人の治療が終わった様だ。

「向こうの被ひ害がいは？」

「怪我人が１人、原因になった男だけです。それも既すでに治療済みですので、問題なく街まで戻れるでしょう」

「しかし、どうしやすか？　今の騒ぎでリムールバードは全部逃げちまいやしたぜ」

「巣を探しますか？」

「そいつは難しいですぜ、坊ちゃん。リムールバードは空を飛ぶ時に風魔法を使って風を起こして、その風に乗るんでさぁ。そのせいで速さも飛距離もほかの魔獣とは段違いです。範囲が広くて探しきれやせんぜ」

「だから契約したい奴はこの沼で待ち伏せんだよ。今日また来るかは分からねぇが、待つか？」

「待ちますわ。ここまで来たんですもの、一度は試したいですから」

　お嬢様の言葉で、俺達はここで暫しばらく待つ事にした。そのうち沼のほとりに居た冒険者達はだんだん回復し、気絶していた者も目を覚ます。

　しかし今日はこのまま狩かりを続ける気が無くなったのか、それとも公爵家の方々がいるからとっとと立ち去りたいのか、やがて誰だれもいなくなった。残る俺達は、沼から少し離はなれたところで石の椅い子すを作り、座すわって適当な雑談をして過ごすことにした。




　その際聞いた話ではナイトメアリムールバードの精神攻撃は強力だが、だからといって攻撃して止めようとすると周りのリムールバードまで一気に戦せん闘とう態勢に入り、状況が泥沼化するらしい。それを避さけるためにはただ耐える、もしくは一度逃にげるというのが通常の対処法だ。

　俺おれのサイレントは攻撃ではなく、音を止めるだけの物だったから大丈夫だったのだろうか？　コーキンさんや公爵家の人達にリムールバードに危害を加えるような行動は御ご法はつ度とだと事前に聞いていて良かった。

　それからリムールバードの上位種は10年に一度位の頻度でしか目撃例が無く、大変珍めずらしい魔獣だそうだ。酷い目にはあったが俺達、特にハッキリと姿を見られた俺は運が良いらしい。

「どんな姿でしたの？」

「他の個体より若じやつ干かん体の色が暗かった気がしますね。暗いと言っても、濃い目……深い青と緑で高級感がある感じで。それ以外の特徴は……」

　適当に雑談をして過ごしていると、暫くして突如しんみりとした空気が流れる。

「リョウマさんともしばらくお別れですわね……」

　お嬢様に言われて気づく。彼かの女じよ達たちはリムールバードを見に、そして契約を試すために来た。だから今日ここに来た時点で目的はほぼ達したと言える。後は帰るだけで、一いつ緒しよにいる時間も残り少ない。

　……何と返せば良いんだ？　寂しくはあるが……

　そうですね。……淡たん々たんとし過ぎだろう。

　行かないで！　……40超えたおっさんがやると気色悪い!!

　外見的にはＯＫかもしれないが、俺の精神的にダメ。

　また会えますよ。……これだな。本当はもっと気の利いた事が言えたらいいんだが。

「別にもう会えなくなる訳じゃないわよ、エリア。でしょう？　リョウマ君」

　考えているうちに、先に言われてしまった。

「勿もち論ろんです」

「手紙のやり取りをすれば互いの様子は分かるじゃろうて」

「そう……ですわね！　また会えますのよね！　リョウマさん、お手紙も書いて下さいね、私も書きますから！」

「書きますとも」

「馬鹿野郎！　男なら抱きしめる位やって見せろ！」

　そう言ってヒューズさんが思い切り背中を叩いてきた。そのおかげで椅子から落ちそうになる。

「うおっ！　何するんですかというか、何を考えてるんですか!?　ヒューズさん護衛でしょうが！　止める側でしょう、普通！」

「あん？　見てて面白れぇからだ！」

　そう言って良い笑え顔がおで握りこぶしから親指を立てるヒューズさん、サムズアップだ。

「そんなんでいいんですか？」

「まぁ、友達としてならいいんじゃないかね。友達としてなら。うん」

「別に目くじらを立てるようなことでもあるまい。10やそこらの年齢なんじゃし」

　ラインハルトさんは若干複雑なようだが、ラインバッハ様は気にしていないようだ。

　ハグは挨あい拶さつ、的な感じですか？　欧米みたいに。

「な？　ほれほれ、男ならガッとだな。もっとサラッとやらねぇとむしろ恥ずかしく」

「……」

「ガハッ!?　お、お前……」

　何となくイラッときたので少し強めにボディーに一撃。振り向くと、お嬢様と目が合った。若干、顔も赤い気がする……そういう反応されても困るんだが……さっきの様に助けを、と思って奥様を見たが、奥様も完全に成り行きを見守るだけのようだ。というか、楽しんでるな……

「おい……何……しやがる……ぐふっ……」

　ヒューズさんが腹を押さえて蹲り、悶えながら聞いてきた。

「あー……照れ隠かくしです」

　我ながらなんちゅう答えだ……咄嗟に出たが酷くないか？

「照れ隠しの一撃じゃねぇぞ！　これ鍛えてない奴なら意識……イタタタタ……何で鎧よろいの上からの打だ撃げきが、こんな痛てぇんだよ……」

「あ、すいませんつい癖で」

　でも鎧を着た相手と戦う事を想定した打撃だから仕方ないよね？

　……いかん、俺のテンションも若干おかしくなってる……落ち着け、俺！

　その間にも微妙な空気が流れる。

「…………」

「…………」

「…………」

「…………」

「ピロロロロロロ!!」

「!?」

「ふえっ!?」

　微妙な空気をホイッスルの様な音が引き裂く。

　音のした方向からは、リムールバードの群れがこちらに戻って来ていた。







２章44話　契約に挑戦







　飛来するリムールバードの群れを見て、俺は言葉を失った。

　木々の間から見える赤い山肌はだの鉱山を背景に、リムールバードは透き通るような青い翼を広げ、緑の尾を靡なびかせて旋回している。沼に降り立つ姿の美しさを十全に表現できる言葉が、俺の中にはなかった。

　数は先程までより少し多い気がする。しかし援軍を連れて仕返しという訳でもなさそうだ。各自、降り立ったものからグレルフロッグを食べている。

　とりあえず危険は無さそうだが、群れの中の１羽だけじっと俺を見ている奴やつがいた。注意して見れば、さっきの上位種であることがすぐに分かる。グレルフロッグを食べずに一いつ瞬しゆんたりとも視線を俺から外さない。さっきので警戒されたか？

　後ろではお嬢様がセバスさんから楽器を受け取って準備を始めている所……

「ラインハルトさん」

「何だい？」

「僕ぼく、一旦離れます。さっきので警戒されたのか、あの上位種がずっと僕を見ているのでここに居るとお嬢様の邪じや魔まに……」

「構いませんわ」

　俺の言葉を本人が遮る。

「契約は自分と魔獣が向き合わなければなりません。リョウマさんが居たから失敗した、なんて言い訳にしかなりませんの。私はそんな事言いませんわ」

　何時になく、凛とした雰囲気できっぱりと言い切るお嬢様。

「それに、私が契約する所を見ていて頂きたいですから。そこに居て下さいまし。リョウマさんが居ると心強いですわ」

　そう言って彼女は何時もの笑顔を見せた。

　ここまで言われると、離れるという選せん択たくは無い。

「分かりました。頑がん張ばってください」

「はいですの！」

　自然と応おう援えんの言葉が出て、後ろに下がる。

　お嬢様は数回深呼吸をして、演奏を始めた。

　以前と同じ、ゆったりとした曲調の１曲。初めは小さな音から静かに始まり、段々と大きくなっていく。海の波の様に、音の大きさが変わっていた。

　小さくても大きくても、澄んだ音は途切れる事無く沼地に響き続ける。

　よく見るとリムールバードの群れも先程の男達たちの時とは違ちがい、音に合わせて首と体を右と左に揺らしている。

　そして、そのままゆったりと曲が終わった。

「…………！」

　お嬢様が緊きん張ちようの面持ちでリムールバードを見ていると、群れが一斉に鳴き声を上げた。男達に向けられた人を馬鹿にするような声ではなく、ハープやピアノといった楽器のような音を。それもただ鳴るだけの騒音ではない。

　ちゃんとした演奏のように聞こえる鳴き声が１分ほど続き、群れの中で一際輝かがやくリムールバードを先頭に、９羽のリムールバードが足元に集う。

　これは成功だろう！　さぁ、契約を……と思ったら、

「お嬢様、契約、従魔契約」

「そうでしたわ！」

　成功した喜びで忘れていたのか？　硬直していたお嬢様は、俺の言葉でハッとして夢中で従魔契約を行っていく。次々と契約していく様子を見ると、やはり契約に成功しているようだ。最後に最も美しいリムールバードと契約したエリアは、ここで初めて大声で喜びを表した。

「やりましたわ!!」

「よくやった!!」

「頑張ったのぅ」

「良かったわね、エリア」

「おめでとう」

「おめでとうございます、お嬢様」

　契約できたリムールバードは全部で９羽、１羽でも難しいと聞いていたのに、まさかこんなに多く契約するとは思わなかった。

「見て下さい、こんなに綺麗な子がいっぱいですわ！」

　リムールバードに囲まれてしゃがみこみ、リムールバードを撫なでながらはしゃいでいるお嬢様。すでに懐いているのか、膝や肩の上に乗っている個体も居る。

　若じやつ干かん鳩はとの餌えさの袋ふくろを開こうとした時に、勢いが付きすぎて餌をこぼした感じに見えるのが悲しい。何で俺の目と脳はこんな感動的なシーンでそんなくだらない事を思い出すのか……

　『鳥の群れと戯れる美少女』とかタイトルをつけて絵画になってもおかしくない光景なんだが……

　こんな事を考えていても仕方がない。俺もこの流れに乗って、やってみるか！

　アイテムボックスからギターを出す。するとその瞬しゆん間かんお嬢様が目め敏ざとくそれを見つける。

「リョウマさん、それは楽器ですよね？　リョウマさんも契約するのですか？」

「お嬢じよう様さま程ほど上手うまくはないですけどね。お嬢様にあやかって、試してみようかと」

「頑張って下さいまし！」

「頑張って、リョウマ君」

「期待しとるぞ」

　皆さんから応援されながら用意を整える。

　お嬢様のように深呼吸を一度。

　俺はギター自体しっかり習った訳でもない。ただ昔住んでたアパートの隣人が引っ越す時、要いらないギターと教本を貰もらっただけ。それを何となく、時間潰つぶしに本を読みながらコードを覚えて聞こえた様に適当に弾ひくだけだった。

　お嬢様の演奏には程遠いが、精一杯弾いてみる。

　選曲は前世テレビで流れていた曲。楽譜を買った事も無いが、慣れと感覚で適当に弾いていた曲だ。もう原曲とは大分違うかもしれない。

　だが、それでも構わないだろう。

　それほど上手いとは思わないが、それほど酷いとも思わない。俺が気分よく弾ければ良い。

「！」

　リムールバードが音に合わせて体を揺らし始めた。

　ノってきたな？　ちょっと面白い。

　そして一曲弾き終わると、リムールバードは数秒黙だまって動きを止める。

　結果は………………演奏のような鳴き声!!

「えっ!?」

　足元に６羽も飛んで来たことにまず驚おどろいた。だが、その内の１羽がさっきの上位種であることにまた驚かされる。お前、警戒してたんじゃ無かったのか？

「リョウマさん、契約ですわ！」

　おっと、いかん。俺もボーッとしていた。

　急いで１羽ずつ契約をし、滞りなく６羽との契約に成功した。

「ふぅ……成功です」

　そう伝えると、周りから大きな拍手と言葉が送られる。

「おめでとうございます、リョウマさん！」

「エリアもリョウマ君も、成功して良かった」

「おめでとうございます、リョウマ様」

「やりやしたね、坊ちゃん」

「リムールバードの契約はとっても難しいのよ、それも一度に複数羽と契約なんて２人とも本当に凄すごいわ！」

　奥様の言葉で皆さんの目が、俺達の契約したリムールバードへ移る。すると俺が契約した上位種と、お嬢様が契約した中で一番綺麗な奴が仲良さげに空を飛んだり地面で跳ねたりしていた。

　あのリムールバード、本当に綺麗だな。俺が契約した６羽も十分に綺麗なんだが、あの１羽だけなんか他のより若干色が明るくて輝いてる感じがする。

「……お嬢様、リョウマ様の上位種と一緒に居る１羽を呼んで、魔獣鑑かん定ていをして頂けますか？」

　セバスさんが何か気になったようだ。お嬢様も少し首をかしげたが、すぐに呼んで魔獣鑑定を使う。

　ちなみにその１羽を呼び戻もどした際、俺のも一緒に戻ってきて、俺の頭にとまった。

　何故なぜわざわざ頭にとまる……軽いから別に良いけど。

「えっ!?」

　頭の上の奴に気を取られていると、お嬢様が驚いて声を上げていた。

「どうしたんです？」

「この子、この子も上位種ですわ！」

　何!?　リムールバードの上位種って10年に一度くらいしか見られないんじゃなかったのか!?

「そうなんですか!?　色が僕のとは違いますが……」

「ええ、ナイトメアではなくファントムリムールバード、という種類のようです。闇やみ魔ま法ほうではなく光魔法を使えるようですわね」

「そんなのも居るんですか」

　俺はただ珍しいと考えていたが、セバスさん達は驚いて言葉を失っていた。そして正気を取り戻してからはその場で胴どう上げを始めそうな位喜び、エリアを褒め称えていた。

　落ち着いてから話を聞くと、ファントムリムールバードはリムールバードの上位種であるが、同じ上位種のナイトメアより更さらに希少なのだという。

　マジか!?　確かに色つやが違うが……希少な個体が二匹ひきも交ざっていたとは驚いた。

　しかし皆みなさんの驚きは俺以上だったらしい。この後、お嬢様の訓練の一環として沼に入りグレルフロッグの捕ほ獲かくを行ったが、皆気がリムールバードの方に向いている。と言うよりも、訓練のためにここに来た事を忘れかけていた。

　グレルフロッグも泥沼の臭いを気にしなければ割と簡単に捕まり、消化試合のように、単純作業を淡々とこなして乱獲。他に誰も居なくなっている事が作業を更に単純にする要因になる。来た時のように大勢の人がいたら、獲え物ものの取り合いで単純作業にはならない。

　しかしとにかく作業を済ませ、沼から上がった俺達はクリーナースライム浴で汚よごれを落として街に戻る。……訓練的にこれでいいのだろうか？　汚れた状態に慣れるのが目的ではなかったか？　お嬢様のスライムもクリーナースライムになるから良いのか？

　……誰も止めないし、別にいいか。

　帰る前に、一旦休きゆう憩けい。




　奥様がお嬢様と共に俺達のリムールバード達に囲まれ、ラインハルトさんはそれを離れた所から羨ましそうに眺めている。ラインハルトさんが鳥系の魔獣と相あい性しようが悪いとは聞いていたが、近づくだけで威嚇されるほどとは思わなかった……
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　ラインバッハ様は宴えん会かいの準備をするように指示を出していたし、セバスさんはワープで先に街へアローネさん達に準備を始めるように伝えに行ったりと、皆揃って今日の成果に浮かれている。




■　■　■




　宿に帰ってみれば、香こう辛しん料りようを適度に使った豪ごう華かな食事と最高級のお酒が用意されていた。となれば当然の如く宴会の開始。主役は勿論お嬢様と俺。何度もラインハルトさん達に褒ほめられつつ食事にとりかかる。

　お嬢様は早々にお腹なかいっぱいだと会話に夢中になっていたが、俺はどうも貧びん乏ぼう性が抜けないようで、話しながらも目の前の食事とお酒を食べ過ぎ、そして飲み過ぎた。

　だって残すと勿もつ体たい無ないじゃない？

　しかし久しぶりにこんなに飲み食いしたな……それに前世とは色々違う。人に囲まれて飲む事はあっても、こんなに楽しくは無かった。料理も前世の方が美味うまい筈はずなのに、今日の方が美味く感じた。酒もだ。

　……そういやテクンが俺は前世で楽しい酒を飲めなかったとか言ってたらしいな。楽しい酒ってのはこういう事を言うのだろう、多分。とりあえず、今日はテクンに祈りたい気分だ。




　宴会がお開きになった後、俺は高級酒の残りを供え物用に少し貰って部屋に戻った。前に作った石像は店においてあるのを思いだしたので、また新しい石像を作って祈る。

　この世界に来て宴会は二度目だが、前世とは違い楽しむ事が出来た。ありがとう。貰い物ものだが、高級酒を供えさせて貰う。

　……こんなもんかね？　とりあえず一度像に向かって頭を下げ、寝る事にした。

　今日は、いい気分で眠れそうだ……







２章45話　別れの前日（前編）







　翌日




　朝からお嬢じよう様さま達たちの部屋を訪ねると、部屋の中には呻く大人が大勢居た。

「うう……リョウマ君、申し訳ないけど……また薬を……」

「儂わしにも頼たのむ、年甲斐もなく、飲み過ぎてしもうた……」

「私も、よろしく……」

　昨日は大喜びして大量に飲んでたからな……

　よく見ればアローネさんやリリアンさんの顔色も少し悪い。めでたい事だからと乾かん杯ぱいの時には少しだけ飲んでいたけど、この２人もあまりお酒に強くないのかもしれない。

　大人の中では唯一セバスさんだけが違った。彼は結構飲んでいたと思ったが普ふ段だん通り。あとお嬢様も法的に飲んでいい年齢だが、無難に形だけの一いつ杯ぱいで止めていた。

　とりあえずこの前のようにワープで薬屋と八百屋に行き、薬の材料を買い、宿に戻って調合＆処方した。

　それを飲んだ後、ラインハルトさん達がこう提案してくる。

「リョウマ君……悪いけど、今日はエリアの面めん倒どうを見ていてくれないか？」

「儂らがこのざまじゃからな、とてもエリアの面倒を見る余よ裕ゆうは無いんじゃ」

「という訳で、お願いね」

　しばらくは会えなくなるから、思い出作りをしなさいと言う事だろうか？

　そうだとしたら、断る訳がない。

「勿論です」

　そう答えると、３人は頼むと言ってから寝室に行った。二ふつ日か酔よいで辛いのは事実らしい。

　３人を見送ってからお嬢様に聞く。

「さて、今日はどうしましょう？」

「リョウマさんにはお仕事がありますでしょう？　お忙いそがしいのでは？」

「もう店は人に任せていますから、朝と夕方に顔を出だすだけですよ」

「……では、今日はリョウマさんが普段何をしているか見せて頂けませんか？」

「それは構いませんけど……」

　そんなので良いのか？

「ではお願いします！」

　こうして俺についてくる事になったお嬢様、そして保護者としてついてくるセバスさんを連れて店に顔を出し、それから廃はい坑こうに向かった。




■　■　■




　廃坑に到とう着ちやくすると、いつも通りに布の加工を始める。違うところもあるが、それは作業前にディメンションホームの中からリムールバードを解放して自由に遊ばせたこと。あとは作業をお嬢様にも手伝って貰ったくらいだ。

　これでいいんだろうか……？

　さすがにそう思ったのでお嬢様と何かをしようと思う、だが何をすればいいのか……と考えていると、向こうから聞いてきた。

「次は何をしますの？」

「特に決まっていません。スティッキースライムに粘ねん着ちやく液えきを塗るよう指示を出したら、乾かん燥そうを待つだけですから。この待ち時間が結構長くて暇ひまな時間なんです。この時間に訓練をしたり、人形を作ったりしましたね」

「そうだったんですか。私、リョウマさんは常に働き続けているのだと思ってました」

「店の事を任せられる様になってからはむしろ暇が多くなりましたが……そんなに忙しそうに見えます？」

「毎日休み無く朝から夜まで働いていますから、てっきり」

「ボーッとしてる時間もありましたし、時間を潰す方法を探したりもしましたね。後は家を建てるための石材を作ったりとか、結構のんびりしていましたよ」

「そうでしたの。……ところで家を建てるための石材と言いましたが、リョウマさんはやはりここに住むおつもりですか？」

「見回りにはここに住んだ方が良いですし、ここなら訓練のために魔ま法ほうを放っても迷めい惑わくになりませんから」

「では何時いつから建築は始めますの？　このまま坑こう道どうに住むのではないのでしょう？」

　そうだな……

「石材で本当に簡単な小屋を建てるか坑道内に横穴でも掘って、しばらくはそこに住みながら追々作ろうかと」

「でしたら少しお話をしませんか？」

「勿論良いですよ」

　作業場から陽のよく当たる外に出て、土魔法で作った椅子に座って話す。

「お嬢様は今年から学校に行くんでしたね？」

「はい。貴族の子女は全員、12歳さいから王都の学校に入学する事になっていますの。義務ではありませんが、特別な理由がない限り、行かないと貴族の間では外聞が悪いのです」

「なるほど」

「……本当は私も行きたくないのですが、仕方ありませんわ」

「え、そうなんですか？」

「お父様やお母様、それにお祖父様も慣習さえ無ければ行く必要が無い、行かせたくないと言っていますもの」

「……何故？」

「王都の学校の門は一いつ般ぱんの方々にも広く開かれていて、毎年大勢の方々が入学されます。そして学校では身分の上下は関係なく扱われるのですが、色々と問題を起こす方もいらっしゃいますし……」

　ああ……テンプレというか、何と言うか……

「それに学校で教わる内容は、家庭教師を招けば事足りますから学校の方は……」

　そこでお嬢様が言い淀む。

「学校の方は？」

「……学ぶべき事が見つかる可能性は低いと」

「それでは学校として何の意味が……？」

「私にも分かりません。お父様達からはお友達を作りなさいと。ただ、あまり学園の空気に染まりすぎないように気をつけなさいとも言われています。勉強は学校で教えられた事が出来なくても成績が悪くても良いから、家で教えた訓練を行いなさいと」

　え～……あの３人がそこまで言うのか？

　セバスさんにも聞いてみる。

「貴族やある程度裕福な家庭であれば、お嬢様の仰る通り、専門知識を持った家庭教師が用意できますから。どうしても社交の場としての側面が強くなるのです。しかし幅広い知識を身分に関わらず学べる、開かれた場であることも間違いではありませんよ。もっとも、リョウマ様が通う必要はないと思われますが」

「ですから、リョウマさんはお父様達に学校へ行かないかとは誘われませんでしたでしょう？」

「あ、そういえば……」

　確かに言われてないな。

「必要ないんでしょうか？」

「リョウマさんが学校に入ったら、間ま違ちがいなく成績優ゆう秀しゆうで貴族の方々に目を付けられてしまいますわ。少なくとも剣けん術じゆつや魔法の授業では」

「良い意味でも、悪い意味でも、面倒事が増えることでしょう」

「なるほど……」

「ですから、あまり気は進みません。慣習さえ無ければ、リョウマさんと訓練をした方が良いと思いますもの」

　う～ん……俺も学生生活を楽しいと思った事は無いから何も言えんな……とりあえずお嬢じよう様さまは公こう爵しやく令嬢だからいじめは無いと思うが……ないよね？

「たしかにそういう事はありませんが、友達と言えるほど親しい方はいません。皆さん、私の身分や魔ま力りよくを恐おそれて近づいて貰えませんから」

　そういえばステータスボードを作ったときに言っていたな。

　しかし、身分はともかく魔力はそんなに恐れられるんだろうか？

　俺はそんなに恐れられてないと思うのに。

　気になって聞いてみると、お嬢様は少し悲しそうな顔になる。

「私の場合は昔、失敗をしてしまいまして……」

　魔力が多すぎてコントロールが難しいと言っていたが、それが原因だろうか？

「私が５歳ぐらいのことだと思います」

　お嬢様はそのころ、魔法の基き礎そを学び始めたそうだ。

「得意な属性が火と氷でしたから、比ひ較かく的てき危険の少ない氷魔法でコップの水を凍こおらせる練習をしていた覚えがあります。それでいつもコップを置いた机まで凍らせていました」

　……威い力りよくが強すぎたのだろう。

「ずっとその調子で、上手うまくコントロールができなかったある日。我わが家に少し年上の男の子がやってきましたの。その……あちらのご両親が私と仲良くして欲しかったようで」

　なんか、雰ふん囲い気きが変わってきたな……

　黙って聞いていると、その子はジャミール公爵家と付き合いのある貴族のご子息らしい。それも政略結婚とかそっち狙いだったんだろう。そして２人は出会った。その後は親同士大事な話があるから、と２人で遊んでいるように言われたが……取り残された２人は会話に困り、話題を探して魔法にたどり着いた。

「彼かれは魔法が得意で、魔法を見せてくれるという話になって……家の練習場で見せていただいたファイヤーボールは確かに上手に感じました。安定していて私のとは大違いだと、つい思ったことを言ってしまったんです」

　その子も男として、ちょっと鼻が高かったのかもしれない。だから練習しよう、教えてあげるから、と誘われたわけだ。そして練習してみたものの、何度やっても結果は変わらない。

「そのうち彼も機き嫌げんが悪くなって」

「きっと女の子の前でいい格好をしたかっただけなんですよ……」

　男として気持ちが分からない事もない。でも子供だしなぁ………それも聞く限り小学生、年上と言っても中学生以上じゃなさそう。普ふ通つうに考えて家庭教師、お嬢様の家いえ柄がらだと間違いなく半はん端ぱな人じゃ選ばれないだろうし、そんな人以上に上手く教えられるわけがない。

　成功しない魔法、年上の男の子は機嫌が悪くなる一方、そんな中で事件が起こる。

　お嬢様は次こそ成功させたいと、力み過ぎた。そして放たれたのは、魔力が過か剰じように込められた氷魔法。

　それがコントロールを失った結果、破裂したと言うのだ。

「魔力が狙いと違う方に向いてしまって……私、その方を凍らせてしまったんですの」

　彼は体の数箇所が氷に包まれた。さらに驚いて転び、巻き添えで凍った地面で怪我けがをしたとかなんとか。その後は当然大おお騒さわぎ。もっとも彼の命に別状はなく、互いの両親は自分の子供に注意をし、相手の子供を責めずに和解した。

　だが、後日。ジャミール公爵家のお嬢様は気に入らない相手に攻こう撃げき魔ま法ほうを放つ悪癖がある。あるいは、機嫌を損なうと本人の意思に関わらず魔法が発動して攻撃される、等々。

　余計な尾ひれがついた噂うわさが貴族の間に広まっていたという。

「なるほど……それは災難でしたね……」

「私が言いつけを破って失敗したのは確かなので……」

　うーむ……これは地雷を踏んだかもしれん。話を変えたい。

　しかし露骨になると気まずいので、俺おれも似た経験について話してみる。

「リョウマさんもそんな経験が？」

「はい、あれは俺がまだ村にいた頃ころのことで、学校……とは言えないくらいの規模ですが、大人が村の子どもに剣術を教えてくれる集まりに参加した時の事」

　そう前置きして話すのは、中学時代の体育の授業について。

　俺の通っていた中学では、体育の授業に剣道が組み込まれていた。

　そして俺は１年の最初の授業でやらかしたのだ。

「その日は本当にこれからこういう事を教えていく、という説明みたいなものでした」

　準備運動から防具の付け方、そして基礎練習等々。そして最後に将来的にやる試合の見本として、誰だれか経験者同士で一勝負してくれないかと先生から声がかかった。

　最初に経験者だけ手を上げさせられて分かったが、あの時のクラスには経験者が何人かいた。だが、先生が最初に声をかけて承諾した１人が悪かった。彼は当時の剣道界では有名な選手だったらしい。何度も剣道の大会で優勝経験がある。優勝は逃しても常に上位に食い込む実力者だと、以前から教室で話にのぼっていたこともあった。先生もそれを知っていたから最初に声をかけたんだろう。

　彼が当然のように前に出たのを見届けて、先生はその相手になる生徒を募ぼ集しゆうした。しかしそれ以降はだれも名乗り出ない。誰も勝てない試合を、それもクラスメイトが見ている前でなんてしたくなかったんだろう。いつの間にか経験者の手は、俺の手しか上がっていなかった。

「そういうわけで試合をすることになりましたが……」

　結論から言うと、試合にはあっさり勝った。

　短期決着を狙ねらったのか、彼は開始早々積極的に攻め込んできた。そこを迎え撃つために小手へ竹刀しないを振ふるう。それで決着。開始２秒で彼は竹刀を落としてその場にうずくまった。

「防具の上からだったんですが、手首の骨を砕きました。試合も授業もそこで終了。そしてそれ以降、そこに僕の相手をする生徒はいなくなりました……僕が故意に彼を痛めつけた、なんて噂も流れてしまい」

　というか翌日から本人がそう主張し始めた。あいつはうずくまった自分を見て笑っていたと。

　俺はそんなことをしたつもりはない。しいて言えば呆然としていたと思う。しかしお互たがいに面をつけていたために、周りで見ているクラスメイトから表情は見にくかっただろう。

　真偽があいまいであれば、あとは信用の差だ。

「周囲からの人気は、向こうの方が圧あつ倒とう的てきでした。まぁ、そうなる前からなぜか避けられてましたから、それがあろうとなかろうと、何も変わってないという。……なんだろう、自分で言っていて悲しくなってきた……」

「そ、そんなに落ち込まなくても、その」

　いつの間にか逆に励まされる始末。

　完全に話の舵取りを間違えた……
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「と、とにかく！　そういう理由で私は避けられがちなのですわ」

　お嬢様は強ごう引いんに俺の話を打ち切ろうとしている。

　ここは流れに乗ろう。

「風評被ひ害がいですね……」

「誇張された噂話を頭から信じている方もいますから……」

　親が家でそういう態度を取っていれば、鵜呑みにする子もいるだろう。

　子供は大人が気づかないうちに、大人を見ているものだ。

「ところで……」

「はい、なんですか？」

　お嬢様がおずおずと聞いてくる。

「リョウマさんは、大だい丈じよう夫ぶでしょうか？」

「というと？」

「私のことを話したので、ちょっと気になりまして」

「ああ……」

　何か対応が変わるか、ということか。

「別に平気ですね」

「少なくとも私が魔法の制せい御ぎよを誤り、人を傷つけたのは事実ですが」

　とは言え故意にやったわけではないだろう。俺だって、あの時他人の手首を砕いたのは事実。ここ数年は森に入ってきた盗とう賊ぞくを数十人単位で始末している。こっちは自分の意志だ。

　対するお嬢様はその件について反省や後悔もあるようだし、特に倫理観に問題があるようにも思えない。それに何度か魔法は見たが、あれくらいなら避けられる。アイスアローなら叩たたき落とすこともできるし、気をまとっていればあたってもたいした効果は無さそうだった。

　結論……問題なし。

　理由を含ふくめてそう伝えると、お嬢様はクスリと笑ってこう言った。

「そうですか。それではリョウマさん。３年後にはまた会う約束を忘れないで下さいまし」

「忘れません」

「では３年後に確かめさせて頂きますわ。お仕事に夢中になっていたら、３年間で鍛えた魔法を打ち込んで思い出させますの」

　怖っ！　突とつ然ぜん何を言い出すの？　この子。

「ははは、それは勘弁して欲ほしいですね……というか、どこでそんな言葉を？」

　普段のお嬢様のイメージと若じやつ干かん違ちがう気がするんだが？

「昔、お母様が約束を忘れたお父様にそうやって思い出させた事があるそうですわ」

「そ、そうですか……」

　ラインハルトさん、無事で良かったな……

「それに、私の魔法は効かないのでしょう？」

　言った、たしかにそう言ったけど。……それとこれとは別じゃない？

　そんな事を考えていると、いたずらに成功したように笑っていた彼かの女じよが突然何かを思いついたようだ。

「いい事を思いつきました、セバス！」

「はいお嬢様、何でございましょうか」

　突然お嬢様がセバスさんを呼び、何かを耳打ちし始めた。そして彼が頷き、アイテムボックスから小箱を１つ取り出す。お嬢様はそれを受け取って俺に差し出してくる。

「リョウマさん、これを受け取って頂きたいのです」

「これは？」

「私の10歳の誕生日にお母様から頂いたネックレスですの」

　お嬢様が箱を開けると、金の鎖と金の台座に小指のつめ程のルビーが填め込まれた、綺麗なネックレスがあった。シンプルだが、きっと高級品だろう。それにこのルビー……

「魔力？」

　なぜかルビーから魔力を感じる。

「あら、お気づきになりました？　流石さすがですわ。このネックレスのルビーは魔宝石なのです」

「魔法石って、灯りとかのと同じ？」

「違いますわ、それは魔法石、単なる魔法道具です。えっと、リョウマさんは魔石をご存じですか？」

「魔石……確か世界には魔力の濃い場所がいくつもあり、そこでよく採れる魔力を含がん有ゆうする石、でしたか？」

「その通りです。中に蓄えられた魔力を、通常ですと魔法を使う際に引き出して使ったり、魔法の制御を助ける補助にしたりできますの。そして魔石の内、ただの石ではなく宝石として価値のある物を魔宝石と呼びますのよ。また、鉱石の場合は魔鉱石と呼ばれる様になります」

　魔石は魔法の補助。魔鉱石は魔法道具や魔法武器等々、色々な用途に使われている。

「そして肝心の魔宝石ですが、これは何にでも使えますわ。魔法の補助にも、魔法道具の性能を上げるためにも、そして勿もち論ろん宝石としても。非常に便利な上、使用すると普通の魔石より効果の高いものが多いそうですが、非常に貴重で産出量が少ないのも特とく徴ちようですわ」

　一気に喋ったお嬢様が一息つく。しかし、

「……という事はこれはかなりの貴重品では？」

「その通りです」

「その通りって、受け取れませんよそんな高級品」

「リョウマさんに受け取って頂きたいんです！」

「いや、だからそんな高級品は……」

　こんな物受け取れるか！

　断固として拒きよ否ひするが、お嬢様も断固として渡そうとしてくる。そこでセバスさんが割って入ってきた。

「お二人共、落ち着いてくださいませ。リョウマ様、お嬢様はこのネックレスをリョウマ様に受け取って頂きたいと申されましたが、差し上げる訳ではございません。次に会う時まで、預かって頂きたいのです」

「預かる？　何故？」

「リョウマ様はご存じ無かった様ですな。長く離れ離れになる友人と、自身の大切な物を相手に預け再会を願うと、高い確率で再会出来るという話があるのです。何時の時代に誰が広めたかは分かりませんが、古くから伝わり、今でも行われる縁えん起ぎ担ぎなのです」

　ああ、なるほど、そういう事か……

「それでそのネックレスを受け取って欲しいと」

「その通りですわ」

「……お嬢様の大切な物なんでしょう？　良いんですか？」

「ダメならば初めから言いませんわ。信じていますから、３年後に返して下さいまし」

　む……そう言われると……それに、再会を願っての風習か……

　それを本気で願ってくれているのなら。

「分かりました。預からせて貰います」

「本当ですか！」

「その代わり、絶対返しますからね？」

「勿論ですわ」

　箱を受け取り、その場でアイテムボックスの中にしまい込む。

　この中に入れっぱなしにしておけば失くしはしない。

「後は……」

　風習に従うなら、俺もお嬢様に何かを渡わたすべきだろう。

　……俺の大切な物は何だ？　お金？　毛皮？　そんな物預けられても嵩かさ張ばるだろうし、別にそれほど……石材、インゴット、防水布……ろくな物が無いな。

　自給自足と狩猟で生活してきたせいか、どれも必要ならまた材料調達から始めればいいと考えてしまう。これでは大切なものとは言えない。何か無いか……

　そうして考えた結果、

「『ディメンションホーム』」

　ディメンションホームからヒールスライムとスカベンジャースライムを１匹ずつ出して抱え、お嬢様に差し出した。

「リョウマさん、この２匹は？」

「僕ぼくの大切な物をお嬢様に渡そうと考えた結果、ろくな物が無くて……とりあえず大切なものでスライムが思い浮うかびました。この２匹は役に立つと思うので連れて行って下さい」

　お嬢様は一いつ瞬しゆん呆気にとられて、それから口を押さえて笑いを堪え出した。

　やっぱり変だったか？　と言うか、俺は何故スライムを選せん択たくした？　他に相応しい物が無かったからだが……いや、スライムが贈り物に相応しいかと聞かれると疑問だが……もうちょっと何か無かったか？

「ふふっ。ごめんなさい、リョウマさん。リョウマさんらしいと思って……ありがたく、預からせて頂きますわ」

「そうですか？　ありがとうございます」

「いいえ、こちらこそ。大切な従魔を預けて下さってありがとうございます」

　抱えていたヒールスライムとスカベンジャースライムを地面に下ろし、契けい約やくを解除する。そして今度は２匹とお嬢様の契約を見届けた。

「契約成功ですわ。大切にお預かりしますね」

「よろしくお願いします」

　それからはスライムや魔法の話になり、お嬢様との練習になった。

「これが僕がよく使う氷魔法ですね」

「『アイスキューブ』こちらは私にも使えますが、『クーラー』は私にはまだ使えませんわね」

　アイスキューブは飲み物に入れる四角い氷を作る魔法。クーラーは氷と風属性を合わせた冷たい風を送る魔法だ。どちらも夏場に重宝する。

「『ミストウォッシュ』」

「あっ、成功です」

　セバスさんとも水魔法の話になった。ミストウォッシュを教えてみたが、さすがというか、ほんの数回で習得してしまって言うことがない。

「……ほう。これはなかなか魔力を使うようですが、頑固な汚れには使えるかもしれませんな」

　これなら、もう少し難しい魔法も使えるだろう。

　『ミストウォッシュ』を作った本来の目的である、『ウォーターカッター』を教える。

　と言っても水を圧縮して放つ、という程度の簡単な説明に、近くの岩で実演するだけ。

　それを興味深げに見ていたと思えば……

「こうですかな？　『ウォーターカッター』。少し足りませんか、『ウォーターカッター』」

　練習すること５回。最初から練習を始めた頃の俺よりは断然上手かったが、４回目で俺の威力を越え、５回目からは俺が実演に使った岩を両断していた。

　……水魔法の熟練者が使うとこうなるのか。




■　■　■




　そんなこんなで夕方になり、空間魔法で街へ戻もどる。

　門から宿への道すがら、店の様子を見てみると、例の沼ぬまに行った冒ぼう険けん者しやや悪あく臭しゆうを放つ袋ふくろを抱かかえた薬師らしき人々が集まっていた。賑わっているようで何よりだ。

「お帰り、リョウマ君」

「今日はエリアの面倒を見てくれてありがとうね」

「いえ、僕も楽しかったですから」

「私、リョウマさんから沢たく山さんの魔法を教えて頂きました。まだ上手く使えませんが、頑がん張ばって練習しますわ！」

「それは良かったのぅ、エリア」

「はい！　それにヒールスライムとスカベンジャースライムをお預かりしましたわ」

「あら、そうなの？　大切にするのよ」

「勿論ですわ」

　宿に戻ると皆みなさんはもう回復していて、今日あった事や俺おれ達たちが出会ってからの事等。最後の日ということもあり、色々と夜よる遅おそくまで話をした。




■　■　■




　そして、別れの朝。

　宿の裏の馬車乗り場。公爵家一行や護衛の皆さんはもう馬車に乗り込んで、窓から次々と声をかけてくれる。

「体には気をつけるんだよ」

「無む茶ちやはしないようにね」

「適度に休むのじゃぞ」

「何かあれば、すぐに我々に連れん絡らくを」

「暇ができりゃー俺達の所にも来いや」

「頑張ってくだせぇ、坊ぼつちゃん」

「元気でね」

「しっかりな」

「今後のご活かつ躍やくとご健勝をお祈りします」

　ジルさん達やアローネさんも言葉をかけてくれた。

「お嬢様も、皆さんもお元気で。今日までありがとうございました」

　そう言って頭を下げる。あまり長々と色々言うのは苦手だ。こういう時はこの口下手が恨めしい。もう少し上手く気持ちを伝えたいと思うが……

「リョウマさん」

「はい、なんですか？　お嬢様」

「それですわ」

「それ、といいますと？」

　なんだろう？

「昨日スライムを預かってから気になっていたのですが……私達はお友達、ということでよろしいのですよね？」

　それがどうかしたのだろうか？　肯定する。

「でしたら、エリアと呼んでくださいな。お父様達や親しい方はそう呼びますし、リョウマさんは我が家に仕えているわけでもないでしょう？　……なのに、お友達でお嬢様はどうなのかと……」

「あ～……なるほど。納なつ得とくしました」

　確かに変と言えば変かもしれないな。

「分かりました。お嬢様さえよろしければ、エリアと呼ばせていただきます。いいですか？　……エリア」

「――はい！　リョウマさん、次会う時までには、魔法の腕うでを上げておきますからね！」

「それは僕もですよ」

　馬車の上からそう宣言したエリアに、俺も言葉を返す。

「「そちらも頑張って」」

　言葉がかぶり、俺とエリアは笑った。

　すると出発の時間となり、護衛の馬車の先頭が動き出す。

　エリア達は俺に向かって、馬車の窓から手を振り続けた。

　こちらも手を振り返しながら見送る。

　馬車はだんだん小さくなり、やがて見えなくなった。




「さて……俺も行くか」

　店へ顔を出したら廃はい坑こうへ。今日からは宿ではなく廃坑での暮らしが始まる。

　お嬢様……エリアもエリアで頑張ると言ったんだ。だったら俺も頑張ることにしよう。
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　新しい家から確保しなきゃならないんだし……

「ぐずぐずしている暇は無いっ」

　声に出して自分に活を入れ、歩き始めた。

　昨日までとはちょっと違ちがう、新しい生活を始めるために。







２章47話　神々の動向







　閑話




　神界のとある場所。

　やせ細った男の姿をした神が佇たたずんでいる所へ、新たに３柱の神々が現れる。

「あ～……疲つかれた……」

「ようやく戻ってきたか」

「なんじゃ、フェルノベリア。お主、来ておったのか？」

「あなたが自分の領域から出てくるなんて珍めずらしいわね？」

　立っていたのは魔法の神である魔法神フェルノベリア。

　３柱の神々は竜りよう馬まを連れてきたガイン、クフォ、ルルティアだ。

「強引に連れて来られたのだが、少々気にもなったのでな」

「「「強引に？」」」

　その問いに答えるように４柱の神々が何処どこからともなく現れ、ガイン達を取り囲む。

「え、ちょ、何この状じよう況きよう」

「何で私達は取り囲まれてるの？」

「説明してくれんかのぅ？」

　その言葉に、一歩前に出る神がいた。テクンだ。

「自分の胸に手ぇ当てて聞いてみやがれ、分からねぇとは言わせねぇぞ」

「いきなり何で怒ってんの!?」

「まぁまぁテクンさん、そんなに詰め寄っては話が出来ませんよ」

「んだぁ。落ち着くべ、酒でも飲んでよぉ」

　テクンを諌いさめた２柱は、大地と豊穣の女神ウィリエリス。そして農業と家畜の神であるグリンプという。彼らは神々の中でも特に温厚な性格をしており、品の良さそうな中年女性と、鍬くわを担いだ中年男性の姿をしている。

　なおこの２柱は夫婦でもあり、テクンを落ち着かせるためにグリンプが酒に付き合い、その間にウィリエリスが説明をする。阿あ吽うんの呼吸で緩衝材になっていた。

「私達がこのような行動を起こしたのは、貴方達が異世界へ遊びに行っていると聞いたからなのですよ。初めにそれを聞いたのがテクンで、自分も暇ひまつぶしが欲しいのだと怒って我々を集めたのです」

　説明にフェルノベリアが割り込む。

「テクンは私の力でお前達を探させるために、態わざ々わざウィリエリスとグリンプを呼んだのだ」

「そう言えば貴方、神の力を使ってまでテクンを自分の領域に入れないようにしてたわね……」

「物作り以外は大雑把で適当、酒を飲んで騒さわぐ面めん倒どうな奴やつだからな。邪じや魔まだ」

「おいこら、聞こえてんぞ！」

「別にお前も私に用がある事など滅めつ多たに無かろう。それに私の場所に入れんのはお前だけではないぞ。……それは置いておくが、本来不干渉である異世界に遊びに行くなど何を考えているのだ」

「ちょっと待って、そんな事誰から聞いたのよ？」

　ルルティアの問いにテクンが答える。

「惚とぼけんな。リョウマが教えてくれたぜ、クフォがそう言ってたそうじゃねえか。あの時は悪いと思ったが心を読ませて貰もらった、あいつは嘘うそを吐いて無かったぜ？」

　その言葉に額に手を当てて「あちゃー……確かに人間には言わないでって言ったけど、神に言わないでって言ってなかった……」と呟くクフォ。とりあえず座すわって話をするという事になり、何処からともなく現れた椅い子すに座り、円になって話し始める。

「さて、話して貰おうか？　つーか俺も連れて行きやがれ！」

「娯楽はともかく、流石さすがに異世界に頻ひん繁ぱんに渡っているとなると無視はできませんから」

「話して欲しいっぺ」

「うむ、実はのぅ……地球の神の様子を探さぐっておったんじゃ」

「前に少し話したでしょ？　竜馬君が地球の神に妙みような干渉をされてたみたい、って」

「聞いた。神としてやってはならない事をしていると聞いて、驚おどろいた覚えがある」

「それで少しだけ探りに行ったんだよ」

「遊びに行ってたんじゃねぇのか？」

「竜馬君には前世で地球の神の事自体を話してないからね、咄とつ嗟さに誤魔化したんだよ」

　その言葉でテクンの怒気が一気に収まる。

「なんでぇ、そうだったのかよ」

「テクン、お前は娯楽の事でしか怒っていなかったのか……」

「頻繁に異世界に渡るのも、それなりに問題があるのですよ？」

　テクンの反応に呆れるフェルノベリアとウィリエリス。しかし気を取り直したフェルノベリアが問う。

「そんな事をして問題は無いのか？」

　その問いに顔をしかめるガイン達。

「問題は無いのじゃがな……」

「バレないようにこっそり向こうに行くの大変だったよ……」

「これといった発見は無かったけど、何か変なのよね……程度の差はあるけど、竜馬君と同じで故意に不運にされている人を何人も見つけたわ。でも奪うばった幸せを使っている様子が無いのよ」

「儂わしらは初め、奪った幸福をその神の信者か何かに与あたえていると思っていた。じゃが、しらべてみると違うようでの……奪われるだけ奪われて、誰にも与えられておらんのよ」

「あと世界の管理が雑だね。向こうの人はもう技術とかいろいろ発達しちゃってやる事が無いのかもしれないけど……基本的に神は他の世界に関わらないのがルール。だからバレないように気をつけて行ったのに、拍子抜けするくらい簡単に忍び込めちゃった。神経すり減らして、気をつけていたのがバカみたいだったよ」

「むしろ罠か何かかと疑うほどじゃったが、結局何事も無かったのぅ。あれではもし異世界から魔王などが襲って来ても対処が遅れるじゃろうな」

「そこまで杜ず撰さんなのか？　それはもはや神の仕事を放棄しているのではないか？」

「かもしれんのぅ……」

「大体、人の幸せ奪ってどうするっぺ。おら達神にとっては使い道も無ぇベさ」

「それが分からないのよね……」

「人々の信仰を失ったというなら、力の維い持じに使えないこともないが……世界が無事なら最低限必要な力は失わないはずだ、そこはどうなのだ？」

「それは儂らも考えた。確かに日本人はこの世界の人間より信仰心の薄うすい者が多いが、他の国の者は信心深い。世界にもまだ問題ないのぅ。環境破は壊かいが進み自然が荒あれておるが、まだ力は失って居らん。だからこそこの世界に送る魔ま力りよくがあるのじゃ」

「確かに、愚問だったな。しかしそうなると、本当に使い道が無いぞ。一体何のために……」

　ここで今まで一度も発言せず、無言を貫いていた神が口を開く。

「……そんな事どうでも良くないか？　アタシらは人から幸せ奪うなんて真似しないから分からないだけで、何か使い道があるんじゃないか？　もうそれでいいだろ。こっちに喧けん嘩か売ってきた場合は叩き潰せば良いだけだしさ」

「キリルエル、お前はまたそんな単純なことを……相変わらす脳筋だな、お前という女は」

　今発言したのは戦いくさの女神キリルエル。彼女は鍛えられた体に鎧よろいを纏い、腰こしに下げた剣に手を触れる。体はがっしりとしていながら、しなやかで女性的な部分も多い。言葉遣いは男の様だが、れっきとした女神である。

「誰が脳筋だ！　アタシだって頭は使うぞ！」

「お前が頭を使うのは戦の戦術についてだけだろう」

「それでも頭は使っている事にかわりは無い！　むしろ自分の領域に引き篭っているお前よりは健康的じゃないか？」

「我々が体を壊こわす事など無い。健康も不健康もあるか」

　性格も生活スタイルも正反対な２柱は、顔を合わせればこのように言い合いをする。ゆえに神々も慣れていた。話どころでは無くなる前に、ガインが割り込みキリルエルに聞く。

「その話は置いておいて、おぬしは何故なぜここに？　テクンに呼ばれたのでも無いのじゃろ？」

「何言ってんだ爺じいさん、アタシは戦の神だぜ？　争いある所に戦あり、戦ある所にアタシありだ！　テクンが怒ってるのを感じ取って、話を聞いたら爺さん達が異世界に遊びに行ってると聞いてな、こりゃ仕置きが必要かなと待ち構えてた訳よ」

「いらんわ!!」

「シャレにならないよ!?」

「貴女も神なんだから、危ないわよ!?」

「心配すんなって。今回は何もしないよ。地球の神がおかしいのは分かったし、そいつのせいでリョウマって奴の魂に何かおかしな事が起きてるのも聞いてる。

　これから来る奴の魂に異常がある可能性もあるし、それの警けい戒かいと思えばまぁ納得できる理由だろ？　流石に地球の神には、こっちの世界を侵略されてるとか、理由が無いと手を出だせないしな」

　キリルエルは神々の中で最も戦せん闘とうに長けており、世界に害を与える者から世界を守り、敵を討つ断罪の女神という一面もあった。滅多に無い事ではあるが、人間が世界に対して重大な害を与える事態を引き起こし、神達がそれを止める場合には、主に彼女が天罰を与える。

　奇くしくも今回は他４柱の神が３柱の神の罪を裁く形になっているが、ガイン達では彼女１柱だけでも敵わない。そして同じ神である彼女が全力でやれば、楽ではないがガイン達を滅する事も不可能ではなかった。

　流石に消滅させられる事は無いだろう。しかしそれなりの苦痛や怪我けがを負う事が想像できた３柱は、キリルエルの言葉に安堵した。

「心臓に悪いわ……」

「寿命が縮んだよ……」

「あまり年寄りを脅かさんでくれ……」

「神が寿命も心臓の心配をする必要も無いだろ。ま、今回アタシは必要無かったみたいだし、ここらで帰るわ。今も戦を続けてる連中いるし、アタシは割と忙いそがしいからな」

「おう、悪かったな」

「別にテクンが呼んだ訳じゃないだろ。アタシが勝手に来たんだしさ。あとガイン、クフォ、ルルティア、地球に行くのも程々にしとけよ？」

「そうじゃのぅ……」

「確かにね」

「今度からは交代にしましょう」

「行くのは止めないのか？」

「だってまだ……」

　ルルティアが途と中ちゆうで止めた言葉に、テクンが食いつく。

「まだ？　何だよ、まだ……って」

「別に何でもないわよ」

「向こうの神の事が掴めて居らんからのぅ」

「そうそう」

　表面上は澄ましていたガイン達だったが、ここでウィリエリスが問う。

「貴方達、まだ何か隠かくしてませんか？」

　その言葉で再び剣けん呑のんな雰ふん囲い気きを発したテクンが追及する。

「おめぇら、本当に地球で神の事を調べてたんだよなぁ？」

「そうよ」

「勿論だとも」

「向こうの神の事を調べてたんだよ」

「今も幸せを奪われてる奴らを見つけてるみてぇだし、それは嘘じゃねぇんだろう。聞き方を変えるが、神の事を調べる以外には何もやってねぇのか？」

　その言葉に表情が固まったり、顔を背けるガイン達。

「どうなんだ？　クフォ、リョウマの話じゃお前は地球の観光をしてたって言ったらしいな？」

「そりゃ……世界中の人の中から向こうの神に幸せを奪われてる人を探したからね、それなりに景色や環境を見て回ったりしたよ。それを観光って言って誤魔化したんだ」

「つまり、観光しようと思えば出来るのだな」

　フェルノベリアの呟きにビクリと体を震ふるわせるクフォ。

「ちょっ、それ誘導尋問じゃない!?」

「クフォ、その言葉、自分が人探しのついでに観光してたって言ってる様なもんだでよ……」

　グリンプがそう呟き、雰囲気が再び剣呑になり始めたテクンが今度はガインに問う。

「ガイン、お前はアイドルとかいう良く分からねぇ何かにハマったって聞いてるんだが？」

「アイドルは歌や踊りで地球の人間を楽しませる者達じゃ。地球にある映像を映し出すテレビと言う箱によく映っていての、街中を覗けば目にする機会はそれなりにあるのぅ。別に儂が意図的に見ている訳ではないぞぃ」

「歌や踊りか、それならこの世界にもあるし別にいい……」

　歌や踊りと聞いて一瞬テクンの剣呑な雰囲気と追及が緩んだと思いきや、今度はガインが目を鋭くしてテクンに食ってかかった。

「この世界の物と一いつ緒しよにするでないわ!!　地球のアイドルは可愛い上に一生懸命なんじゃ!!　応おう援えんしたくなるんじゃ!!」

「お、おお!?」

　その剣幕にテクンが怯み、ガインがしまったという顔をする。それを見たウィリエリスが一言。

「真しん剣けんにアイドルという方々を見ている事が、今の言葉で丸分かりですね……」

　続いてテクンがルルティアに視線を向けると、もう誤魔化せないと思ったのか、聞かれる前に答えた。

「地球での活動中は気を張ってるから、休きゆう憩けいに少しだけ地球の甘あまい物を食べたりはするわね」

　その後、神界にはテクンの怒声とガイン達の悲鳴が轟いた……







特別書き下ろし・残された人々（前編）







　～Side　田た淵ぶち～




　主任の遺体を見つけた翌日、職場の空気は重苦しい。

　昨日は会社に戻ると社内……特にこの開発３課は大おお騒さわぎで、重苦しさなんて感じる暇も無かった。




■　■　■




「田淵!!　これは一体どういうことだッ!?」

　部屋に入るや否いなや、俺おれを見つけた課長は顔を真っ赤にして怒鳴りながら、自分の携けい帯たいを目の前に突きつけてきた。あまりに近すぎてタバコの匂においがするほどに。

　受け取り画面を見ると、今や知らない人はほとんどいない、短い言葉を〝つぶやく〟アプリが起動されていて、表示されていたコメントは、

『○○線で超迷めい惑わくな客発見』

　さらに主任の家に行く途中の俺と井い口ぐちさんの動画が掲載されている。動画は多少編集されているらしく、彼かれが大声で愚ぐ痴ちをこぼすところから周囲に睨みを利かせるところまで、余すところなく見れば理解できた。

　コメントへの反応も多くされていて、その内容はほぼ全すべて井口さんに対する非難の声。加えて、

『こいつ、この人と同一人物じゃない？』

　というコメントと共に貼られていたリンクには、主任のアパートから警察官２人の手によりパトカーへ押し込まれる井口さんの動画があった。

　見た瞬しゆん間かん、パトカーが表に止められていたから野次馬の目に晒さらされたのだと分かる。おまけに彼は往生際が悪く抵てい抗こうしたため、警察官の配慮も虚しく服装や顔が丸写しになっていた。

　当然のように同一人物と判明し、連行された時の状況も含ふくめて情報が拡散。

『なにこいつ？　殺人犯なの？』

『遺体を見つけただけで、殺してはいないらしい』

『ただ寝ねてると思って遺体を殴る蹴る、好き放題やったっぽい』

『連行される時ずっと叫さけんでるから、それ聞けば大体把握できるだろ』

『そこを後から来た警察に聴かれて逆上。動画見て分かる通り、俺は殺してないと大暴れ』

『警官はただの確かく認にんって言ってるのにな。完全に疑いかけられたと思ってるだろ』

『本当に蹴り殺してないなら死亡推定時刻から無罪と分かるのにわざわざ捕まりに行くバカ』

『殺人でなくても死体損壊とかその辺の罪に問われるんじゃないの？』

『こいつ知ってる、２年前まで地元でデカイ面してたヤンキー。名前は井口元治』

『有名なやつ？』

『悪い意味で。いつも取り巻き引き連れて、ゲーセンとか入り浸ってたけどとにかくマナー悪かった。格ゲーで勝ったら死体蹴りするし、負けたら相手をリアルでシメたり』

『ゲームで死体蹴り、リアルでも死体蹴りか』

『喧嘩強いの？』

『そんなに強くないはず。喧嘩慣れしてない奴には負けないくらいか？　あと数で囲んだりする。よそのヤンキーとか強そうなやつにはそもそも絡みに行かない半はん端ぱ者』

『最低じゃないかｗ』

『なんでそんな雑魚がデカイ面できるんだよ。地元のヤンキーは皆井口以下なの？』

『実家が地主で家族は会社経営もやってる金持ちらしくて、絡むと後々面倒なんだよ。だから絡みたくないし、取り巻きは甘い汁しる狙い。裏では文句タラタラで有名だけど、本人だけは知らずに自分が強いと思って調子乗ってたみたい』

『地元と実家、通ってた学校まで特定した』

　タイムラインによると30分もかからず特定されている。

　そこまで目を通したところで、課長に携帯を取り上げられた。

「これは一体どういうことだ……こういうことにならないように、君がついていたんじゃなかったのか!?　先ほど彼のお父様が大変お怒いかりで連絡して来た！　おかげでこっちは大変なことになってるんだぞ!?　わかっとるのか!?」

　事情はわかった。しかし無茶苦茶な言い分だ。電車はまだしも、取り調べで別室に分けられた後のことはどうしようもない。

　でもそんな言い分は通らない。そもそも聞く気がないのが明らかなほどに課長はまくしたてる。

「お前は！　何のためにっ」

「課長！　お電話です！」

「……貸しなさい。……はい、お電話代わりッ!?　専務！　この度は、その、はい、はい……もう会社まで特定。問い合わせが多数……社長室に出頭……はい、かしこまりました……！　今ここに当事者の田淵がいるのですが！　……いらない、はい、かしこまりました、直ちに出頭いたします……失礼します」

　力なく受話器を下ろした課長は、ゆっくりと振り向く。

「おい田淵、さっさと仕事に戻れ。竹たけ林ばやしは死んだんだろう？　あいつの仕事は全部お前が引き継げ、わかったな！」

　最後の力で八つ当たりをした課長は悲愴な顔で出て行き、その日は帰ってこなかった。




■　■　■




　そして今朝の出社時刻。さらに活力を失っていた課長は、井口さんの親御さんに謝罪へ行ったきりまだ連絡がない。

「ん……はい、田淵です。松村さん？」

「あ、田淵？　やっと繋つながったわ～。ったく、他のに連絡しても携帯繋がらないんだけど、何やってんの？」

「さぁ……ところで何か？　外みたいですけど」

「あーそうそう、私今日休むから。なんかさー、井口のせいで会社大変みたいじゃん？　したらなんかパパが今日行くなって。てか面倒にならないようにしばらく休んどけって。そんなわけだから、私当分出社しないから。うちのパパからの命令だから、そこんとこ課長にちゃんと言っといてね。んじゃ任せた」

　……言いたいことだけ言って、一方的に電話は切られた。

「田淵君、今の松村さん？　今日来てないけど、なんだって？」

「今日は休む。当分来ないかも、だそうです。井口さんのことが親御さんの耳に入ったらしいですね」

「松村さんの所もかぁ……」

「もう昼だぞ、連絡遅すぎるだろ……」

「皆にも連絡したけどつながらなかったって言ってましたよ」

「どうせ嘘だろ。自分は悪くないアピールだよ。大体いい年した大人が、パパが休めって言ったからって何だ。それでも社会人かよ」

「連絡が来ただけマシじゃないですか？　僕ら以外、ほとんど皆無断欠勤ですし」

　諸事情により３課は他所よりも人数が多く、全部で32名が在籍している。しかし現在この仕事部屋にいるのは10人。課長を含め、社外に出ている社員が４名。社内で別の仕事を任されている者が３名で、出社が確認されているのは合計で17名。

　残る15名は全員欠勤。

「まぁ、こないでくれた方が静かで捗るけどさ……」

　誰だれにも向けられていない一言は、その場にいた全員の総意だった。

「……よし。それじゃ俺、外回り行ってきます」

「あれ？　田淵さん、今日の外回りの予定ありましたっけ？」

「俺のじゃなくて、主任から引き継いだやつ」

「あっ……」

　部屋の空気が重さを増したように感じる。

　ここにいる顔ぶれは、多かれ少なかれ主任のことを気にしていた。

　逆に仕事に没頭することで忘れようとしていたのかもしれない。

「……行ってきます」

『いってらっしゃい』

　気まずそうな仕事仲間の視線から、つい逃にげるように出ることになってしまった……




■　■　■




「はぁ……」

　主任の担当していた取引先への挨あい拶さつ回りが終わる頃ころには日が暮れていた。

　歩き回った疲労もあるけれど、それ以上に相手との会話がつらい。

〝申し訳ありませんが、このお話はなかったことに〟

〝おたくの会社、随ずい分ぶんとろくでもない社員を雇やとってらっしゃるんですね〟

〝うちは今が大事な時期なので……お引き取りください〟

〝竹林さん、亡くなったの？　残念だねぇ……〟

〝外見はヤクザにも見えるけど、真面目でいい人だったのに〟

〝無理を承知で厳しい納期をお願いした時も頑張ってくれてさ〟

　井口さんの件は会社に悪いイメージを与え、いくつかの仕事を取り消された。

　昔から主任を知っていた担当者の思い出話は、正直辛い。

　重かった足がさらに重くなる。それでもまだ仕事は山積み。

　気力を振り絞り、会社に戻ってみると……

「戻もどりましたぁー……？」

　３課はもぬけの殻だった。

「お疲れ様さま、田淵君」

「うわっ!?　あ、馬ば場ばさん……」

「ごめんね、脅かしてしまったみたいだね」

「いえ、こちらこそすみません。……馬場さん１人ですか？」

　うちの課で最高齢、定年も近い馬場さんだけ？

　彼はたまたま死角に入っていたらしいけど、まさか課の全員が外回り？

　もう夜だし、外回りは相手先の都合もある。それはない。

「皆は帰ったよ」

「帰った!?」

　そんなバカな。深夜でも４、５人は残業しているのがうちの日常なのに。

　特に今は主任が亡くなって……

「課長から直帰すると連絡があってね。それから今日は皆定時で帰ろうという話になったんだ。……竹林君が亡くなった事で、皆、思うところがあるみたいだからね」

「そうですか……」

「明日できる仕事は明日にまわすことにした。今日やろうが明日やろうが、どの道修羅場だ。我々にとっては日常じゃないか」

「そう、ですね……」

「……辛いだろう？　君も帰りなさい。皆も君も、良い仕事ができる精神状態じゃない。無理をしてもミスと仕事を増やすだけだ。……私ももう帰るよ」

「はい……」

　一言ずつ、諭すように語りかけられた。

　その一言ずつが体に染みるようで。

　……気づけば家の玄関にいた。

「いつの間に？」

　しかも手には通勤用のカバンの他に、中身が詰まった大きめのコンビニ袋。大盛り弁当、おにぎり、冷めたホットスナック、コンビニスイーツ、スナック菓子。本当にいつ……？

「あ」

　よく見ると、コンビニ袋にタクシーの領収書が入っていた。でも宛名は〝馬場様〟になっている。

「……」

　ひとまず着替えよう。

　荷物を置いて、スーツをハンガーにかける。

『椅子に長くかけておくとシワがつくから』

　ふと入社したばかりの頃に言われたことを思い出した。

　あの時はオフィスの椅子に取り付けられるチェアハンガーを紹しよう介かいされたっけ。

「……！」

　上着に入れていた携帯が鳴った。もしかして、仕事の呼び出し？

　定時に帰って怒おこられる姿が瞬時に頭に浮うかび、憂ゆう鬱うつになる。

「……もしもし」

「一かず雄お？」

「なんだ母ちゃんか……」

「なんだって何よ。なんだはないでしょう？　親に向かって。大体あんたはロクに連れん絡らくもせずに」

「……で、何の用？」

「……ねぇ一雄、昨日近所の奥おくさんから聞いたんだけど、最近どこかの会社の井口って人が悪い意味で話題になってるんだって。名前とか会社とかインターネットで広まって」

「……だから？」

「その人の会社名。聞いてみたら、あなたの職場と同じ名前じゃないの？　気になって調べてみたら、会社はブラック企業って言われているし、大だい丈じよう夫ぶなの？」

「……忙しいのは事実だよ。だから切るよ」

「待って！　……ねぇ、こっちに戻ってこない？」

「戻ってどうするの」

「部屋はあるし、雄二と奥さんも同居には賛成してくれてるわ。仕事は帰ってきてからまたゆっくり探せばいいじゃない」

「いいよ、俺はこっちでやってくから」

「匿とく名めいで退職者の方が話してるサイトがあるって聞いて、雄二に調べてもらったの。調べれば調べるほど、あなたの会社は酷ひどいらしいじゃない！　せめて体を壊す前に帰ってきなさい！　お父さんもあの時のやり方は反省してるから、意固地にならないで」

「……」

「一雄？　聞いてるの？　一雄」

「忙しいから」

　切断のボタンを押し込んでいた。

「帰って来い……今更かよ」

『家族って、難しいよね……』

　……また、主任の言葉を思い出した。

　いつだか会社の昼休みに母ちゃんから電話がきたのが原因で、たまたま荒らげてしまった声を聞かれた時。変な空気になって、父と折り合いが悪くて家族と距きよ離りがあることを白状すると、自分も父親と折り合いが悪かったと教えてくれた。

『家族って、難しいよね……』

　主任の表情は渋かった。でもその後、また笑え顔がおになって……何て言われたんだっけ？

「……はぁ」

　思い出せない。そもそも、頭が働かない。

　こういう時はアレを飲むに限る。

　一人暮らしには十分な狭いキッチンへ。

　備え付けられた戸棚から、密閉できる袋に入った粉を探す。

「……そういえばこれも主任から教わったんだ……」

　入社当初、俺の教育係だった主任と打ち解けるきっかけになったのもこれだ。

　あの頃の俺は、全体的に怖こわい主任の外見が苦手で近寄りがたく感じていた。実は怖いのは外見だけで、内面は穏やかな人だったけれど。

　そんな主任が気を使って、自分の飲み物を用意するついでにコーヒーを入れようとしてくれた。ただその時主任はうっかりコーヒーではなく、自分が常飲していた〝飲み物〟を２つ用意してしまったらしく、申し訳なさそうに飲むかどうか聞いてきた。

「断れなかっただけなんだよな。最初のうちは」

　でもそれを飲んでいると妙に体の調子が良くて。味も変わった風味のコーヒーに近く、いつの間にか気に入っていた。それでこれは何なのか、どこで売っているのか。聞いたら自作で、主任の家に先祖代々伝わる〝薬湯〟だと言われた。

　正直、この人何言ってんの？　って思った。

　それが顔に出てしまったらしく、主任は恥ずかしそうに、誤解を解こうと自分の家について聞いてもいない話を始めた。その内容は聞けば聞くほどラノベのような話で、驚きはしたけど興味も出て……その辺りからオタク趣味に理解があることも分かり、主任との距離は一気に縮まっていく。

　一月も経たつと好きなラノベやゲームについて語ったり、オタク趣味があると知って実家の話を脳内設定と疑ったり、真実と証明するために実演してもらえるくらいには仲良くなっていた。

「丁度一いつ杯ぱい分くらいか」

　見つけた袋には、ほんの少しの粉しか残っていなかった。

　……全部使うしかない。

「ふー、あつつ……」

　この匂い。これだけでも頭がすっきりする気がするから不思議だ。

　タンポポの根を中心に、ヨモギとイチョウ葉。その他、十数種類の薬草を調合。肝臓系の機能促進、食欲不振の回復、便秘解消、消化不良改善、利尿作用、浄血作用、血中コレステロールの低下、精神安定、滋じ養よう強きよう壮そう、ストレス緩和、etc……とにかく幅広い症状改善に効果があるらしい。

　最初は半信半疑だったけれど、働き続けられているのはこの薬湯のおかげもあると今では思っている。特に飲み会の翌日は必需品。

　主任が調合したものを分けてもらっていたけど、もう主任はいない。

　会社にも常備してある分が残っているはずだ。

　でも、それが無くなったら？

　製法は知っている。

　秘伝というわけでもなかったらしく、親しくなったら気前よく教えてもらえた。

　だから貰いに行くといつも、たまには自分で作れ、なんて言いながら渡わたしてきて……

　……飲めなくなることはない。でも、もう作ってくれる人はいない。

　働き始めた頭が、思い出と事実を突きつけてくる。

「このキッチンでも、何度か料理しましたね……」

　ド田舎いなかの実家から都会に出るまで、家事をしていなかった俺の私生活は酷かった。

　外食か、さもなくばカップ麺やレトルトばかり食べていた俺を気にして、簡単な料理を教えてくれた。

　さらに掃そう除じのコツからうちの地域のゴミの分別まで、主任は調べて教えてくれた。

　打ち解けたことを機に、徐じよ々じよにプライベートな付き合いも増えていった。

　都会人は干渉されるのが嫌きらいと言う人も多いらしいけど、田舎育ちの俺にはありがたいばかり。

　都会に出てきたばかりの俺に、本当によくしてもらった。

　俺がここで生活できるようになるまで、多くの部分で助けてもらった思い出が次々と蘇ってくる。

「先に倒たおれるなら、俺が先だと思ってました……なのに何で、俺より先に死ぬんですか……!!」

　あふれ出る声は響いては消え、心が悲しみと空しさで満たされていく……







特別書き下ろし・残された人々（後編）







　翌日




　いつも通り、規定の出社時間より早く出社。そして真っ先に馬ば場ばさんの下へ向かう。

「おはようございます」

「おはよう。昨日は無事に帰れたかい？　かなり心配だったんだけど……」

「はい、おかげさまで。あと、これを」

「領収書、とっておいてくれたのか。わざわざありがとう」

「え？　馬場さんが一緒にいたんじゃ」

「いや？　私は少し用があって、君をタクシーに押し込んでからお金を払はらっただけだけど……もしかして、覚えていないのかい？」

「すみません……知らないうちに家に帰ってました。買った覚えのないコンビニの商品持って」

「そうか、確かに茫然自失の状態だったようだからね。コンビニの商品は私と一緒に会社を出た後に買っていたよ。……ところで田た淵ぶちくん。急な話なんだが、今夜、時間はあるかな？」

「今夜？」

「なんか、俺おれ達たちだけで飲みたいって言い出したんだよ、馬場さんが」

「馬場さんからお酒の誘いなんて、珍めずらしいですね」

「そういう気分の日もあるのさ。竹たけ林ばやし君の冥福を祈って、それと皆に話しておきたいこともあってね。どうだろう？」

「ちなみに課長は今日も挨拶と説明で来ないらしい。たぶん今日も帰れるぞ」

「……いいですね。ならこの機会に、楽しく飲みますか」

　仕事については吹っ切れたのか、あまり気にせず結論が出た。




■　■　■




　その日の夜




『乾かん杯ぱい！』

　初めて来る居酒屋の個室に15人の社員が集められた。

「お疲つかれ様でーす」

「お疲れさーん」

　入社以来初めてに近い、問題行動を起こす人のいない飲み会。俺はもちろん、他の皆もどこか落ち着かない様子だ。

　何を思って馬場さんはこの飲み会を提案したんだろう？　一体何を話すつもりなんだろう？

「ほら、田淵君」

「あ、ありがとうございます」

　疑問は尽きない。だけどまずは乾杯して、程よくお酒が回るのを馬場さんは待っているみたいだ。

「あ～……ウマッ！」

「ほんと。ここのお料理、美味おいしいですね」

「そうだろう？　私のオススメなんだよ。課長達たちには絶対秘密のね」

「馬場さんの隠れ家ってことですか」

「定時に帰って美味うまい飯と酒、最高だ～」

「二日連続で定時帰りとか、入社して初めてじゃないっすかね？」

　普ふ段だんならまずありえない事。今はそれを邪じや魔まする人がいないからできる事。貴重な機会に心が弾む。だけど、誰だれ一人ひとりとして心の底からは楽しめていない。微妙な雰囲気が流れている。

「……ここに主任も居たら」

　３課の最若手、原さんがこらえきれず口にした。

　その瞬間、個室内が静まる。

「……あ、ご、ごめんなさい！」

　小柄な彼かの女じよが失言を悟って身をすくませた。

　周りに頭を下げながら縮こまるたびに、ふくよかな体で服がはちきれそう。

「気にすること無いさ。皆、そう思ってるのは一緒だよ。違ちがうかい？」

「そうっすね……」

「馬場さんのいう通りよ、原ちゃん」

「誰がいつ死んでも不思議じゃなかったけどさ、俺、主任だけはないと思ってたわ」

「俺も」

「私もです」

「……やっぱり皆さんもそう思ってたんですね」

「主任が休日以外に休んだ日なんて記憶にないしな……」

「と言うか休日出勤しても必ずいたんですよね、あの人……」

「疲れてても、体調悪そうな感じは全然無かったのになぁ……」

「そういえば主任っておいくつでしたっけ？　田淵さん」

「39ですよ」

「えっ!?　主任ってまだ30代だったんですか!?」

「見えませんよね」

「そういえば、竹林さんっていつから会社にいるんだろう……」

「俺、入社７年目だけど、その頃はもういたぞ。馬場さんなら知ってるんじゃないですか？」

　馬場さんに注目が集まる。

「私も詳くわしくは知らないね。私は営業から３課に飛ばされた口だから」

「……初耳ですね」

「10年以上昔の事だからね。でも去年勤続15年の記念品を受け取っていたから、16年目じゃないかい？」

「うちの会社で16年って」

「あの人やっぱ人間じゃねぇわ」

「逆に16年も無理したから、そうでなかったら……」

　その続きは語られず、苦しい沈黙に変わる。

「そ、そうだ。今日話したかった事って？」

　何とかしようとした結果、つい急かすように聞いてしまった。

　少し考えるような顔をする馬場さん。

「我々の今後についてだよ」

　その声色と真剣な表情に、自然と身が引き締まる。

「皆、この先どうする？」

「どうするって」

「なぁ」

「このままあの会社に勤め続けたいかね？」

　……だれも答えない。

「竹林君が亡くなった。それは非常に残念な事だ。しかし自分の事も考えなくてはいけない。……答えなくて構わないから、聞いて欲ほしい。……竹林君がいなくなったあの会社で、今後も働き続けられると思うか？」

『……』

「正直に言おう。私は彼の人の良さにつけこんで、自分の仕事を任せていた。彼を利用して、自分の負担を軽減していた。だからこそこの歳まで、３課の激務に耐たえられた。彼がいなくなった今、私はもうあの激務には耐えられないだろう」

『……』

　ゆっくりと見回す視線。それを受けた人は、気まずそうに顔をあらぬ方向へ向けている。

　馬場さんの言葉には、誰もが多かれ少なかれ心当たりがあった。

「だから私は提案させてもらう。皆一いつ緒しよに、会社を辞めないか？」

「みんな一緒にって」

「それができたら苦労しないですよ」

　やめてどうする。仕事がなくなる。再就職が難しい。

　誰かが口に出だせば、別の誰かが後に続く。

　折り重なる声、容赦なく吐き捨てられる否定。

　それらを彼は、平然と受け止めている。

「みんなの心配はもっともだ」

　ひとしきり意見が出た後、妙に落ち着いた彼の言葉。

　さらに続けられた内容には、誰もが耳を疑った。

「実はもう新しい職場を見つけてあるんだ。ここにいる全員分」

『えっ!?』

　こっちの驚おどろきを無視して彼は語り始める。

「さっき話した通り、私は元営業でね。その頃の取引先や知人を訪ねてみたんだ。ずっと疎遠になっていたけれど、昔のことを覚えていてくれてね。自分でもびっくりするぐらいあっさりと話をさせてもらえたよ」

　信じがたい。

　そんな意見を見み越こしてか、さらに会社名や連絡先のリストが担当者の名刺つきで見せられる。

　会社によっては資料まで用意してくれたらしい。

　同どう僚りようから回ってきたそれらを確かめてみる。

　嘘うそにしては手が込みすぎている……

「さすがに全員が同じ職場というのは無理だが、経験のある技術者なら受け入れてもいいと言ってくれる方々がこれだけいるんだ。条件も確認したけれど、能力が認められれば給料の上乗せや後々の昇給を考えてくれると言っているところもある。そうでなくても今とほぼ変わらない、私はどこも許容範はん囲いだと思う。

　そして何より休日出勤は極力なくす。残業すれば残業代が出る。今の会社よりもその辺りの規定がしっかりしている」

「……マジか。俺おれこの会社知ってるぞ」

「そこ、最近業績良いとこですよね」

「私も！　社内に仮眠室とかジムとか取り入れてる所ですよね？　福利厚こう生せいを前面に押し出してる」

「他の会社もそれなりにいいとこですよ」

「……そんなの、どうせ上っ面だけじゃない？」

「疑う気持ちもわかる。だけど、それならそれで、このまま勤め続けるのと同じだとは思わないかい？」

「それは……」

　あまりの好条件を信じきれず、否定的な意見を出した熊谷さんは黙り込んでしまう。それは他の人も同じだった。既すでにどん底に思える状じよう況きようなんだから、これ以上下がることもない。

　もっといい職場で、もっといい生活ができるチャンスが目の前に転がってきた。

　でも迷う。そのための一歩が踏み出せない。

「……馬場さん、聞いていいですか」

「なんだい？　田淵君」

「どうして突とつ然ぜんこんなことを？」

　馬場さんだって、仕事で忙しかったはずなのに。

　転職したいだけなら、探すのは自分一人の仕事でいいはずだ。

　見つかったのは偶ぐう然ぜん、タイミングが良かったのかもしれない。

　だけど、そもそもなんで馬場さんは全員分の仕事を探したんだろう？

「うまく言えないんですけど……何の得があるのかな、って」

　視線を集めて。しどろもどろになりながら、なんとか腑に落ちないことを伝える。

　すると彼かれは目を伏せて、声を絞り出した。

「……竹林君が言っていたんだ。〝もしも自分に何かあったら、みんなのことをお願いします〟と」

　心臓が跳ねる。

「主任がそんなことを？」

「ずっと前の事だけどね。私自身もつい先日まで忘れていたよ……私は、竹林君が嫌いだった」

　告げられた言葉が更なる動揺を生む。

　俺が知る限り、二人の関係は良好だったはず。

「嫌っていたのも昔の話なんだが……さっきから話している通り、私は元々営業から左遷されて３課に来た。働く気のない取引先の重役の子供を預かる代わりに、仕事を貰もらう。そんな裏取引を始めた上層部のやり方に納なつ得とくできず、反対していた結果さ」

　自嘲がちに淡たん々たんと語られる言葉。

「営業から異動になった私に不足していた知識と技術、それを叩たたき込むためにつけられた教育係……それが竹林君だった。

　私達の世代は〝年功序列〟が基本。私は年下が上司になることに抵てい抗こうが強く、内心で恥だと思っていた。そうなると悪いところばかりが目についてさらに嫌悪感が湧き上がる。果ては左遷された不平不満の矛先を彼に向けていたよ。口にはしなかったが、気づかれていたと思う」

　でも主任は粘ねばり強く仕事を教え続けた。そして馬場さんが一人で仕事をこなせるようになり、異動から10年近く経過した頃。ようやく認にん識しきを改めたという。

「残業中のことだった。ついイライラして、同じように残業していた竹林君に説教をしてしまったんだ。君は要領が悪い、だからいつも仕事を押し付けられる、そんなことを刺とげ々とげしく。今思えば当てこすりでしかない事を偉そうに。

　そんな私に対して彼は、いつものようにみんな忙いそがしいから仕方ない、体力があるから大丈夫だと曖あい昧まいに笑っていた……何を言っても暖簾のれんに腕うで押しで、そのうち怒る気にもならなくなってね。君が倒れたら他が迷めい惑わくする、そう言って話を終わらせようとした」

　そこでさっきの言葉をかけられたそうだ。

「仕事もできるし、俺より要領が良い馬場さんなら何とかしてくれるでしょう……って。一いつ瞬しゆん、散々嫌味を言った私への意趣返しかと思ったんだが、彼は屈託なく笑っていてね。そこで完全に毒気を抜かれてしまったよ」

　……主任なら言いそうだ。

「主任って、何言われても根に持たない人でしたからね」

「迷惑をかけてもあっさりしてたよな」

「私、それが逆に不安でした……本当は怒ってるんじゃないかとか」

「そうだね。彼は口下手なところもあった」

　しばし沈黙が流れる。

　しかし今度は先ほどよりも少しだけ穏おだやかに。

「……彼は、きっと自分が言った事を忘れていると思う。だけど私はできることをしたくなった」

　具体的な内容を考えると、会社をどうにかして改善するのは不可能に近い。

　だから馬場さんは新しい職場を探してまで、俺達全員に辞めないかと提案したそうだ。

「皆、よく考えてもらいたい。このままあの会社で酷こく使しされ続けるか、それとも新しい職場に賭けるかを。無む理り強じいはしない。自分の意思で後悔のない方を選んで欲しい。ただ……私は君達にチャンスを掴んでもらいたい」

　馬場さんは立ち上がり、深々と頭を下げた。

　まるで謝罪会見に出る役員のようだけれど、その気持ちは十分に伝わる。

　同時に未来への希望が見えた気がしてくる。

「ありがとうございます！　馬場さん」

「馬場さんと主任に乾杯だー！」

　周囲から力強い拍手と思い思いの言葉が集まるまでに、時間はかからなかった。







あとがき







　こんにちは。〝神達に拾われた男〟作者のＲｏｙです！

　読者の皆様、「神達に拾われた男　３」のご購入、本当にありがとうございました！

　おかげさまでこの作品も無事に３巻。つまり私にとって３回目の書籍発売日を迎えることができました。さらに同時進行中のコミカライズも引き続き好調との事です。

　驚いたことに、最近はなんと読者の方からファンレターまで届くようになりました！

　曲がりなりにも、作家として本を出させていただいている身でこう言うのもなんですが……言葉で言い表せないくらい、嬉しいですね。正直なところ私にファンレターが届くとは思っていませんでした。

　ご存知の方も多いと思いますが、「神達に拾われた男」は元々、株式会社ヒナプロジェクト様のＷｅｂサイト、〝小説家になろう〟で掲けい載さいさせていただいている作品で、私のアカウントは今も利用しています。

　そちらではサイト内のサービスとして、色々な機能が無料で利用可能。なおかつ直接届くので、メッセージや感想などはそちらの機能で送られてくる、と考えていたので。（実際にありがたいお言葉を沢山送っていただいています）

　しかしわざわざ手紙で、手間も送料もかけて応援の言葉を送っていただける。これは受け取った時にまた違った嬉しさ。そして胸にジンとくる暖かさがありました。もちろんサイトの方から受け取れるメッセージも嬉しいのですが、また少し違う感動です。




　応援の言葉を送っていただいた皆様、本当にありがとうございました！

　担当者様の指導の下、これからも精しよう進じんしていきますので、皆様どうか今後とも応援よろしくお願い申し上げます。
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